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    ある日森の中、熊さんに出会った


    



    



    　花咲く森の中、俺は出会ってしまった。


    　──本当にびっくりすると、人間て悲鳴も出ないんだなぁ──


    　そんな発見に驚きつつ、とりあえず俺は自分を落ち着かせるため、客観的立場から自分を励はげましてみることにした。


    　まぁ落ち着け、大丈夫だって。今の世の中、そんなに簡単に死んだりしないって。エイリアンもゾンビも魔王もいないこの平和な現代日本で、道を歩いていただけで死ぬなんて普通ありえないから。だからアレだ、まぁ、


    　──人間、死ぬときはあっけないものだ──


    　励ましはあっさりと終了し、諦あきらめに似た感情が体の中を駆け巡っていく。


    　十歩くらい先の藪やぶの中から音もなく立ち上がり、俺の視界に突然姿を現した黒い塊かたまり。


    　それはどう見ても熊くまで。どう考えても熊で。


    　そして誠に残念ながら目の前にいる本物の熊は、歌の中の熊と違って明らかに俺に対して敵意をむき出しにしていた。


    「グウウウウ[image: ]」


    　熊は不機嫌そうに低いうなり声を上げ、俺に近づいてくる。


    　その行動は、どう好意的に解釈しても「お前を殺す」と言っているようにしか見えなかった。


    　実際、それは至し極ごく簡単なことなのだろう。


    　俺の三倍はあるがっちりした体に、四倍以上太い腕。五寸釘くぎのような鋭い牙きばに爪つめ。


    　勝ち目なんてあるはずもなかった。


    　熊が一歩前に踏み出す。死の恐怖が忍び寄る。


    「助だずげでぐだざいッ！」


    　そんな恐怖に負けた俺は、気づけば熊に土下座で命いのち乞ごいをしていた。


    　けど無駄だった。


    　俺が叫んだ瞬間、熊は俺に向かって信じられないような速さで突進し始め、前足で俺を転がし、その巨体で俺にのし掛かったからだ。


    「ぐはッ！　うわああああああッ!!」


    　まるで車にぶつかられたような重い衝撃が全身に響く。目の前には鋭い牙と爪、そして凶暴な顔が迫っていた。手足をジタバタと死にものぐるいで動かしても、まるで無力。


    　自分が虫けらになったような絶望感に、俺は死を覚悟した。死……って、待てよ。そうだ。死んだフリだ。何かの本で読んだことがある。熊くまに襲おそわれたら死んだフリだ。


    　俺はうつ伏せのまま、すっと体の力を抜き呼吸を止める。


    　ボゴッ！


    　けれど無情にも、今まで聞いたことのない鈍い音が背中から全身に響く。


    「痛いってえええええええッッ[image: ]」


    　手足をバタバタさせながら俺は生まれて初めて全力で叫んだ。


    　熊の爪つめが俺の制服を切り裂さいたのが、じくじくした背中の痛みでわかった。


    　つうかこんな状況で死んだフリなんて無理だ。俺は下半身を完全に押さえつけられた状態で無ぶ様ざまにハイハイしながら、なんとかその巨体から離れようと足あ搔がく。もはや思考なんてどこかに吹き飛んで、本能だけで逃げている状態だった。


    　けれど、熊は俺を逃のがさなかった。


    　俺のズボンに爪を引っ掛け、俺の体を手た繰ぐり寄せる。


    　俺は苦痛と恐怖に顔を歪ゆがめながら、近くにあった藪やぶに手を伸ばす。


    　摑つかんだ低木は、すぐに折れた。


    「あ」


    　絶望と共に爪の間に土がめり込む。


    「！」


    　けれどその瞬間、カサカサした落ち葉に埋もれた何かが手に当たり、俺は藁わらをも摑むような気持ちでその冷たい感触の物体を手にした。


    



    　それは、山に捨てられ朽ちたエロ本だった。


    



    「……ああ」


    　死に際ぎわに摑んだ物がコレかと思うと、悲しくなるのを通り越して笑えてくる。


    　どうやらここはエロ本墓場だったらしい。他にも数冊のエロ本が藪の中に捨てられている。


    　──人生、終わった──


    　エロ本墓場で、俺の人生終わった。


    　反射的に理解した現状に、涙を堪こらえて目をつぶる。同時に過去の光景が一瞬でフラッシュバックする。ああ、これが走そう馬ま灯とうってやつなのか。


    　部屋でゲームしている俺が見える。退屈そうに学校で授業を受けている俺に、適当に部活してる俺も見える。……以上。終わり。


    　え、ちょっと待てよ。俺の人生って、これだけなのかよ！


    　焦しよう燥そう感かんと絶望感に愕がく然ぜんとする。……噓うそだろ!?　確かにそんな感じだったけど、それでももっと、何か他に……。


    　あるわけない。


    　やり遂げたこととか。やり残したこととか。


    　何もない。


    　いや確かにそうかもしれないけど！　波乱とも青春とも無縁の人生だったけど！　でも！　これでお終しまいって……、そんなの納得できるかよ！　こんな所で死ねるかよ！


    　怒りに俺は目を見開き、身をよじって熊くまにエロ本を投げつけた。


    「ふざけんじゃねぇよ！」


    　熊はその飛来物を不動のまま額ひたいに受け、一瞬止まるもノーダメージ。跳ね返ったエロ本は無常にも宙を舞う。


    「グウゥゥウウ[image: ]」


    　俺の反撃なんて、まるで無意味だった。


    　熊は俺の弱々しい必死の抵抗をものともせず低く唸うなり、再び俺に襲おそい掛かる。


    　俺は目の前に迫ってくるそんな凶暴な光景に耐え切れず、諦あきらめて目をつぶった。


    　もうこりゃ、無理だ。


    　──あぁ、これで俺の人生、ゲームオーバーかぁ。……案外、短かったな──


    　Ｄドライブ。消し損なったなぁ。


    　死ぬ寸前の唯一具体的な後悔がコレかと思うと悲しくなる。


    　けれどそうやって諦め、体の力をすっと抜いたまさにその瞬間。


    　俺の上から綺き麗れいサッパリ重さというものが消え去った。


    「え!?」驚き、目を見開く。


    　そこには、ただパッと真っ青な空が広がっていた。黒い熊の姿なんて欠片かけらもない。


    　そして次に瞳ひとみに映ったのは、


    



    　白いパンツだった。


    　いや、少女だった。


    



    　銀色の長髪を風になびかせる白いワンピースの少女。それが俺をまたぐようにして宙に舞うエロ本をキャッチし、同時に熊を裸足はだしで蹴けり倒すのがコマ送りのスローモーションのように目の前を流れ去っていった。


    　蹴られた熊は首から鈍い音を立てて、まるで弾はじかれたビリヤードの球のようにスカーンと近くの茂みに消えて行く。数瞬の後、少女は俺の数歩先に音もなく着地した。


    「……は？」


    　ぽかーんと放心した後、俺はそんな声を漏もらしてしまった。


    　少女が、熊を蹴り倒したぁ？


    　異次元の事態だった。


    　ついでに少女の姿も、普通じゃなかった。


    　猫のように線の細いほっそりした体格に、白いワンピース。


    　ここまではいい。


    　けど、長い銀髪と、目の色と同じ黄金こがね色いろの胸元の三日月のマークが、ひどく現実離れした雰囲気をかもし出していた。


    　そんな少女が、愁うれいを帯びた表情で俺を見下ろしている。


    　その綺き麗れいな瞳ひとみと目が合った瞬間、自分の心臓がドキッと大きく跳ねるのがわかった。


    　少女は小さく微笑ほほえむと、俺を助け起こすように手を差し伸べてくる。


    「…………」


    　けれど俺が次に取った行動は、役に立たない体をどうにか起こし脱だつ兎とのように駆け出すことだった。


    　怖こわかったのだ。


    　とにかく怖かったのだ。


    　いともたやすく命が消えていく非日常的な世界が。熊くまが。少女が怖かった。


    　他に選択肢なんてなかった。


    　なんなんだ!?　なんなんだよ!?
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    　腰が抜ける寸前のふにゃふにゃな体で、これ以上ないってくらい混乱した頭で、気づけば俺は恐怖に顔を引きつらせながら元来た道を転がるように駆け下りていた。


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    「──とまぁ、そんなことがあってですねぇ、今日は遅刻しちゃったんですよ」


    　教室で皆みんなの顔を見渡しながら、俺はそんな話を入学早々クラスメイトの前でしていた。


    「「…………」」


    　教室がシーンと静まり返っていた。


    　どちらかというと、悪い意味で。


    



    　藍あい色いろの着物に白い帯という格好の若い女教師は、狐きつねっぽい顔を呆あきれ顔にして言った。


    「入学初日に遅刻して、その言い訳がそれですか……」


    　先生は凜りんとした声で静かに俺おれを糾きゆう弾だんする。


    「反省してください」


    「ちょ、待ってください！　本当のことですって！」


    　俺は慌あわてて言いながらも、まぁ普通信じられませんよね。とも思っていた。なんせ実際に熊くまに襲おそわれて死にかけた俺の正直な感想でさえ「熊って本当にこの世に存在したんですね」だからだ。


    　テレビやネットの中の存在じゃなかったんですねと。


    「でも！　皆、もっと驚いてもいいんじゃないですか!?　それこそ！　熊に襲われるなんて、全国ニュースものなんじゃないですか!?」


    　けれどその瞬間、四人しかいないクラスメイト全員が怪け訝げんな顔をして一斉に首をかしげた。


    　俺は皆のその反応に驚き、素早く先生を見る。


    「今どき、それくらいじゃニュースになりませんよ。五～六年前じゃないんですから」


    　先生も、古いですねぇ。何を言っているんですか、といった顔で答える。


    　俺はクラスメイトと先生に不満げな目を向けた。


    「……つまり皆、俺が熊に襲われたのを信じてないんですか？」


    　こんなに制服がボロボロなのに？


    　すると、先生は俺の不満を感じ取ったのか、ふっと笑った。


    「いえいえ、最近では森に入って熊に襲われることは全然珍しくないんですよ」


    「えっ!?」


    「都会から来た鈴すず鹿かさんには実感がないでしょうけど、ここ数年、この国の獣けものの増え方は異常ですからね」


    「…………」


    　マジで？


    「ふふ、でも生きててよかったですね。運が悪かったら鈴すず鹿かさん、本当に死んでましたから」


    　さらっと、そんなことを言う。その言葉に俺はぞっとしてクラスメイトを見渡す。


    　全員、平然と先生の意見に同意している。


    「…………」


    　俺は未いまだに残る背中の痛みに「運が悪ければ死んでいた」という言葉の重みを実感していた。


    「だからもう二度と、むやみに森に入ってはいけませんよ」


    　先生は俺の目を見て、めっと注意する。皆みんなも「そうだそうだ」といった顔をしている。


    「……はい、すみませんでした」


    　俺はその言葉に、しゅんと素直に反省し頭を下げた。


    　命の危機を実感した後だったし、言い訳も反論もする気になれなかった。


    　──しっかし。熊くまに襲おそわれるのが普通って、どんな常識だよ──


    　実家から直線距離で約４００㎞。同じ日本だというのに、どうやら俺の常識は早くも通用しなくなっているようだった。


    　俺は生まれて初めて味わったカルチャーショックに驚きつつ、けれど教室に入って初めて、ようやく安あん堵どしていた。


    　──でも、ま、信じてもらえてよかった──


    　そんなことを思い、大きく息を吐はく。そして安堵ついでに質問してみた。


    「ところで先生、実は今朝のことでもう一つ、凄すごく気になってることがあるんですけど、質問いいですか？」


    「なんでしょうか」


    　森のプロである先生にどーんと質問してください。そんな雰囲気で先生は頷うなずく。


    　俺は一呼吸置いてから、大マジメな顔で問いかけた。


    「今日俺を助けてくれた女子って、ひょっとして新手の魔法少女かなんかじゃないですか？」


    「いえ、その部分には正直、先生もドン引きです」


    　食い気味に即答する先生。


    　うんうん、と頷くクラスメイトたち。


    「えっ」


    　おたつく俺。


    「私が信じたのは熊の話だけです。正直、先生は美少女が熊を蹴けり飛ばした辺りから……」


    「いや、本当なんです！」俺は必死に訴える。


    　すると先生はふっと、えらく人工的な優しさを漂わせ、俺から視線を逸そらした。


    「いいから席に座ってください」


    　前言撤回。こいつら、俺の話をちっとも信じてねぇ……。


    　そんな絶望顔の俺を生暖かい目で見ながら、和服の先生は空あいている席を指差した。


    「……はぁ、……はい」


    　納得いかないが、流されるように指差された一番左端の席に座る。全部で五つしかない半円形に配置された席だ。そのせいか無駄に教室がだだっ広く感じられる。


    　俺が座ると、パンっと先生が教卓を両手で叩たたいた。


    「さて、これで全員揃そろいましたね。改めまして、私はこの鳥獣義科の担任、望もち月づき冬ふゆ美み、二十七歳、独身です。ようこそ、日本で初めての狩猟専門課程へ」


    　凜りんとした張りのある声でそう言うと先生はくるりと俺たちに背を向け、白いチョークで黒板に大きく四文字、字を書いた。


    　だけど、それは俺の予想と違って先生の名前ではなく〝害獣被害〟という言葉だった。


    「現在、害獣による農業被害の総額は約二〇〇億円を超えています。乱暴に計算するなら毎年五千人、農家の約五〇〇人に一人が害獣被害のせいで無収入になるか、もしくは赤字になって借金を背負わされています。それに加え獣けものに襲おそわれて負傷する人や、死ぬ人も年々増えています」


    「…………」


    　いきなりそんな話をされて、俺は面食らっていた。
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    　同時に俺には、その言葉がピンと来なかった。二〇〇億円って。本当に、そんなに酷ひどいの？　と確認を取るように他の生徒の顔をきょろきょろと見てしまう。


    　皆、険しい顔をしていた。


    　先生はコンコンッと〝害獣被害〟という言葉を叩たたき、話を続ける。


    「人は農業を始めた数千年前からこの問題と向き合ってきました。だけど現在、狼おおかみの絶滅や里山の放置、ハンターの減少などさまざまな原因によってこの問題は悪化し、森のバランスは完全に崩れてしまいました。ある獣けものは異常に増え、また逆にある獣は絶滅の危機に瀕ひんしています。被害は年々増大し、人と動物との関係も良好とは言えません」


    　そのせいで、ただでさえ戸数が減っている農家が農業をやめる離農問題や、村に人が住まなくなる過疎問題なども起きていると、先生は深刻な顔で話し、俺以外のクラスメイト全員が真剣な顔で頷うなずいている。


    「確かな原因はわかっていませんが、データによると六年前を境に野生動物が爆発的にその数を増やしています。その結果、ここ数年で猟期の廃止、猟具の制限解除など狩猟に関する法律も大きく変わりました。皆さんはそんな中、この問題の解決のためにこの学校に来ました。その理由や経緯はさまざまでしょう。だけど皆さんは、最終的に人間を守ることを選んだ。ここで狩りを学ぶことを選んだ」


    　そこで先生はゆっくりと、かつ迫力のある目で俺たち生徒全員の目を見た。


    



    「だから、あなたたちは獣に苦しめられている人々を救うことができる」


    



    「「…………」」その言葉に、息が止まった。


    　教室にいる生徒全員の呼吸が止まった。


    　横目で隣のクラスメイトを見ると、俺と同じように目を見開いて固まっている。


    　先生はその迫力のある目で「どうです？　やりがいがあるでしょう？」と言っている。


    　その無言の主張に俺はゾクゾクと興奮していた。


    　──本当に非日常に来たんだ──


    　そんな実感がした。


    　先生はそんな俺たちの反応に満足したのか、今までの厳しそうな顔から一転、明るく笑う。


    「だからこそ、この学科に入学した皆さんを私は全身全霊をもって歓迎したいと思います。さぁ、私の挨あい拶さつは以上です。それではそれぞれ自己紹介を、……そうですね。入学初日から遅刻してきた鈴すず鹿か翔しよう馬まさん、あなたから始めてもらいましょうか」


    「……、はいッ！」


    　俺は、ゆっくりと席を立った。


    　先生の話を聞いて、俺の話が信じてもらえないとか、そんなチンケなことはもうどうでもよくなっていた。軽く感動していた。むしろ、このテンションなら言える！


    　そう思っていた。そうだよ。こんな非日常的な場所で大問題に取り組む仲間に対して仮の姿で接するなんて、そんなの逆に失礼じゃないか！　と。


    　それに、今まで本当の自分を隠していて、何かいいことあったか？


    　いや、ない！　何事もない人生だけだ。


    　だから俺は笑顔で背筋をスッと伸ばし、生まれて初めて自分を解き放つことにした。


    「どうも、鈴すず鹿か翔しよう馬まです。皆さんとは初めまして……いや、前世以来ですね！」


    　お久しぶりです。と俺はニヤリと不敵に笑う。


    　その瞬間、教室に「は？」という空気が満ちた。


    「ここで皆さんと出会ったということは、前世でもきっと、同じ目的のために行動をともにしていたのでしょう。まさに運命デイステイニー」


    　発音よく「ディスティニー」と口にし、俺は自みずからのマイ設定に酔いしれる。


    「前世では皆さんと閉ざされし砂漠を越えて幻想の海を探す冒険をし……」


    「す、鈴鹿さん!?」


    「なんでしょうか、先生？」


    「えっと、え？　皆さんとは全員、お知り合いなのですか!?」


    「前世ではそうでした！」


    　そんな俺の脳内設定にドン引きしている先生を放置して、大きく息を吸い込みクラスメイト全員のぽかーんとした顔を見渡す。


    「……そして知っての通り、かの世界で俺は、」


    　そうして俺は高らかに言い放った。


    



    「勇者でした！」


    



    　その瞬間、教室の空気が完全に凍った。


    　俺が満面の笑えみでそう言った瞬間、教室を……あいたたた……という感じの寒々しい空気が包み込んだ。


    　具体的に言うと、先生の顔がさっきの百倍くらい人工的な笑顔になっていた。


    　窓まど際ぎわの女子は俺じゃなくて窓の外に視線を向けていた。


    　その隣の女子は生ゴミでも見るような目で俺を見ていた。


    　さらにその隣の男子が哀あわれな生き物を見る目で俺を見ていた。


    　そして一番廊下側に座った男子だけは、大爆笑。


    　そんな完全に終わった痛々しい空気の中、俺はひるまず前進を続ける。


    「俺は現世において某国民的なハンティングゲームを究きわめ、そして三次元世界でも無双すべく、はるばるこの学校にやってきました！　かの世界で勇者だった俺が来たからには安心してください！　この世界は大丈夫です！　俺は、この世界でも必ず勇者になります！」


    　叫ぶような大声で言い放ち、皆をズラ──っと見渡す。


    「皆さん！　リアルでモンハンしようじゃありませんか！　俺と一緒に再びこの三次元世界に平和をもたらそーじゃぁないですかぁぁああ！」


    　とどめに俺は、天井を突き破るような勢いでビシッと右みぎ拳こぶしで天を突くポーズを決めた。


    「「…………」」しかし無反応。


    　教室は響き渡る拍手どころか唯一笑っていた男子生徒さえすでに笑い終え、外でホトトギスの鳴く声が聞こえるくらいシーンと静まり返っている。


    　これ以上ないってくらい、痛々しい空気に満ちている。


    　けど、俺は満足だった。


    　完全にドン引きムードの教室の中、俺は満足げに微笑ほほえんだまま自己紹介を終えると席に着き、次の生徒に順番を譲る。


    　どうだ、やってやったぜ！　今までの俺！


    　これでどう転んでも、もうマジメキャラに後戻りはできない。まぁこの学校に入学した時点でわりともう逃げ道はないのだけど、これでもう完かん璧ぺきに退路は断たれた。


    　俺はこれから、力いっぱい、バカみたいに生きてやる！


    　清すが々すがしい気分でそんなことを思いながら、俺は順番を譲った男子生徒の自己紹介に耳を傾ける。


    　窓からはうららかな春の日差しがキラキラと降り注いでいた。


    　すべてのしがらみや常識を脱ぎ捨てた今なら、なんでもできるような気がしていた。


    　さらば、まともな人生よ！

  



  
    



    


    友達四人できるかな


    



    



    　目の前には荒あらぶる巨大な獣けものが迫っていた。


    「やばい、こっち来てる来てるッ！」


    「翔しよう馬まくん逃げるげッ！」


    　クラスメイトの北きた大おお路じ大たい樹き。通称タッキーは俺に回避を促うながす。


    「わかってる！」


    「だげ！」


    　初対面のときから思ってたけど、タッキーの少女漫画の王子様のような外見と「げーげー」言う妙な方言とのアンバランスさがおかしかった。正直、その方言のせいで、サラサラの黒髪も、整った顔も長身も、全部台無しだった。


    　そんな友人を横目に、俺たちめがけて突進してくる巨大な獣を真正面から睨にらみつける。


    　目の前にはもう、巨大な獣がすぐそこまで迫っていた。


    　唾つばを飲み込み、俺は直線的に突っ込んでくる巨大な獣から生き残るため、全速力で逃走を開始する。


    　間に合うか!?


    「うぉッ！」


    　地面に飛び込み転がり、なんとか猛攻をギリギリのところでかわす。


    「このッ！　落とし穴に落ちるがいいげ！」


    　そんな巨大な敵を前に、自みずから囮おとりになって罠わなへと誘導するタッキー。


    　けれど無情にも、その囮役に獣は素早く追いつき、その牙きばでタッキーを宙に高く放ほうり投げた。


    「タ、タッキーッ！」


    　俺は叫び、獣とタッキーに近づく。


    「ぼ、僕はまだ大丈夫だげ！　それよりヤツが穴に落ちた今がチャンスだげ！」


    「おう！」


    　のっそりと起き上がったタッキーと共に穴から抜けようともがく獣の頭を目指す。


    　──頼む、これで決まってくれ──


    「「うおおおおおぉぉぉぉッッ[image: ]」」


    　二人で頭部に攻撃を集中させる。


    　そんな俺たち二人の横で、別のクラスメイトの男子が俺たちに声をかけた。


    



    「……お前らァ、ガッコー来てまでゲームしてんじゃねーよ……」


    



    　ゲームの中で狩りをするゲーマー二人に向かってその行為を咎とがめる。


    「お前らさァ、ゲームなんてやってないで今日こそ本校に行ってみようぜェ。あっちゃ一昨年おととしまで女子高だったから女子がわんさかいるんだぜェ？　な？」


    　アイパーキューピーの安やす井い豊ゆたか。通称、豊さんは机に向かい合ってゲームをする俺たち二人に対して、柄がらの悪いチンピラのような笑えみを浮かべ、な？　と念を押すように俺たちを交互に見る。


    　ちなみにアイパーキューピーとは、俺が勝手に作った豊さん専用の秘密の二つ名だ。


    　命名の決め手は単純に彼のその大きな頭とぽっちゃりした体型、つぶらな瞳ひとみがキューピー人形っぽく、そしてその頭には昭和の匂におい漂う金髪のアイパーが乗っかっているからだ。


    　だけど口に出してアイパーキューピーって呼んだら、たぶん俺、彼に鎖さ骨こつ折られると思う。


    　だから絶対に口に出してはいけない秘密の二つ名なのだ。


    「……で、豊さんは本当に本校に行く気なの？」


    「おうよ！　今日こそ一緒に行こーぜェ！」


    「だが断る」


    「だげな」


    　そんな愛あい嬌きようあるヤンキーの女子高突撃という誘いを、二人してするっとかわす。


    　その反応に豊さんはガクッと肩を落とした。


    「……お前らなァ、ここいらバイク屋もコンビニもねェんだから、もう女子高突撃しか楽しみなんてねェだろ!?　女子高突撃なんて男の夢だろ!?」


    　だらっとした腰パンのポケットに手を突っ込みながら、豊さんは不満そうに熱弁を振るう。


    「「知らん！」」俺たちは声を揃そろえて拒否する。


    　オタク、オタク、ヤンキー。


    　三人しかいない男子、意外にも勢力図的に不利なのは豊さんだった。


    　豊さんはそんな状況に苛いら立だっているのか、俺たち二人を睨にらみながら叫ぶ。


    「俺は女子としゃべりてーんだよッ！」


    「……はぁ」


    　俺は小さくため息をつき、駄々っ子のようなヤンキーのために、しかたなくカバンの中から別の携帯ゲーム機を取り出し渡してあげた。


    「なら豊さん、これ貸したげるから」


    「なんだァ、これ」


    「これがあれば、女子と簡単に会話ができるからさ」


    「マジかよ翔しよう馬ま！　なんだ、女子の間でこれ流は行やってんのかァ!?」


    　豊さんは「心の友よ」とでも言うように携帯ゲーム機を受け取り開いた。


    〈〈愛してる（はーと）〉〉


    　教室に響き渡る美少女の音声。


    「ってお前ェ！　これ、ラブプリスじゃねぇかッ！」


    　豊ゆたかさんは毛虫を振り払うかのごとく、凄すさまじい勢いで俺の彼女を地面に叩たたきつけた。


    「ちょおおおおおおぉぉぉ[image: ]　俺の彼女に何すんだよぉぉぉ[image: ]」


    「このクソがァ！　俺は女子としゃべりてーつったんだよッ！」


    「だからラブプリスを貸してやったんだろうが！」


    「ちげーよッ！　そういう意味じゃねーよ！」


    「知らん！」


    　俺は地面に転がった彼女を助け起こし、その無事を確認する。そしてクラスの女子を指差してひっそりと小声で言った。


    「……つーかそんなに女子としゃべりたいなら、素直にそこの女子グループに入ってくりゃいいじゃん」


    「それができたらこんな話するかァ！」


    　豊さんはヤケっぱちに叫ぶ。


    　そう、このクラスにも女子はいるのだ。それも二人も！


    　狩りなどという男おとこ臭くさい学科に女子二人は奇跡だと、入学初日、豊さんは思ったのだろう。


    　俺も思った。


    



    　だけど、入学初日のことである。


    　豊さんは自分の席で自慢のアイパーがポマードでキッチリ決まっていることを手鏡で確認し、ワイシャツの中に香水をシュっと一吹きすると、意を決したように窓まど際ぎわの席に座る女子二人にキメ顔で話しかけた。


    「ここにいる全員、男子だけじゃなくて女子も同じ寮に入るって話、知ってっかァ？」


    　雪ゆき島しまサホと、伊い万ま里り由ゆ美み。


    　今までにクラスの女子の名前をまともに覚えたことがない俺だったけど、さすがに二人しか女子がいないと覚えるのも早かった。


    　つまり今回の場合、胸が大きいのが伊万里さんで、小さいのが雪島さんという、思春期男子として正しく、そして非常に問題のある認識で事足りたのだ。間違っても、ロングヘア＝伊万里さん、ショートカット＝雪島さん、とはならかったのだ。ついでに言うと初日の自己紹介により雪島さんは北海道出身で、伊万里さんは九州出身ということがわかっていたけど、あくまでも胸が大きいのが伊万里さんで小さいのが雪島さんという認識が俺を支配していた。


    　さらに付け加えるなら、伊万里さんが癒いやし系お嬢様キャラであることは確実だった。


    　なんせ少したれ目の柔らかい雰囲気をまとった巨乳の女子が泣きボクロまで装備していたら、これはもう「あらあら、うふふ」とか言う癒いやし系キャラだと思って間違いない。趣味はきっと読書だろう。


    　今まで俺が攻略してきたギャルゲーのヒロインたちがその証拠だ！


    　そんなことを思いながら、俺は女子二人に果敢にアタックしに行った豊ゆたかさんの声に聞き耳を立てていた。


    　そして伊い万ま里りさんは豊さんの質問に艶あでやかな笑顔でこう答えたのだ。


    



    「ごめんなさいね。私、トイレの芳香剤と会話する趣味はないの」


    



    「「…………」」その瞬間、教室の空気が凍った。


    　一瞬、意味が分からなかった。


    　会話が成立していなかった。


    　誰だれもが自分の耳を疑っていた。


    　今、この人、上品な顔してとんでもないこと言いませんでしたか？　と。


    「あら、ごめんなさい。つい本音が。うふふ」


    　そんな沈黙を破って、伊万里さんは固まったままの豊さんに向かって追い討ちをかける。


    　さらにその隣で雪ゆき島しまさんがスカンクにやられた子犬みたいな涙目で鼻を摘つまんで言った。

  


  [image: ]



  
    「くさい」


    　確かに豊ゆたかさんは香水とか香料入りのポマードとかつけすぎだけど、なにも涙目になるほどじゃないだろうと思った。雪ゆき島しまさんは人より匂においに敏感なのだろうか？


    「…………」


    　豊さんは、そんな二人の言動があまりに予想外すぎたのか、その場で一八〇度ターンすると静かに自分の席に座り、机の上に突っ伏し動かなくなった。


    　よほど悲しかったらしい。


    　次の日から彼は、無香料の男になった。


    　そして、それがこのクラスのヒエラルキーが決まった瞬間でもあった。


    



    　──と、まぁ。そんなことがあって、クラス唯一のアグレッシブ系男子の豊さんが撃沈した今、俺たち男子と女子は同じ教室にいてもお互いにイベントの発生しない非攻略対象キャラ同士、みたいな感じで同室しているのだった。


    　まさにモブキャラＡ、Ｂ、Ｃ。


    　最初からオタクは戦力外だからな……。


    「ほれ、それそろセンコーが来るぜェ」


    　そんなことを思いながら豊さんに促うながされ時計を見てみると、時間はちょうど九時前。俺とタッキーは手早く剝はぎ取りを終えセーブしてからゲーム機の電源を切った。


    　しばらくして本校の朝一番の始業チャイムが鳴り終わると、少し遅れて俺たちの教室でもチャイムが鳴り始める。そして間かん髪はつ容いれず担任の望もち月づき先生が教室のドアを開け中に入ってきた。だけど、その姿はいつもの着物姿じゃなくて、赤とオレンジのド派手な迷彩服だった。


    「!?」


    　そのギャップある姿にまず驚き、それに加えてその手に引かれガラガラっと教室に入ってきた台車の上の物に二度驚く。


    　その台車の上にはクロスボウが乗せられていた。弾ではなく矢を飛ばす、あのクロスボウだ。本物の武器だ。


    　ほんわかしていた教室に一瞬にして緊張が走った。


    「おはようございます。皆さん揃そろっていますね。そして今日は快晴です。ですから今日の鳥獣義科の授業はこれから丸一日、山に行きます。着替えは各自のロッカーの中にありますので皆さん装備を持って一階に集合です。何か質問はありますか？」


    「ちょ、これから山って、俺たちまだ一回もまともな授業なんて受けてないんですよ！」


    　俺がそう言うと、先生は笑顔で台車の上のクロスボウを一つ手に取った。


    「そうですか。では、説明します。これがこれからしばらく皆さんに使ってもらう得え物ものです。ここを足で押さえ、弦つるを引き、そしてセーフティロックをかける。矢をセットし、獲物を発見したらセーフティを外し、狙ねらいをつけ、引き金を引く。以上です」


    　教室が、シーンとした。


    「……あの、それだけですか？」


    「ん？　ああ、そうでしたね」


    　俺がぽかんと呟つぶやくと、先生は「ああ。忘れていました」とばかりに台車から矢の束たばを解ほどき、その一本を手に取った。


    「これが皆さんに使ってもらう矢ですが、旧式の矢とは少し違います。まぁ、見てもらったほうが早いですね」


    　言うなり先生は矢を逆手に持つと、教卓の上に力強く突き刺した。瞬間。バチバチっという音と光が教室に響き渡った。


    「これはスタンガンとは少し違うけど、それに似た物が内蔵された矢です。相手に刺されば電気が流れて、その動きを止めることができる大変便利な代しろ物ものなのです」


    　言い終わると、教室が再びシーンとした。


    　──いやいや、そうじゃなくて、そーいうことじゃなくてですね──


    　俺は心の中でツッコミを入れていた。


    　一方。その沈黙をどう取ったのか、先生はニッと笑って沈黙を破った。


    「なんですか鈴すず鹿かさん、その顔は。もっとシャキッとしてください。いいですか、車の運転だって初日からいきなり実車に乗せられるのですから、これも似たような物です」


    　凜り々りしくそう言うと、先生は俺たちをざーっと見渡し、再び、


    「それでは、一〇分後に集合です」


    　笑顔で教室を出て行った。


    　俺は、ぽかーんとしながら先生の揺れるポニーテールを見送った。そしてドアが閉まると隣の男子二人に[image: ]きいた。


    「い、いきなり狩りに行くってマジかよ!?」


    「まぁ、どうやら実践主義みたいだげ」


    「そうみてェーだなァ」


    　タッキーと豊ゆたかさんは戸惑いながらも、どこか余裕がありそうだった。


    「……なんで二人とも、そんなに落ち着いてるの？」


    「おめェがオタつきすぎなんだよ」


    「だげな」


    「え～」


    　そんな冷たい男子から視線を逸そらし、助けを求めるように女子を見る。


    「んふ、そうね。それに鈴鹿くん、狩りはゲームで究きわめたんでしょ？　なのに、なんでそんなに慌あわててるのかしら？　不思議ね～勇者様～♪」


    　俺たちのそんな会話にクラス唯一の巨にゅ……伊い万ま里りさんが交ざり、ついでに俺を見て笑う。


    「……いや、それは……。ほら、……まだこの世界に来て日が浅いから……」


    　俺が答えに窮きゆうしていると、クラス唯一の貧にゅ……ステータス保持者、雪ゆき島しまさんがゆっくり言った。


    「狩りは、実際にやってみないとわからないことが多い」


    「そういうこと。さ、というわけで時間もないことだし私たちは着替えるから、覗のぞき趣味がないなら男子はちょっと外に出ててくれると嬉うれしいかな？　それとも入学早々、生徒指導室に行きたいドＭなのかしら？」


    　そう言って伊万里さんはにっこりと俺たち男子を見る。


    「……そいつは怖こえェ。本気でやりかねェのが何より怖えェ。一〇分後に集合だって言ってたし。早はよ着替えっぞ」


    　豊ゆたかさんがまずその勧告に従う。


    「うん、早くするげ。通報される前に。人生がゲームオーバーになる前に」


    　タッキーもロッカーに詰めた上下の赤い迷彩服と山歩き用の装備の入ったベストを手に、慌あわてて言う。


    　そうして俺たち男子三人は教室を出た。


    　なぜなら、わりと伊万里さんの目がマジだったからだ。


    　ちなみに教室を出た、といっても、鳥獣義科を新設するにあたって教室数が足りなくなり急きゆう遽きよ改装されたこの旧部室棟に男子更衣室なんて洒しや落れた物があるはずもなく、本校舎にある職員室近くの男子トイレに向かうわけだが。


    「……今さらだけど、なんかこの扱い。すごく虚むなしくなるげ……」


    「……タッキー、考えたら負けだよ」


    　俺は言いながら制服のズボンを脱いだ。


    「……まァ、最初にナメられたのがすべての敗因だよなァ」


    　それぞれトイレの個室に籠こもって虚しい声だけが反響する。けれどもそれは凄すごく間抜けな光景だった。


    　というのも、俺たちの通う私立萩はぎ乃の森もり高校は一八八三年創立の伝統校で、ほんの二年前までずっと女子高だったらしい。


    　その名な残ごりは健在で、校舎どころかトイレまでまさにお嬢様学校といった感じでかなり綺き麗れいだ。


    　なのに、基本的な教育方針が「自然との共存を目指す」だから面白い。


    　山深いド田舎という立地に加え、普通科にまで農業実習が義務付けられている。


    　どうにも理事長一族には変わり者が多いらしく、いろんな趣味が高じてお嬢様学校なのに農業科をつくっちゃったり、陶芸科をつくっちゃったりした挙句、害獣による農業被害解決のために、今年から俺たちの狩猟専門課程が新たに加わったらしい。


    「自然と、自然を守る人を育てる」


    　そんな土の匂においが漂ってきそうなキャッチコピーと、スタイリッシュな校舎との対照的な学校パンフレットも印象的だ。


    　だけど、そんなパンフレットに釣られてきたらコレですよ。


    　本校は確かに綺き麗れいだけど、俺たち鳥獣義科の教室があるのは、まさに築二〇年！　プレハブじゃなくてよかったね！　なんと鉄筋だよ！　給湯器もついてるし！　やったね！　ぷぷっ。


    　という皮肉がどこからか聞こえてきそうな、オンボロの小屋。


    　旧部室棟。そこの部屋を四つぶち抜いて作られたのが鳥獣義科の教室だった。


    　[image: ]うわさによると、理事長が見切り発車でこの学科を創設。が、実際募集をかけた時点で教室数が足りないことが発覚。急きゆう遽きよ、部室棟を潰つぶして教室をでっちあげたらしい。


    　見切り発車にも程があるだろ。


    　ちなみに来月には新しい部室棟が校庭の反対側に完成予定だった。


    　理事長、マジ許さん。


    



    



    「うん、ちょうど一〇分で集合完了ですか、優秀優秀」


    　先生は手元の腕時計を見て、満足げに微笑ほほえんだ。


    「さて、これから裏山にある我が校の私有森へと向かいます。山一個が学校の、正確には理事長一族の持ち物だからなんにも気にすることはありません。だから鈴すず鹿かさん、そんなに不安そうな顔をしないでください」


    　けれど俺は不安たっぷりに言い淀よどむ。


    「いやでも……」


    「なんですか、鈴鹿さんは狩りに行きたくないんですか？」


    「いえ、ぜひ行きたいです！」


    「なら、いいじゃないですか」


    「……いやでも、俺ゲームする前は必ず説明書を読むタイプなんですよ。しかも初ジャンルでチュートリアルもないのはちょっと……」


    「そうですか。それではもう少し説明しておきましょうか。イノシシも鹿しかも色は青色しか見えないから、こんな派手な赤とオレンジの迷彩でも問題ありません」


    「そうなんですか!?　って、そういうことじゃなくてですねぇ！」


    「まぁ細かいことは置いておいて、まずは森に慣れてください。特に鈴鹿さんはクラスでただ一人、狩りの経験が全くありませんからね」


    「……え!?　はあ!?　みんな狩りの経験があるんですか？」


    　俺は周囲をぐるりと見渡し、驚きの声を上げる。


    「「うん」」


    「裏切り者ッ！」


    　俺は一人、その場で空に吼ほえる。くそっ、だからお前らみんな動揺してないのかよ！　俺だけ初心者かよ！


    「むしろ、経験がないのにこの学校に来た鈴すず鹿かくんの方がおかしいのよ？」


    　まぁ経験と言っても猟りよう銃じゆう撃てるわけじゃないし、お手伝い程度だけどね。と笑う伊い万ま里りさん。


    　次々に頷うなずくクラスメイト。


    　その反応に、なんだか理不尽な怒りが混乱と共に俺の中に充満した。


    「ちくしょー！　俺だってゲームでの狩りなら三千時間以上経験済みだよ！　負けてねーかんな！」


    　ドヤ顔で言い返す。


    「「…………」」


    　クラスメイト全員が入学初日の、うわ～っといった感じのジト目になった。


    「鈴鹿さん、その意気です」


    　先生は笑いもせず平然と言う。


    「それに大丈夫。獲物にはきっと会えます。鈴鹿さん。この森、県境の深い所まで数えると、どのくらい獣けものがいると思いますか？」


    「え、っと。わかんないですけど、多くても三万くらい、ですか？」


    　俺は適当に言ってみた。


    「おしい。五万です」


    「ちょ！　なんでそんなにいるんですか!?」


    「正確にはイノシシが三万、鹿しかが二万、熊くまが、まぁ三百頭前後です。まさに野獣の巣に自みずから飛び込んでいくわけですね」


    「……つまり獣だらけの、エンカウント率の高い森ってことですか？」


    「そうですね。でも、それだけじゃありません」


    　にやり。と先生は笑えみを浮かべた。


    「古い森ですからね。いろいろと言い伝えがあるんですよ」


    「どういうことですか？」


    「この森には、山の女神様がいるらしいんです」


    　それは入学して以来、俺が自分以外から初めて聞く中二病的な言葉だった。


    「女神様？」


    「ええ、昔からこの山の神様は好色で強欲な女神と言い伝えられています」


    　そう言ってから先生は不安顔の俺を見て小さく微笑ほほえんだ。


    「鈴鹿さんはこういう話が好きかと思って話してみたんですが、どうです？　少しはリラックスできましたか？」


    「……多少は」


    「大丈夫。テンション上げて突っ込めば大抵のことはなんとかなるものです。さ、トイレは済みましたね？　水も持ちましたね？　ここからは先は戦場ですよ？」


    　俺の不安をかき消すように先生は猟銃の入ったケースを掲げ、皆みんなを見渡し、まるでピクニックに行くかのような気軽さで声を張り上げた。


    　俺にとってその声は未いまだに燻くすぶる不安をかき消すには不十分だったけれど、クロスボウを手になんとか覚悟を決めて歩き出した。


    　──あの子にまた会えるのかな──


    　そんなことを考えながら初めて持ったクロスボウは、ずっしりと重かった。


    



    



    　俺が本格的に山を歩いてまず思ったのは、足がふわふわする、ということだった。舗装されたアスファルトと違い、歩くたびにサクッサクッと足が沈む。最初はそれを楽しく思い、むしろ足にも膝ひざにも心地よかったのだけど、入山して二時間経たった今や、そのほんの少しだけ沈む感覚でさえ底なし沼にいるような錯覚に変わっていた。


    　中学三年間、一応剣道部に所属していた俺だったけど、すでに疲労困こん憊ぱいで死にそうだった。正直、もう限界だった。


    　だけど「ぜーはーぜーはー」と息を荒らげることもできない。それは山に入ってすぐ、先生に止められていた。


    『いいですか？　こう腕を上げる音。それだけで獣けものはこちらに気づきます。それも近くにいるようなやつじゃなくて、肉眼じゃ確認できない距離でです。だからしゃべりながら歩くのも疲れてぜーはーぜーはーするのも禁止です』


    　なかなか難しい相談だった。


    　そしてその強制された無言がまた辛つらく、ひどく孤独を感じた。


    　そもそも、皆話せるような距離にいないのだ。


    　狩りって、もっとぞろぞろと歩いて移動するイメージだったけど、実際には結構離れた距離を保って移動するものらしく、全員が教室一個分以上離れて移動している。


    　当然、俺は最後尾。


    「…………」


    　一度立ち止まり、大きく息を吸い直し、少し早足になって他の五人に置いて行かれないように必死に食らいつく。クロスボウを持っていない方の手を膝ひざに当て、手を使って無理やり足を動かす。


    　春先の山を楽しむ余裕などあるはずもなかった。黄緑色の若芽や春の野草の花などまったく目に入ってこなかった。ただただ辺りを見渡しながら獣けものを探し、耳を澄まし歩き続ける。


    　──ただの移動が、こんなに辛つらいとは思わなかった──


    　これじゃ歩くたびにＨＰが減っていく毒状態だよ。もしくはマップ全部毒沼だよ。ＨＰ真っ赤っかだよ……誰だれか毒消し持ってない？　などと、心の中でひっそり思いながら、どうにかこうにか体を動かす。


    　そうして各種ゲームの毒状態について考えつつ、時間感覚も距離感覚もなくなり足の感覚さえなくなった頃ころだった。


    　唐突に先生がすっとその場に座り込み、ふわりと髪の毛が宙に舞った。そして右手をゆっくりと上げたのだ。


    　獲物が見つかった合図だった。


    　瞬間、サッと全員がその場にしゃがみ込む。


    　俺は慌あわてて皆みんなに続いて身を伏せた。


    　全員が、その右手の指差す方向に目を凝らし、じっと見る。


    　そのとき俺の心臓が一つ、大きく跳ねた。


    　鹿しかだ。


    　視界の遥か先、拳こぶしくらいの大きさに見える鹿が三頭、ちょろちょろと流れる小川の縁にいた。二頭が川に頭を下げて水を飲み、もう一頭が少し離れた所でそっぽを向いている。


    　瞬間、血が沸騰した。


    　視界が一点に絞られる。


    　伏せたときに感じた土の匂においが遠のいた気がした。向かい風が頰ほおを撫なで、自分の鼓動の音がはっきりと聞こえた。目と耳が、全身のすべての意識が鹿にへばりつく。


    　息が小さく止まった。


    　そんな鋭角な感覚の中で、先生がゆっくりと前に進むのが横目に見えた。生徒全員がそれに続く。落ち葉や小枝を避け、ゆっくりゆっくりと前に出る。


    　森は静かだった。誰もミスはしなかった。けれど一体何に反応したのだろうか。そっぽを向いていた一頭が、くるっと首を動かして俺たちのいる方向を見た。


    　──こっちに気づいている──


    　全員の動きが止まる。そしてその思いは次の瞬間、確信に変わった。


    　鹿が、その場で足踏みを始めたのだ。


    　等間隔にトンットンッと強弱をつけ、俺たちをじっと見ながら足を踏み鳴らす。


    　俺は最初その行動を俺たちを追い払うための威い嚇かくかと思った、が、しかしそれにしてはどうも迫力がなかった。なんなのだろうと訝いぶかしがり、


    「！」


    　そして六回目で理解した。


    　その足音で、こちらを探っているのだ。足音で俺たちに問いかけているのだ。「お前たちは、何をするためにここにいるのか」と[image: ]きいているのだ。


    「…………」


    　音は止やまない。鹿しかは飽きることなく足を踏み鳴らし、こちらを見ている。今や小川で水を飲んでいた他の二頭も首を上げ、じっとこちらを見ている。


    　だが、逃げない。


    　理由はわからないが、鹿は逃げなかった。


    　誰だれも動かない。動けない。先生も豊ゆたかさんもタッキーも伊い万ま里りさんも雪ゆき島しまさんも俺も、その場から動けないでいた。石のように息を潜ひそめてその場に止とどまっている。


    　そうして実に二十数回目にして、足を踏み鳴らしていた鹿が、ふっと横を見た。横を見て足を踏み鳴らし始めた。他の鹿も再び水を飲み始める。その瞬間、まるでダルマさんが転んだのように、俺たちは無言でじわりじわりと距離を詰め始めた。ゆっくり、慎重に。


    　二頭の鹿は顔を上げない。


    　疲労と緊張で、しゃがみ込んだまま動かす足がひたすら重かった。


    　鹿はこちらを向かない。


    　俺たちはジリジリとナメクジのような速度でにじり寄る。


    　そして鹿を発見したときから半分くらいの距離まで進んだ瞬間、先生は左手をそろりと前に出し、肩にバンドでかけた猟銃をそのままに、銃を撃つようなジェスチャーをした。

  


  [image: ]



  
    　撃て！


    　無言で、そう言っていた。


    　照準を遠くの鹿しかに素早く合わせる。


    　緊張に硬くなった指でセーフティを外す。


    　横目でクラスメイトを見ると全員が弓を鹿に向けている。


    「「…………」」


    　異常な緊張感だった。


    　誰もその口火を切れない。


    　自分の唾つばを飲む音がはっきり聞こえた。


    　だが、そのときだった。


    　パキッ。


    　ふいに誰だれかが小枝を踏み折る音がした。


    　その瞬間。すべての鹿が再び俺たちの方を見た。そして今度こそ自身の危機を悟ったのか足踏みを止やめ途端に踵きびすを返して走り出す。


    　パシュッ！


    　瞬時に五つの乾いた音がその場に小さく響く。


    「…………」


    　生まれて初めて引いたトリガーは、思いのほか軽かった。


    　そして、その一秒後くらいだった。


    　足を踏み鳴らしていた鹿と、水を飲んでいた鹿が一頭、その場に倒れ込んだ。残りのもう一頭は一目散に走り出すと、山の斜面を物もの凄すごい速度で駆け上がり、一度俺たちの方を見た後で、森の中へと消えていった。


    　残された二頭の鹿は、足を真まっ直すぐピーンと伸ばし、まるでぬいぐるみのようにその場に倒れ込んだまま動かない。


    　それを確認すると、先生は全員に向かって大きく頷うなずき、笑えみを浮かべた。


    「はい、結構です」


    　それは俺たちが森に入って三時間ぶりに聞く先生の声だった。


    　その声に、どっと緊張の糸が切れる。


    　俺はその場にへたり込んだ。すでに膝ひざが笑っていた。


    「き、緊張した～」


    「いえいえ鈴すず鹿かさん、初めてだっていうのに大したものじゃないですか」


    　俺に近づきながら大きく頷く。先生は上機嫌だった。


    　だから俺も、もう一歩だって歩けないくらい疲れていたけど上機嫌に応こたえた。


    「はい！　おそらくメタルギアで学んだスニーキング技術が役に立ちました！」


    「そ、そうですか。……なんのことかよくわからないですけど、異分野の経験を生かせたならそれは凄すごいことですよ。さ、それでは沢に下りて鹿しかを仕留めましょうか」


    　先生はそう言うと、崖がけの比較的緩い所を探してザザザザアアアっと、斜面を下って行った。皆もそれに続く。俺は皆みんなに遅れること十数秒。息を整えてからＨＰ真っ赤っかな足をなんとか動かし沢に下りて、川面かわもに顔を出している石を蹴けって対岸に渡る。


    「こけて川に落ちちゃダメですよ」


    　からかい半分にそう言われた矢先、「うわっとお」っと俺はコケそうになったが、すんでのところで持ち直す。それを見たタッキーに小さく笑われた。


    　小川を渡り終えると、そこには確かに鹿が二頭、寝転んでいた。ピーンと、足を伸ばしたまま、どこを見ているのかわからない目で俺たちを見ている。辺りには濃い獣けもの臭しゆうがたちこめている。


    　俺はそれを見て誇らしい気持ちになった。現実で獣を、モンスターを狩れたということが本能的に嬉うれしかった。


    　そんな鹿を前に、先生は俺たちを見ながらパチンと両手を叩たたいて言った。


    「さ、ナイフでとどめをさして、お終しまいです」


    「へ？」


    　お終いって、なにが？　狩りが？


    　え、だってもう倒れてるし。


    　俺は混乱した。


    「そうですね。まず最初の一頭は私がやりますから、もう一頭は……。あっ、鈴すず鹿かさんじゃないですか」


    「え？」


    「こっちは鈴鹿さんが一人で仕留めたんですよ。ほら、この矢の赤いテープは鈴鹿さんのでしょう？」


    　それはさまざまな場合において誰だれが撃った矢かを判断するための色テープだった。そして矢に巻かれたそのテープは確かに赤だった。


    「確かに、赤は俺の色ですけど……」


    「こっちは二本、黄色と茶色だから、安やす井いさんと伊い万ま里りさんのが刺さってますけど、こっちは一つだけです。それじゃあ鈴鹿さん、やってみましょうか」


    「はい？」


    　なにをです？


    　そう[image: ]きこうとしたまさにその瞬間、俺は現状を理解し、青ざめた。気づいてしまった。


    　この鹿が、まだ生きているということに。電気で麻ま痺ひさせているだけだということに。


    　そしてこれからやることの予想がついて、頭からサーっと血の気が引いていくのがわかった。


    「いいですか。鹿しかの心臓は」


    　先生は構わず続ける。


    「ここ、ここの肢あしの付け根の下の辺り。ここをブスッと刺します」


    　鹿の前肢を持ち、指でなぞった後で、先生はなんのためらいもなく鉈なたを鹿の腹に突き立てた。


    　鹿は、声もなく、動かなくなった。


    　続けて先生が電気矢を引き抜くと、鹿はだらっと肢を地面に横たえ、本当に動かなくなった。


    　いやいやいや。元から動いてなかったけど、本当に動かなくなりましたよ？


    　頭の中で反射的に考える。逃げ出したかった。これを自分がやらなきゃいけないのだろうか？　そんな言葉が頭の中に充満する。さっきまでの誇らしい気持ちは消え失せていた。パニックに頭が真っ白になる。俺は呼吸することも忘れてその光景を見ていた。


    「さ、それじゃあ、やってみましょうか」


    「…………」


    「……鈴すず鹿かさん？」


    「…………」


    「……鈴鹿さん？」


    「は。い」


    　その瞬間。俺は考えるのを止やめた。これ以上何か考えたら、自分が持たないと本能的に悟った。そして「やりたくない」などと甘ったれたことを言える空気じゃなかった。


    「…………」だから、覚悟を決めた。


    　完全に頭の中真っ白で、何も考えられない状態で、学校の支給品ではない自前のグルカナイフを腰から抜く。鹿の前に跪ひざまずき、左手で前肢を持ち上げる。重いその体を引き寄せ、右みぎ膝ひざでぐっと固定し、グルカナイフを白い毛色のお腹なかに向けた。


    　その瞬間、俺の脳内にふと鹿の獣けもの臭しゆうとは違う熊くまの匂においが蘇よみがえり、一週間前に熊に襲おそわれた自分と目の前の鹿が重なった。


    　手が震ふるえていた。びっくりするくらい、なんだかちょっと笑っちゃうくらい震えていた。


    　五秒くらい、そのままの格好で俺は動けなかった。


    　その五秒が俺にはやけに長く感じられた。


    　息を吐き、くの字のグルカナイフをさっき先生が置いた辺りにセットする。そして大きく深呼吸をする。肺に獣の匂いが満ちる。お腹なかに力を入れる。お尻しりにも力を入れる。


    　体から魂たましいが抜けてしまわないように、何も抜けてしまわないように。


    　そしてグッと体重をかけて、思いのほか抵抗のある鹿の肉を切り裂さいてナイフを深く突き立てた。


    　その刹せつ那な、包丁でパック詰めの肉を切るのとは全く違う硬い感触が指から右手、肩、心臓に電流のように走り、体がビクッと震ふるえた。何より違うのは、右手に、はっきりとドクン、ドクンという鹿しかの心臓の鼓動が伝わってくることだった。


    　ドクン、トクン、トクっと。


    　……そして数秒後、その鼓動は止まった。


    　手が震えていた。さっきとは比べものにならないほど震えていた。


    「…………」


    「……お前、初めてだったのか？」


    　豊ゆたかさんが俺の横に立つ。


    「う。ん」放心状態で、なんとか答える。


    　当たり前だ。動物を殺したことなんてあるわけない。


    「……そっか、そりゃそうだげな。翔しよう馬まくんは狩り自体初めてだって言ってげ」


    　タッキーが手を差し伸べてくれる。


    　雪ゆき島しまさんが、俺をじっと見ていた。


    「…………」なんなんだ？


    　何が起こったんだ？　生き物が死んだ、だと？


    



    　俺が、殺した？


    



    　俺は混乱する頭で目の前に横たわった鹿を見る。


    　豊さんとタッキーは、そんな狼ろう狽ばいし放心した俺の手を取って引っ張り上げてくれた。


    　だけど、立てなかった。


    　疲労困こん憊ぱいをどうにか支えていた気持ちが完全に折れて、足が震えて立ち上がることすらできなかった。


    　そして動かなくなった鹿を見て、俺は、どうして猟師になろうなんて思ったんだろう？　手に残った感触を元に、自分自身にそう問いかけていた。

  



  
    



    


    ラブと友情


    



    



    　薄暗い部屋の中、ぽーっとした淡い光が天井を照らしていた。


    「膝ひざ枕まくらしてなんて、急にどうしたの？」


    　ふいに少女の柔らかさと大人の色気を備そなえた魅力的な声が部屋に響き渡った。


    「いや、ちょっと辛つらいことがあってさ……」


    　俺はその優しい声に答えた。


    「私に甘えたくなっちゃった？」


    「……うん」


    「あ、こら、だめだってば」


    　俺は手を動かす。


    「……はずかしいでしょ、べ、べつに、イヤじゃないけど、優しくね。やだもう、くすぐったいでしょ」


    　俺は手を動かし続ける。


    「もう、だめだってば」


    　好きだよ。俺の手がそれに触れる。


    「……したくなっちゃったの？　じゃあ……、キス、する？」


    　俺は手を引き寄せ、


    



    「誰だれダァッァァァ！　大音量でラブプリスやってるヤツァ[image: ]」


    



    　自分の部屋のドアを蹴け破やぶられる音に体を捻ひねり、のっそりとベッドから体を起こした。


    「……豊ゆたかさん。人の恋愛を邪魔するのは野や暮ぼってもんでしょうが」


    　そこにいたのはアイパーキューピーのヤンキーだった。


    　というか、いくら扉の鍵かぎがボロいからって強引に開けないでもらいたい。


    「うっせェ！　隣の部屋まで全部丸聞こえなんだよッ！　それに恋愛つってもゲームだろうが！」


    「ラブプリスは現実！　ラブプリスは現実！」


    　俺は必死に連呼した。


    「……お前なァ」


    　俺は豊さんに背を向け、ゲーム画面に向き直った。


    「……つか現実はやっぱクソゲーだよ。もはやこの誰だれ得とくな状態を打開するにはギャルゲーしかないんだよ！　乃の々のさんでないと俺の悲しみは癒いやされないんだよ！　というか、誰だ！　この三次元世界のＣＥＲＯを通したやつはッ！　グロすぎて十八禁もんだろうが！　これでレーティングが全年齢対象とかありえねーだろうが！　神様、ちゃんと仕事しろ！」


    「…………」


    　そんなふうにボヤく俺を豊ゆたかさんはゾンビを見るような目で見ている。


    「まぁまぁ。そんなこと言わないで。三次元だってそんなに捨てたもんじゃないげ？」


    　その声に俺は顔を上げる。


    　豊さんに続いて、ひょこっとタッキーが出現した。


    「ほら、豊くんも怒ってないで。最初に皆でゲームやろうって豊くんが言い出したんだげ？」


    　ひょいっと出したその手にはゲームのケースが握られていた。


    　なんという意外な新事実。


    「ていうか、豊さんもゲームするの？」


    「……さすがにお前らほどじゃねえがなァ。むしろ俺らの年だとゲームしたことのないやつの方が少ないだろうが。俺だって一通りやったさ」


    「というわけなんだげ。どうだげ？」


    「……やる」俺は、ややあってから応こたえた。


    「いいのかァ？　ラブプリスは？」


    　豊さんは心配そうに[image: ]きいてくる。


    「二次元を理由に三次元を疎おろそかにするヤツはさ、真のゲーマーじゃないんだよ」


    　正直、起き上がるのも億おつ劫くうなほど疲れていたけど、俺は気持ちを切り替えて明るく言い、縦に開いた本体を閉じてベッドから起き上がった。


    



    　──そしてゲーム開始から三時間後。


    　〈え～今回の件は、秘書が、秘書が、勝手にやったことでございまして。ですので交代でございます。そして新しい秘書は。この方です！　三、二、一〉


    「ちょっと待てェェエエッ[image: ]」


    　敏腕秘書の降臨に豊さんは頭を抱かかえていた。


    「ノオオオオォォォオオッ[image: ]」


    　やっぱり、ゲーマー二人を相手にするのはパンピーの彼には荷が重かったようで、豊さんのキャラはただ今、お亡くなりになった。


    「……死んだか」俺は三回頷うなずいて呟つぶやいた。


    「このクソがァァッ!!」


    　豊さんは力いっぱいコントローラーを床に投げつける。


    「豊ゆたかくん、このゲームは敏腕秘書から全力で逃げないと即死。これはもはや常識だげ」


    「うっせェ！　本拠地乗っ取ったヤツにだけは言われたくねェよ、このクソがァ！」


    「ドンマイだげ」


    「ドンマイじャねーよォ！」


    「……確かにこのゲーム、妨害系のカードとイベント盛りだくさんだから油断するとすぐに死ぬんだよ」


    



    　そう、あっけなく死ぬんだ。


    



    　俺は敏腕秘書が暴れるたびに震ふるえるコントローラーの振動に、今日の鹿しかの鼓動を思い出していた。そしてそれを忘れるように無意味にボタンを連打する。目の前ではまた新たなＮＰＣが敏腕秘書に取り憑つかれ支援都市をすべて失い、消されていく。


    「……まァ、しょうがねーさ」


    　豊さんが天井を見上げながら呟つぶやいた。


    「はじめは俺もそんなんだったしなァ。ま、そのうち慣れるから安心しろ」


    「そうだげ。思えば僕もそんなだったかもしれないげ」


    　それは、目の前のゲームの話ではないことは俺にもすぐにわかった。わかっていた。


    　なんせ、あの鹿にとどめをさした後、俺は結局自分の足でまともに立つことができずにタッキーと豊さんに肩を借りてなんとか下山し、そしてそのまま部屋に引き籠こもったのを二人はよく知っているのだから。


    　カッコ悪すぎだろ。俺。


    「……そんなもんかなぁ」


    「あァ、そんなもんさ」


    「そんなもんだげ」


    「……そっか」


    　それ以上は誰だれも何も言わなかった。


    　けれど、こうして男子三人ただゲームをしているということが、どんな励ましの言葉よりも嬉うれしかった。


    　狩り自体は散々なありさまだったし、正直これからやっていける自信なんて微み塵じんもなかった。だけどこの学校に来て狩りに挑戦しなかったら、こんなふうに皆でゲームすることもなかったんだよなぁ。


    　そう思うと、少なくとも、ぼんやり生きていただけの中学時代よりはちょっとはマシな気がした。


    　だから、あえて俺は限界まで明るい声を出した。


    「じゃ！　そろそろ豊ゆたかさんも、このゲームに慣れてきた頃ころだし、いろんなコンボを対人相手にも解禁な！」


    「それはいい考えだげ。よし！　今カードで豊くんを復活させてあげたから、これで豊くんもまた戦えるげ」


    「ひでェ！　まだ俺をカモる気かよ！」


    　にしししし。っと俺とタッキーは意地悪く笑う。豊さんは困ったように顔を歪ゆがめ笑った。


    　そんなこんなで夜は更け、ただただ笑い、時間だけが過ぎていく。


    　その間ずっと二人の気遣いが身にしみた。


    　大げさに言えば、救われた気がしていた。


    「…………」


    　そしてそんな二人の笑顔を呼び水に、俺の脳裏にふと、あの少女の笑顔が浮かんできた。


    　一週間前に俺の上から巨大な熊くまを蹴けり飛ばし、俺のことを助けてくれた少女。


    　また彼女に会いたいな。


    　強く、そう思った。


    



    



    　あの少女に会いに行こう。


    　それから一時間後くらいだった。ゲームをしながらどうするべきなのか悶もん々もんと悩み続けていた俺は結局、そういう結論に至った。


    　会えるかどうか、それはわからないけど、とにかく会いに行ってみよう。


    　そう決心した俺は、徹ゲーをしようというタッキーと豊さんの誘いをやんわりと断り、午前二時過ぎに二人をそれぞれの部屋に帰したのだった。


    　俺はなぜか、今行けば彼女に会えるような気がしていた。そんな確信めいた予感があった。


    　だから暗い夜の森道に入り込んだときも驚くほど迷いはなく、だからなのか、また熊に襲おそわれるんじゃないか、という不安はどこか奥の方へと引っ込んでいた。


    　正直、今日の山歩きで心身ともにボロボロだったけど。


    　どうしても彼女に会って答えを[image: ]きいてみたかったのだ。


    　彼女なら、熊をいともたやすく倒し、それでも笑っていられた彼女なら、脳裏にこびり付いた鹿しかの鼓動を消し去る方法を知っているのではないか？　鹿のことを思い出すたびに震ふるえる右手を止めるような答えを持っているのではないか？　そう思えてならなかった。


    　森の暗くら闇やみに生なま唾つばを飲み込みながら一歩一歩、あの少女に会った場所へとゆっくりと歩を進める。服に枝を引っ掛けながら森道を抜け獣けもの道みちに入る。


    　そうして森の中でぽっかりと空いた、木々に囲まれた空白地帯にたどり着く。


    　暗い森の中、月明かりが差し込むその空間に。


    「…………」


    　一瞬、本当に心臓が止まるかと思った。


    　腰まで届く長い銀髪。そしてその格好は今日も森を歩くには不釣り合いな真っ白なワンピース。満月のような金色の瞳ひとみ。胸元の三日月マーク。


    　あの日、あの熊くまに襲おそわれた場所に、少女は今日も一人で佇たたずんでいた。


    「…………」言葉が出なかった。


    「こんな夜更けに一人で出歩くなんて、危ないよ？」


    　そんな俺に向かって、少女は俺に笑いかける。


    　俺は少し考えてから笑顔で言葉を返した。


    「こんな夜なら君に会えるような気がしてさ」


    「そ、それは、ちょっと嬉うれしいかな」


    　容姿通りの澄すんだ声。少女は、はにかみながら髪を手ですいた。


    「……君は、この間ここで会った人だよね？　わたしに会いに来てくれたってことは、なにか、わたしによ～じ？」


    「うん、この前のお礼をしようと思ってさ」


    「お礼？」


    「そう、お礼。おかげ様で死なないですんだ」


    　俺はスっと背筋を伸ばすと、右手をお腹なかの前に回し、漫画の執事がやるような芝しば居いがかったお辞じ儀ぎし、そしてテンポよく感謝を口にした。


    「俺を助けてくれてありがとう。この森にいてくれてありがとう。この世界に生まれてくれて、本当にありがとう。俺は君の存在すべてに感謝しています」


    「…………」


    　まともに言うには恥ずかしいから、あえて中二臭くさくお礼を言う。


    　少女はそんな俺の仰ぎよう々ぎようしい言動に、瞬間的なリアクションを取れないようで、すぐに反応は返ってこなかった。


    　けれど、きっと少女はそのうち笑いだすだろう。そう思いながら俺は下を向いたまま少女の次の言葉を待った。


    「…………」


    　だけど、待てども待てども少女は何も言わなかった。


    　あれ？　やりすぎて呆あきれられたかな？


    　少女は俺を呆れ顔のジト目で見ているのだろか？


    　思いながら俺は顔を上げた。


    「……！」


    　けれど、顔を上げた俺を待っていたのは、呆れ顔でも嘲ちよう笑しようでもなかった。


    　少女は、泣いていた。


    　驚きの表情で固まったまま、つーっと一筋、涙が少女の頰ほおを伝っていった。


    「え、え、え!?」


    　意外すぎるその反応に俺はうろたえる。


    「な、なに!?　なんで泣いてんの!?」


    　俺なんか、ヤバイこと言ったか!?


    「え、えへへ……」


    　少女は、嬉うれしそうに笑いだし、目元を腕で拭ぬぐった。そして弾はじけるような笑顔で言い放った。


    「だって、生まれて初めて言われたんだもん！　わたしがここにいてくれてよかったって！」


    　心底それが嬉しいのか、ぴょこぴょこ飛んで笑っている。


    「…………」


    　俺はとっさにその言葉の意味するところが理解できなかった。


    　まるで居場所がどこにもない家出少女のような、寂しい喜び。


    　今、この子めちゃくちゃ悲しいこと言わなかったか？


    　なんか聞いちゃいけないことを聞いてしまったような気がしていた。


    　そんな俺とは対照的に、少女はこの世の春が来たかのように満面の笑えみで泣き笑いを続けている。


    　──まぁ、なんか喜んでもらえてよかったけど──


    　思いながらも、ぐっと手のひらの汗を握り潰つぶす。


    　俺は恐怖に近い感情で緊張していた。


    　少し気を抜くと忘れそうになるけど、この少女は一撃で熊くまを葬り去った程の戦闘能力を持っているのだ。はっきり言って普通じゃない。そもそも、こんな時間に少女が一人で森にいること自体、本来なら異常事態なのだ。


    「…………」


    　ならば何者なのか？　俺には一つだけ、普通じゃない予感があった。


    　そして彼女の正体を確かめないことには何も始まらない気がしていた。


    　そう、何も俺はお礼を言いに来ただけではないのだ。


    　だから一呼吸置いてから気合を入れて本題に切り込んだ。


    「それでさ、心ばかりのお礼を持ってきたんだけど、それを渡す前に一つ確認しておきたいことがあるんだけど、いいかな？」


    「な、なぁに？」


    「君は、ひょっとして神様なの？」


    「…………」


    　その質問に、少女は泣き止やんだ。


    　正直、頭のイカレた質問だったと思う。


    　けれどまずそう質問するのが俺には自然に思えた。


    　あの日以来ずっと考えていた。


    　先生の言葉がずっと引っ掛かっていた。


    『この山の神様は好色で強欲な女神と言い伝えられているんです』


    　今も真夜中の森の中で一人佇たたずんでいる少女。彼女が人だと思う方がむしろ不自然だった。


    「……そっかそっか。どうだろうねぇ」


    　泣き顔から一転、ふふっと笑いながら、はぐらかす。


    「どうしてそう思ったの？」


    　少女は謎なぞかけを楽しむように笑う。


    　俺は即答した。


    「普通の女子は熊くまなんて吹っ飛ばせないからかな？　何より、すべての論理的な思考をすっ飛ばして俺の二次元的な勘がそう囁ささやいているんだ」


    「……ふ～ん、そっかそっか」


    　そう言うと少女はテクテクと歩き出し、俺のすぐ目の前に立ち止まり、そして上目使いに俺を見上げた。その黄金こがね色いろの目が心底楽しそうに、俺を試すように妖あやしく輝いていた。


    「で、どっちだと思う？」


    「絶対、神様」


    「ふふっ」ニコっ。


    　すると少女は満面の笑えみを浮かべ両手を広げた。


    「うん！　わたしは神様だよ！」


    　瞬間、俺は大きく息を吐いた。


    　やっぱり。と思う気持ちと、え、ほんとに!?　という気持ちが頭の中にどっと湧わいてくる。けれど、どちらしにしろ嬉うれしかった。


    「……そうか、それはよかった」


    「あれ？　よかったんだ？」


    「ああ、やっぱり俺の二次元的な勘は間違ってなかった！　間違ってなかったんだ！」


    　俺はガッツポーズしてから笑った。


    「それに持ってきた物も無駄にならなかった！」


    　俺は早口にそう言って、リュックから紙袋を取り出し少女に手渡した。


    「な～に、これ？」


    「あのときのお礼」


    「？」


    　少女は訝いぶかしがりながら紙袋を開ける。


    「おぉ！」


    「どうだい？」


    「これは、また……なんともまた、……いいね！」


    　少女はページをめくるたび、さっきまでとは違った性質の笑顔を見せてくれる。


    　よかった。どうやら喜んでもらえたようだ。


    　俺は大きく頷うなずいて安あん堵どする。


    　なんせどう転ぶかわからない一品だったからな、アレ。


    　なんせ普通の人にこの手のプレゼントをしたら本気で訴えられかねない。というかおそらく普通の少女に対してなら最低最悪のプレゼントだったと思う。けどよかった、彼女が人間じゃなくて山の神様で。強欲で好色なエロっ娘こで。


    「うんうん。よかった。エロ本そこの自販機で買ってきて」


    「えへへ、ありがとね！　けど、別にお礼なんてよかったのに」


    　少女は上機嫌に微笑ほほえむ。


    「いやぁ。命のお礼としては安すぎるくらいだよ」


    　税込み六三〇円なり。


    「ううん。そうじゃなくてね。お礼は君自身でもよかったんだよ、ってこと」


    　そんなことを言いながら、少女はエロ本で口元を隠し、頰ほおを染めてそんな言葉を囁ささやいた。


    「へ？」


    　途端、俺の顔が真っ赤になった。いろんな妄想が一瞬にして脳内を駆け巡る。


    「だって君は、とってもおいしそうな匂においがするんだもん」


    　そんな囁きに一気に青くなる。


    　──こいつ、俺を食う気だ──


    「…………」


    　俺は本能的に一歩後退した。


    「あははは、大丈夫だって。今の、半分くらい冗談だから」


    「半分!?　半分だけなの!?」


    「あははは、気にしない、気にしない。それで、君は本当にお礼のために来てくれたの？　だったら嬉うれしいなあ」


    　エロ本を片手に、なんともむず痒がゆい視線で俺を見上げてくる。


    「でも、それだけなのかなぁ？」


    　見上げながらニヤニヤしている。


    　……神はなんでもお見通し、か。


    　俺は両手を上げた。


    「……降参。やっぱバレたか。実はそれだけじゃないんだ」


    「な～んだ。やっぱりそっか。ちょっと残念」


    　そう言いながら、くるりと回って少女は俺から離れた。


    「それで、なんの用なのかな？」


    「じつはさ、今日初めて狩りに出て、初めて鹿しかを殺したんだ」


    「そっかそっか。初めての狩りかぁ。……あ！　ま、まさか。まさかそれで、あれなの？　自分の甲か斐い性しようを見せて、まさかの一ひと目め惚ぼれのプロポーズなの？　いくらなんでも早すぎてわたしの心の準備が、」


    「初めてだったんだ」


    　俺は低い声でその言葉を遮さえぎった。


    「初めて殺したんだ。初めて動物を、殺したんだ……」


    「…………」


    「…………」


    　向かい合って、沈黙した。


    　風が二人の間を流れていった。


    　俺は真剣だった。


    　しかし少女は、ぽか～んとしながら目を三回ぱちぱちするだけだった。そして、


    「……え!?　話って、それだけなの!?」


    　まるで盛大なフルコースが出てくると思って蓋ふたを開けたら、大皿にチ○ルチョコがちょこんと乗っているだけだった──そう言わんばかりにあんぐりと口を開けている。


    　その反応に俺は戸惑う。


    「え、まぁ……そう、なんだけどね。それを悔いている。って言ったらちょっと違くて……怖こわいっていうのかな？　狩りに憧あこがれてここに来たけど、いろいろキツくてさ」


    　言いながら震ふるえる右手を見せた。


    　正直なところ、自分には狩りなんて無理なんじゃないか、と思ってた。


    「ふ～ん、変なの」


    「変かなぁ」


    「変だよ。だって。今までだってそうして生きてきたんでしょ？」


    　少女は口を尖とがらせてそう言った。それは今までのからかうような口調と違い、少し棘とげを含んだ物言いだった。


    　一瞬、意味がわからなかった。


    　俺は初めて動物を殺した。だからこんなにも悩んでいる。なのに、なぜ目の前の少女は不機嫌そうな目をしているんだ？　疑問に思う。


    　けれど次の瞬間「あっ」と気がついた。


    「確かに。……そうだね」


    「ね、そうでしょう？」


    　でしょでしょう～？　そんな軽い雰囲気で言葉が返ってくる。


    「今までこうして生きてきたんだから、動物でも植物でも何かを殺して生きてきたんだから。これが初めてなんてことないでしょ？」


    「うん。……そうだったね」


    　個人的には大違いだったけど、彼女から見れば同じことなのだろう。思いながら俺は話を彼女に合わせた。


    「ふ～ん。でもそっかそっかぁ。君はそういうことで悩むような人だったんだぁ」


    「……どうも、そうだったみたい」


    「そっかそっか～。君は本当に変わってるんだね」


    「そうかな？」


    「そうだよ。普通そんなことでいちいち悩まないって。それに、わたしが神様って言っても全然驚かないんだもん」


    「前者はともかく。後者に関しては予行演習が済んでたからかな？」


    「な～に、それ？」


    「そういうのに対しては耐性があるんだよ、最近の男子高校生は」


    「ウソだよ」


    　少女はその言葉をすぐに否定する。


    　いや、俺の二次元への愛を否定すんなよ。


    「だって、前にも何人か助けた人はいたけど、その後に会いに来てくれたのは、君だけだったんだよ？」


    「…………」


    「君だけが、わたしがここにいてくれてよかったって、言ってくれたんだよ？」


    　すがるような声だった。


    「森のみんなだって、そんなこと言ってくれなかったよ？　わたしは森のみんなのことを守りたいって思ってるからしかたなく暴れ者をやっつけてるのに、人間の味方をしてるって疎うとまれて」


    「…………」


    「なんでだろうね？　せっかく人が森から去って、わたしたちは昔の繁栄を取り戻したっていうのに。今また本気で人間を敵に回したら一族郎党皆殺しになるだけなのに。昔、九州で人間に全滅させられた教訓を、なんで生かせないのかなぁ」


    　愚ぐ痴ちっぽく下を向いて月を見上げ、小さく呟つぶやく。


    「熊くまの神のクセに、なんて、聞き飽きたよ」


    「……君は、熊の神様、なの？」


    　なんとかやっと、喉のどから声が出た。


    「そ」短く答えて少女は可愛かわいらしく、がおーっと吼ほえるマネをした。


    「それじゃあ……この前、俺を助けたときは、同族だったのに。……よかったの？」


    「うん、問題ないよ」


    　少女はさらっと答える。


    「人間のテリトリー内で人間を襲おそうのはわたしたちの中でもご法はつ度となの。まだあそこは道路の近くだったでしょ？　なのにあいつは……。なんていうのかなぁ。ほら、君たちの中にもいるでしょ？　同じ種族でもルールを守れない、他に迷惑ばっかかけるどうしようもないのが。あいつはそういうやつなの」


    　はぁ～っと両手で頭を包み込み「本当に勘弁してくれないかなぁ」と呟つぶやくその姿はまるで言うことを聞かない部下を持った中間管理職のような、そんな悲哀に満ちていた。


    　そんな少女の外見と嘆く姿とのギャップが少しおかしくて、だからだったのか、次の瞬間イタズラに近い感情でふっと俺の口から言葉がこぼれた。


    　いや、この重い空気を吹き飛ばしたかったのかもしれない。


    「ねえ、でもさ。君が神様だって証拠、なにかあるの？」


    「ふぇ？　い、いきなりなに？」


    「いや、ふと気になってさ」


    　俺がそう[image: ]きくと、少女はぶ～っと不満顔になった。


    「……さっき、すんなり信じてくれたと思ったのに……」


    「いや！　いや！　信じてはいるんだけど、なんというかさ！」


    「……確証がない？」


    「そうそう」


    「そっか～。まぁ半信半疑じゃあ確かに神としての沽こ券けんにかかわるかなぁ……。えっと、え～っとね。ふ～ん」


    　少女は可愛かわいらしく小首をかしげ逡しゆん巡じゆんした。そしてにやりと意地悪そうに笑い、俺を見た。


    「大おお熊ぐまの姿になろうか？」


    「ぶるぶるぶる。いやいや、ごめんなさい。結構です！　全力でお断りさせていただきます！」


    　熊に襲われたときの記憶を思い出し俺は全力で首を振った。それだけは勘弁して欲しい。


    「あははは。そっかそっか。……それじゃあねぇ、よっと！」


    　そして少女が笑った次の瞬間、周囲にパッと落ち葉が舞い散り、俺の目から森が消え、空が広がった。


    「…………」


    　何が起きたのかよくわからなかった。が、一呼吸置いて、ぽっかりと空いた森の中で、満月と少女の顔が大写しで目の前に飛び込んできた。


    　背中にはカサカサした落ち葉の感触。


    　彼女に押し倒されたとわかるのに本当に三秒くらい必要だった。両手を押さえつけられ、馬乗りになった少女が俺の耳元で囁ささやく。


    「これで、わかるかな？」微笑ほほえむ。


    　少女の甘い匂においと、ほんのりと獣けもの臭しゆうの合わさった不思議な匂いが俺の鼻び腔くうをくすぐった。それは今まで嗅かいだことのないような不思議な匂いだった。


    「う、うん。……わ、わがる」


    　俺は声を濁らせた。


    　緊張していたから、じゃなくて。女子に対して直接言うのは憚はばかられたが率直に言って、重かったのだ。それもちょっとやそっとではなく、身長１２０㎝くらいの少女とは思えない程、とてつもなく重かったのだ。まるで大型バイクにでも潰つぶされたかのように身動き一つ取れない。


    「……ギブギブ……」


    　俺が苦しそうにそう言うと、少女は「にしししし」っと笑い、俺の上から退どき立ち上がった。俺も差し出された手に摑つかまり立ち上がる。


    「こういうことなのです！」


    　えへんっと少女は無い胸を張る。


    「なるほど、ねぇ」


    　そう納得しながらも、どこかイタズラな子供に騙だまされたような、そんな気がしていた。


    「そういうことで、わたしは立派に神様なのです！」


    「なるほど、ねぇ」


    　少女のあまりにも堂々とした態度に、なんだか納得できるような気がした。


    「あはは。それじゃ信じてもらえたことだし。わたしはそろそろ森に帰ろうかな」


    「へ？」


    「それじゃあ、またね」


    　そう呟いた瞬間、ふっと彼女の姿が消えた。


    「え!?」


    　反射的に辺りを見渡す。


    　耳を澄ませる。


    　どこにも彼女の姿は見えない。


    　あっけに取られる。


    　そうして俺がなにか叫ぼうとしたそのとき、


    「って、あ！　そっか！」


    　森の中から再び少女の声が聞こえてきた。


    「そういえば君の名前を聞いてなかったね!?　名前は、君の名前はなんていうの？」


    　俺はパニクりながらも、力強く答えた。


    「俺は鈴すず鹿か翔しよう馬ま！　そうだな、君には『おにいちゃん』と呼んでもらえると嬉うれしいかな！」


    「そっか！　わたしは名無しの熊くまの神だから名前は無いけど、また会おうね、おにいちゃん！」


    　少女のそんな別れの言葉が森に響いた瞬間、山の根元から、パっと朝日が目に飛び込んできた。その朝日に目を細めると、どこからか少女の笑い声が聞こえたような気がした。


    「…………」


    　そして森に一人残される。


    　風が頰ほおを撫なで、遠くでカラスが鳴く声が聞こえる。


    　──夢だったんだろうか──


    　そう思えるほど、それほどふっとあっけなく少女は姿を消していた。


    　狐きつねに化ばかされたって、こういう気分だったのかな？


    　ふと鹿しかのことを思い出し、右手を見る。


    　完全には収まっていなかったけれど、震ふるえは確かに小さくなっていた。


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    　明け方の森から寮へと帰ってきた俺は寝静まった寮の窓をそーっと開け、ちょんっと閉じる。


    　まずは侵入成功。


    　照明のない暗い廊下に下り、そろりそろりと歩くが、このオンボロ寮の床はあちこちが忍者屋敷みたいに鶯うぐいす張ばりになっているから侮あなどれない。


    　もはや門限を余裕でぶっちし、朝帰りとなった今、担任だけじゃなくて寮長も兼任している望もち月づき先生に見つかるのだけはマズイ。バレたら確実に一か月は雑用当番をやらされることだろう！　そしたらゲームする時間が減ってしまう！　それだけは勘弁だッ！


    　そんな思いを胸に、そーっとリビングを通って玄関に向かうと、靴くつを元あった場所に寸分たがわずに戻す。


    　ミッション・コンプリート。


    　ほっと息をつく。そして慎重に食堂を通り抜けようとした、まさにそのときだった。


    「お帰りなさい」


    　いきなり背後から女の人の声がした。


    「……た、ただいま……」


    　そうしてたっぷり二秒してからホラー映画のように、おっかなびっくり振り返る。


    　幸運にも声の主は先生じゃなくて、ショートの髪が印象的な雪ゆき島しまさんだった。


    「お帰りなさい。どこに行ってたの？」


    　マグカップを手に、こつこつと歩み寄ってくる。ややツリ目気味の目がジト目になっている。


    「な、なんのことかなぁ？」


    「今さっき、靴くつを持って玄関に行くのを見た」


    「あ、あ～、そう……」


    「どこに行ってたの？」


    「う、うん、ちょっと森まで散歩に……」


    「夜中から今まで？」


    「そう、そうなんだ。そんな奇妙な気分だったんだよ」


    　うん、噓うそは言ってない。


    「ふ～ん」


    「と、ところで雪ゆき島しまさんは、こんな所で何してるの？」


    「食堂のテレビで動物番組見てた……録画の方法がわからなかったから」


    「そ、そうなんだ」


    　うろたえる俺のことを雪島さんはつま先から頭のてっぺんまで見る。そしてじーっと見つめたかと思うと、急に接近し、くんくんっと首筋に鼻を近づけ、匂においを嗅かぎだした。


    「うわっ！」


    　突然の接近にキョドってしまう。なにしてはるんですか、雪島さん！　俺は目を真ん丸くしながら体をよじる。一方の雪島さんは俺から顔を離すと、う～んと考え込んだ。


    「……やっぱり、獣けものと女の匂いがする」


    　そう呟つぶやいて首をかしげた。


    　どうやら、その二つのアンバランスな組み合わせにうまい答えが見つからないでいるようだ。


    「不思議な組み合わせ」


    　再び、じとーっと見つめられる。


    　俺は愛あい想そ笑いを浮かべ、背中に冷や汗をかく。


    「…………」


    　そしてそんな俺をどう思ったのか、雪島さんは、平坦な表情で口の前に小さく人差し指を立てた。


    「一つだけアドバイス」


    「なにかな？」


    「山ではもっと歩きやすい道を探して歩くべき。少し遠回りでもできるだけ高低差の少ない所を探したほうがいい。あなたの真まっ直すぐな歩き方じゃ、まるで踏み台昇降をしながら歩いているようなものだから」


    　いきなりのアドバイスにびっくりしながらも、俺は心の中で膝ひざを打った。


    「……なるほど。だから皆、なんかちょっとずつ蛇行しながら歩いてたのかぁ」


    「そういうこと」


    　雪ゆき島しまさんは大きく頷うなずき、それから俺の目を見て言った。


    「がんばってね」


    　心の籠こもっている感じでそう言うと、雪島さんは食堂から続く階段で二階へと消えていった。


    「…………」その言葉に驚く。


    　俺は大きく目を見開いたまま固まっていた。アドバイスをくれたうえ、深く詮せん索さくしなかった彼女に感謝していた。


    　──雪島さんって、優しい人なのかも──


    　ついでにそんなことを思いながら、彼女に指摘された服の匂においを自分でも嗅かいでみる。


    　……よくわからん。


    　う～んっと腕組みして考え込み、そして結局、俺は部屋に戻るとすぐにバスタオルと石せつ鹼けんを用意し風ふ呂ろ場ばへと行くことにした。


    　獣けものと女の匂いとやらはよくわからないけど、山を歩いて汗もかいてたしな。


    　脱衣所で乱暴に服を脱ぎ捨て浴室のドアをゆっくり開けると、お湯の抜かれた湯船を背に熱いシャワーを浴びる。


    　しかし。今までほとんど話したことないけど、これはもしや雪島さんフラグ立ったんじゃね？　無口な女子が積極的に話しかけてくれるとか、これはもしや雪島ルート確定したんじゃ。


    　いや待て落ち着け。


    　狩りであんだけ無ぶ様ざまな姿を晒さらしておいて、さすがにその可能性はないだろう。


    　……狩り、か。


    　かしゃかしゃと頭を洗いながら目を閉じ、手を止める。


    　どうしてもその暗い瞼まぶたの裏側に昨日の鹿しかのことを思い出してしまう。まだ一日も経たっていないその光景は鮮明で、思い出すだけで胸が苦しく、辛つらかった。


    　自分の肉の弾力と指先の皮ひ膚ふの厚さとが、ひどく生々しく感じられる。


    　手は、やっぱりまだ震ふるえていた。


    「はぁ～」


    　どうしても、ため息をついてしまう。


    　俺は頭を左右に振った。


    　タッキーと豊ゆたかさんにそれとなく慰められ、山に行ってあの少女と会えたのに。それこそ山の神様に会えたのに、それでも震えの止まらないこの右手が残念でしかたなかった。


    　──結局。自分自身で解決するしかないのかなぁ──


    　ため息交じりにシャワーの蛇口をキュイっと捻ひねり、お湯を止める。


    　正直まだ狩りをやっていける自信なんて微み塵じんもないけど、でも、せっかく雪島さんがアドバイスをくれたんだ。まずはそれから始めて、ちょっとずつ勉強していって馴な染じんでいくしかないよな。


    　そうだよ。いつまでも沈んだままなんて、そんなの全然勇者らしくないもんな。


    　勇者は倒れてもすぐに立ち上がるものだしな。ついでに次の狩りでは、雪ゆき島しまさんにちょっとでもいいとこ見せられるように頑張ろう！


    　そんなことを思いながら気合を入れるためにパチンと頰ほおを叩たたくと、タオルを腰に巻いて脱衣所に出た。


    



    　──ところで、話は少し逸それるけど、この寮には男子風ぶ呂ろ、女子風呂というものが存在しなかった。


    　おそらく、去年まで女性職員しか住んでいなかった頃ころの名な残ごりなのだろう。俺はそのことを、この寮に来て初めて後悔した。


    　風呂場と脱衣所の扉を開けた瞬間、そこには雪島さんがいたからだ。


    　それも全裸の。


    「あ」


    「え」


    　お互い、全裸で呟つぶやくなり固まってしまう。


    「…………」


    「…………」


    　そこには北国出身独特の白い肌が、真っ白な新雪のような美しく慎つつましやかな裸体が、腰から脚にかけての滑なめらかな曲線が包み隠さず晒さらけ出されていた。


    　俺は放心状態でその光景を見つめ。


    　雪島さんは徐々に叫びだしそうな顔になり、泣き顔になり、そして素早く手に持ったタオルで前を隠したのと同時に空いた右手で俺の頰をバチーンと思いっきり叩いた。


    「ッ！」俺は口を半開きにその場に膝ひざをつく。


    「今！　この時間は！　お風呂場は！　女子の時間ッ！」


    　雪島さんは今にも泣きだしそうな顔で叫ぶ。


    　そう言われてから、「あっ」と思った。


    　そういえば、寮則に朝のこの時間は女子が風呂場を使うってあったような、なかったような、……あったような気がする。


    　──やっちまったよ──


    　両膝をつきながら、アケボノスタイルで倒れ込み、霞かすむ意識の中でそんなことを思った。だが、しかしそれでも雪島さんが服を抱かかえバスタオルで身体からだを隠して去っていくのを、しっかりバッチリ見ていた。


    　前隠しても後ろは丸見えだったし。


    　──男って、悲しい生き物だなぁ──


    　痛みの中、ぼんやりと思う。


    　雪ゆき島しまさんフラグ、終わったな……。


    　儚はかない夢だった。


    　いくらなんでも、心配してアドバイスまでくれたクラスメイトにこの仕打ちはないだろう。


    　自分のミスを反省しながら、自己嫌悪に陥おちいる。冷たい床が心に染みる。


    「……ホント、すんません……」


    　雪島さんには聞こえないだろうけど、言ってみる。正直、申し訳なさでかなり凹へこんだ。


    「…………」


    　だけど俺はテンカウント数える前に体を起こし膝ひざを立て、起き上がる体勢を整えた。


    　ここでまた落ち込んで沈んでたら、それこそ雪島さんを含め、すべての人に申し訳ないような気がしたからだ。


    　なんにも始まらずに終わってしまう気がしたからだ。


    　──むしろ、まだなんにも始まってねぇよな──


    　そうだよ。


    　狩りに必要な技術も体力も覚悟も、ついでに雪島さんの好感度も確実にこれ以下はない。


    　なら！　あとは上がっていくだけじゃねーか！


    　雪島さんに嫌われたつっても、クラスのモブキャラとして無難に生きていくよりは一〇〇倍マシってモンだろうが！
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    　本当のスタートはこっからだよ！


    　勇者的思考回路をオンにして気合全開、ぐらつく足に力を入れて雄お々おしく立ち上がる。


    　力がみなぎっていた。


    　いや、決して、下ネタ的な意味ではなく。


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    　勇者は倒れても～～とか、血迷っていた二時間前の自分を殴なぐりに行きたい。


    　俺はそんなことを思いながら、今にも倒れそうな足に力を入れた。


    「さぁ、皆さんあと半分ですよ！　頑張ってください！」


    　先生は農道を走る俺たちにエールを送る。


    「……なァ、なんでこうなったんだァ？」


    「はぁ～。ほんっと、余計なことしかしないわね、鈴すず鹿かくんは」


    　短パン体操着の豊ゆたかさんとジャージの上を腰で縛っている伊い万ま里りさんは、俺を睨にらみながら心底ダルそうにランニングを続ける。走るたびヒラヒラと伊万里さんのジャージの上が揺れる。大きい胸も揺れる。


    「いや、まさかこうなるとは思ってなかったんだよ！」


    　俺は息を切らしながら、弁解をする。


    　俺たちは今、学校の畑の外周を走っていた。鳥獣義科のクラスメイト全員で。


    　なんで突然、こんなことになったのか。


    　ことの始まりは風ふ呂ろでの一件の直後、朝食前に寮のリビングで俺が先生にした質問だった。


    「どうしたら山歩きでバテないようになれますか？」


    　先生はその質問に少し悩み、そして少ししてから閃ひらめいたとばかりに両手を叩たたいた。


    　その答えが学校の畑の外周を五周ランニングすること、だった。


    　俺は首をかしげ、五周とか楽勝なんじゃと思いつつ、けれど走り込みという地味かつ古典的手法の有効性に「なるほど」と納得し、大きな声でお礼を言った。


    　その瞬間だった。


    「鈴鹿さんだけじゃなくて、皆さん全員山を本格的に歩くには、まだまだ体力が足りません。だから装備を持って走り込みです！」


    　先生はクラスメイト全員に向かって、そう宣言した。


    　休日のはずだった土曜の朝にいきなりそんな提案を受けた皆みんなは口を揃そろえて「え～」と不満を口にし、けれど先生の目が笑っていない笑顔に「……わかりました」と渋しぶ々しぶ体操着に着替えたのだった。


    　特に豊ゆたかさんと伊い万ま里りさんの二人は不満そうだった。


    　そう。この二人は畑の外周を五周走る、ということを始める前から正確に理解していたのだ。


    　それはどういう意味か？


    　20㎞だ。


    　先生は俺たちに20㎞走れと言ったのだ。


    　しかもクロスボウ持って。


    「……ったく。そんくらい予想しとけよなァ」


    「そうよ。このクズ」


    　二人は今も俺を糾きゆう弾だんし続けている。


    「まぁまぁ。二人とも、いいじゃないげか。それに豊くんはいいダイエットになるげ」


    　上下ジャージ姿のタッキーは、そんな二人の間に綺き麗れいなランニングフォームで割って入って俺を庇かばってくれる。


    「うっせェ。俺にダイエットなんて必要ねーんだよ！　これは全部筋肉なんだよ！」


    　豊さんはお腹なかの肉をたぷたぷ揺らしながら走り続ける。そして俺を見てぼやく。


    「つーかよォ、一番バテてんの翔しよう馬まだろうがァ」


    「最初の二周は誰だれより速かったのにねぇ～」


    「……俺だって、頑張って、んだよ！」


    　現在９㎞通過。そろそろ、マジで脚がガクガクになってきた。それに加えて、予想以上に手が振れないというのがキツイ。クロスボウがダンベルのように重く感じられる。


    「…………」


    　体操着にスパッツ姿の雪ゆき島しまさんは、白い太ももがまぶしい、じゃなかった。さっきから一言もしゃべらないどころか目も合わせてくれません。やっぱりフラグ、完全終了の模様。


    「ほれ、もっとキビキビ走れよなァ」


    　ちくしょう。なんで太ってるのに豊さんそんな走れるんだよ。しかも長距離。


    　は!?


    　もしやこれが田舎に住まう者が習得せしアビリティ〝コンビニまで５㎞〟なのか!?


    「ていうか翔馬くん、中学で剣道やってたって言ってのに、なんでそんなに体力ないんだげ？」


    「俺が中学でやってた剣道は、基本試合時間は三分だったの！　だから全力で三分以上戦えない体なの！　ウルトラマンなの！　こんないきなり一時間とか、走れないの！」


    　それにそんなにマジメにやってなかったし。


    「短距離専門かァ」


    「……その、通り！」


    　つか畑広すぎだよ！　なんだよ一辺１㎞って。正直、学校の畑だと思って舐なめてた！


    　ヨロヨロと走りながらできるだけ前を見る。下を向いたら止まってしまいそうだった。


    　そんな俺を少しずつ引き離しながら、豊ゆたかさんは右隣の畑を見渡しながら呟つぶやく。


    「しっかしよォ。この学校の畑、ずいぶんと守りが厳重だよなァ」


    「それだけ鹿しかとかイノシシとかが多いんでしょ」


    「それに僕たちの実習も含まれてるげ」


    　そうなのだ。こうして俺たちが畑の周囲を走っているのも、授業の一環なのだ。


    　俺はぶっちゃけ全くやってないけど、皆はときどき走るのを止やめて、畑を囲むフェンスを目視で点検しながら走っていた。


    　なぜか？


    　それは狩りに行くだけじゃなく、学校の畑を守ることも俺たちの仕事だからだ。


    　別に毎日学校の畑を弓を持って巡回するって程じゃないけど、害獣用の効果的なフェンスや電気柵さくの設置の方法、周囲の下草刈りなんかも授業カリキュラムに入っていた。


    　今回のランニングは、そういった畑の防御方法を実際に見て学ぶことと、その点検作業も目的に含まれているのだ。


    　ヨタヨタ走りながら、横目でチラッと畑を見る。


    　畑をぐるっと囲む１・５ｍほどの高さの鉄格子のフェンスと三本の電気柵は、巨大な檻おりのような、そんな物々しい雰囲気だった。


    「まァ、農業科の連中も実習してた作物が動物にやられてオジャンになりましたじゃ、勉強になんないしなァ」


    　休みの今日も畑の管理をする農業科の数人の女子生徒を見ながら豊さんは言う。


    　その言葉には豊さんにしては珍しく、優しさみたいなものが感じられた。


    　その女子生徒といえば、俺たちのことをなにか物騒な集団を見るような怯おびえたような、そんな顔で見ていた。まぁ、そりゃ矢はないとはいえ、弓持った集団が自分たちの周りをグルグル回ってたら、さぞ不安なことだろう。


    「でもさ、こんなに厳重にする必要あるのかな？　ぶっちゃけ建設費も維持費もバカにならないでしょ？　やられたら、また育て直せばいいんじゃないの？」


    　俺は柵の点検をする皆にどうにか追いついて質問する。皆はまた走り出す。


    「アホ、野菜には種を蒔まく時期とか、苗なえを植える時期ってモンがあんだよ。それがすぎたら下へ手たすりゃ実習来年に持ち越しだぜェ」


    　豊さんは俺の無知をあざ笑うように首を横に振る。


    　伊い万ま里りさんもうふふ、と笑いながらそれに続く。


    「それに鈴すず鹿かくん。愛情を持って育てた野菜がダメになるなんて、本当に自分の子供が死ぬような気分なのよ？　そうやって落ち込んでる相手に鈴鹿くんは今のセリフを言うの？」


    「それは……」


    「この鬼畜♪」


    「…………」ぐうの音ねも出なかった。


    「そういうこった。愛がなきゃよォ、農家なんてやってらんねェんだよ」


    　豊ゆたかさんは、お腹なかの肉をたぷたぷ揺らしながらキメ顔で俺を指差し、そして農作業に勤いそしむ女子生徒を見つめる。


    　休日にまで畑に来るのは、授業だからとか義務だからだとかそんな理由じゃなくて、自分が作っている野菜に愛着が、愛情があるからだと。それを実感として理解しているのか、豊さんは遠い目をして真剣に、しゃがみ込んで草むしりをする農業科の女子を見つめている。


    「…………」


    　それは本当に優しい目だった。もしかして豊さんは、不良でガサツで見た目アレだけど、実は優しい紳士なんじゃ、


    



    「よっしゃあ！　パンツ見えたァ！」唐突にガッツポーズで叫ぶ。


    



    　なんて思った俺がバカだった。


    　豊さんは真剣に農業について語りながら、農業科の生徒の見えそうで見えないパンツを見ているだけだった。


    　ジャージ姿でしゃがみ込んで作業をしている、おかっぱメガネの女子の腰の部分から覗のぞくパンツを見ているだけだったのだ。


    　ちなみにパステルピンクだった。


    　速攻で俺も確認した。ちょっと元気が出た。


    「…………」


    　隣を見たら、タッキーも走りながらガン見していた。


    「「…………」」


    　男子三人、サムズアップして友情を確かめ合う。


    　それ見て女子二人は、汚物を見るようなジト目で俺たち男子を睨にらんでいた。


    「……最っ低」


    　ついでに伊い万ま里りさんの口から本音が漏もれる。


    　雪ゆき島しまさんは今の発言から連想ゲームで今朝のお風ふ呂ろでの一件を思い出したのか、顔を真っ赤にして俯うつむいていた。


    　そうして残りの11㎞はそのパステルピンクのパンツが見える位置が来ることを楽しみに、ついでにこっそりと細心の注意を払って、近くを走る伊万里さんの揺れる胸と雪島さんの真っ白なスラっとした脚を見ていたら、いつの間にか終わっていた。


    　確かに最低ではあった。──だが、しかし。


    　まったく。エロは偉大だぜ！


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    「今日の鳥獣義科の授業、これだと教室に籠こもりっぱなしだなァ、たぶん」


    「そうね、この空模様だと雨かもしれないわね」


    　翌々日の月曜の朝、寮から学校までの短い通学路の途中。豊ゆたかさんが空を見上げながら呟つぶやき、伊い万ま里りさんもそれに同意した。


    「え？　今日の天気予報、晴れだったけど？」


    　俺はその言葉に驚く。空は気分よく晴れていたからだ。


    　ついでに個人的には、全身筋肉痛で痛む体を思えば教室に籠りきりというのはありがたくもあり、けれど狩りに行けないというのは少しだけ残念な気分だった。


    「うふふ、それじゃあ。雨が降るか降らないか、賭かけない？」


    　俺の発言を受けて、伊万里さんは全員を見ながらそんな提案をする。


    「んじゃ、負けたヤツが勝った人にジュース奢おごりなァ」


    　豊さんがその提案に同意する。


    「あ、それいいわねぇ！　それくらいのペナルティーがあった方が面白いかもね」


    　伊万里さんはイタズラっぽく笑う。


    　そして豊さんは先陣を切って注文した。


    「んじゃ俺ァ、コーラな」


    「それじゃあ、私はレモンティ♪」


    「それじゃあ僕はサイダーだげ」


    「ポカリを」


    「それじゃあ、俺は午後ティ」


    「ふふふ……みんな出で揃そろったわね。それじゃあ雨が降るか降らないか、いっせーのせで答えましょう」


    　伊万里さんは珍しく、とことん乗り気だった。


    「「せーの！」」


    



    「「雨！」」


    「晴れ！」


    



    　俺だけが晴れの声を出していた。


    「……あれ？」


    「「ゴチになります！」」


    　声を揃そろえて空手の「オス」みたいなポーズを皆みんなが取る。


    　俺は慌あわてて全員に[image: ]きいた。


    「え？　だって、今日の降水確率30％でしょ!?　こんな晴れてるし、え、皆どんだけギャンブラーなの!?」


    　俺は、え、え。という感じで全員を見渡す。


    「まァな。けどよォ、雲の様子を見るにたぶん一時間目の終わり頃ごろには雨が降ってくるんじゃねェか？」


    　豊ゆたかさんは雲の流れを目で追いながら言う。


    「なんでそんな具体的に言い切れんの？」


    　エスパーか!?


    「ガキんときから親の手伝いで畑仕事させられてっとな、なんとなく分かるようになんだよ」


    「そうね。私もおじいちゃんの畑を手伝うようになってからなんとなく分かるようになったし」


    　伊い万ま里りさんも涼しい顔で言う。


    　マジかよ。


    「え!?　じゃあ皆、空見たら天気のことが分かるの？」


    　俺はきょろきょろと全員の顔を見る。


    「少なくとも僕は分からないげ。でも、伊万里さんが翔しよう馬まくんをハメようとしてるのが分かってたから、答えは見えてたげ」


    「この裏切り者！」


    　なら教えてくれよ！


    「てかイメージ的に豊さんも伊万里さんも畑とか手伝いそうにないんだけど、それマジなの？」


    「本当よ。……まぁ私も好きでやってたわけじゃないんだけどね」


    　そう言うと伊万里さんは恨みたっぷりに暗い顔をした。


    「私、双子の兄がいるんだけどね。そっちが本当は畑を手伝って、この学校で狩りを勉強する予定だったんだけど。……それをあの軟弱男。虫が気持ち悪いから農作業は無理だの、僕に動物を殺すなんて無理だよ～だの言って泣きながら家出しちゃってね。しかたなく私がやることになったのよ」


    「そ、それはまた、複雑な……」


    「あ、なんか思い出したら腹が立ってきた。雨が降ったら鈴すず鹿かくん、絶対に奢おごってもらうからね」


    「マジ？」


    「マジ」


    「…………」


    「「ゴチになります！」」


    「いやでも！　まだ雨降ってないから分からないからね！」


    　精一杯強がってそう言いながら、俺はえらく立派な学校の門をくぐった。


    　そして大理石の敷かれた正面通路を真まっ直すぐに進み、真っ白な校舎にたどり着く。昇降口にはスタイリッシュな下駄箱が並び、自動販売機がその輝く空間を照らし、その奥にはガラス張りの巨大な窓から見える遅咲きの桜。


    　そんなお嬢様学校ぜんとしたその空間を素通りして、五人して校庭に向かう。


    「本当、パンフレットで見たまんまだよね。俺たちには関係ないけど」


    　俺はそんな綺き麗れいな校舎を見渡しながら言う。


    「……登校するたびに思うけど、これで同じ学校に通ってるって言えるのかしらねぇ……」


    　伊い万ま里りさんは盛大にため息をつく。


    「ホントだよなァ」


    「……驚異の格差だげ」


    「残念」


    　そうして我われらが築二〇年のオンボロ校舎に着くと、豊ゆたかさんは不機嫌そうに木製のえらく年季の入った下駄箱に靴くつを投げつけた。


    「つかよォ、新しい部室棟建てんなら、常識的に考えてそれが俺らの校舎だろうが！」


    　どうやらこの扱いを一番嘆いているのは彼のようだった。


    「……味わいだげ、この下駄箱も味わいだげ」


    　一方、タッキーも自分に言い聞かせるように繰り返す。


    「まったく、うちの男子どもは軟弱ねぇ」


    　伊万里さんはそんな男子をやれやれと言った顔で見た後で靴を脱ぐ。


    「そうだよタッキーに豊さん！　設備に関して文句があるなら俺らで勝手に改装でも改造でもなんでもして、新しい部室棟のことをコケにしてやればいいんだよ！」


    「……翔しよう馬まァ。そういうお前のポジティブなとこ、俺は嫌いじゃないぜェ」


    　豊さんは疲れた顔でサムズアップする。


    　俺はニカッと笑ってサムズアップで返す。


    「ま、考えようによっては秘密基地みたいで逆にいいじゃん！」


    　豊さんに笑いかけ、俺たちは階段を上り、二階にある教室に入った。


    　──人間、前向きが一番──


    　だけどそれから五分ほどしてチャイムが鳴り、藍あい色いろの着物姿の先生が教室に入ってきた瞬間、俺のポジティブタイムはあえなく終わった。


    「今日は残念ながら、おそらく雨です。だから今日はここで座学です。おめでとうございます、今日は鈴すず鹿かさんの言うまともな授業ですよ？」


    「うっしゃ」


    「やったげ！」


    「ふふ、ごちそうさま♪」


    「ありがと」


    　その言葉に四人がガッツポーズ。


    「なんでじゃ～ッッ[image: ]」


    　俺一人が敗北を叫んだ。


    　かなりショックだった。


    　だが、まだだ。まだ終わらんよ！


    　だってまだ雨は降ってないからな！


    



    



    「それじゃあ、授業を始めましょうか。では、まず初めに言っておくことがあります。繰り返しになりますけど、去年の害獣による被害総額は約二〇〇億円。獣けものたちはこの被害をコンスタントに毎年出しています」


    「はい？」


    「はい？　じゃあ済まないんですよ、鈴すず鹿かさん。残念ながら、これが現実です。またまた繰り返しになりますけど、乱暴に計算するなら毎年五千人、農家の約五百人に一人が害獣被害のせいで無収入になるか、もしくは赤字になって借金を背負わされています」


    　先生は凜りんと迫力ある声で言い切る。


    　一方、俺は戸惑いながら[image: ]きき返した。それは入学初日からずっと抱いていた疑問だった。


    「いやだって、そんな話、俺はここに来て初めて聞きましたよ？　そんなに被害が大きいならもっとテレビとかネットとかでやってても」


    「そうですね。私も、もっと報道されるべきだと思っています。けどたぶん、無理です」


    「どうしてですか!?」


    「害獣被害の被害者は主に農家だけだからです」


    「えっ」


    「もっと言うなら国が農業を見捨てたからです」


    「見捨てたって……」


    「残念ながらこれも事実です。いえ、国では害獣に対抗できなかった、というのが正解かもしれません」


    「……どういうことですか？」


    「自衛隊でも対処できなかった、ということです」


    　俺はその予想外の答えに耳を疑った。


    「じ、自衛隊って、あの自衛隊ですか!?」


    「はい、そうです。昔から自衛隊が害獣駆除に乗り出すことはありましたが、六年前の二〇一一年一月。北海道で自衛隊とハンター合わせて一二〇人に加え、ヘリコプター二台、特殊車両二〇台を動員し、二日間のうちに鹿しかを一気に駆除する〝白しら糟かすの夜明け作戦〟が害獣駆除対策の特効薬として決行されました」


    「随分とカッコいい作戦名ですねぇ」


    　なんというか、中二マインドくすぐられるネーミングセンスだ。


    「そうですね。名前は確かにいい。装備だってちょっとした戦争並みでした。けれどその作戦の結果討ち取れた数が問題でした」


    「何頭だったんですか？」


    「たった三頭だけです」


    「なんでそんなに少ないんですか!?」


    　俺は驚き声をあげた。


    　先生は残念そうな顔で説明を続ける。


    「簡単に言うなら、作戦ミスです。現在、法律上駆除目的で動物に向かって自衛隊が発砲することはできません。ですから自衛隊が鹿を一か所に集め、ハンターが待ち構える場所へと誘導し一網打尽にする。だけど、その作戦が絵に描かいた餅もちだったんです。いくら日々訓練を積んでいる自衛隊員とはいっても、山に入って鹿を追ったことのない狩りの素人では鹿をうまく追い込めなかったんです。結局、初日は一頭も獲れなくて、二日目は猟師が山に入って追い込みをかけて、それでなんとか三頭仕留めました」


    「…………」


    「それ以来、国主導の大規模な作戦はなくなりました。人間相手に戦うのと動物相手に戦うんじゃ勝手が違うってことですね」


    　先生は肩をすくめて、まぁ自衛隊が本気を出して森を破壊する気でやれば結果は全く違ったでしょうけれど、と補足する。


    「狩りに関する法律が爆発的に緩くなったのがその直後でした。これは自分の身は自分で守れ。自分たちの畑は自分たちで守れという明確な国からの意思表示です。そして今現在、あらゆる意味で動物を狩ることができるのはハンターだけです。なのに動物は増え、逆にハンター数は急激な減少の一途を辿たどっている」


    　決意を込めるように先生は俺たち生徒全員の目を力強く見て言った。


    「だから、この鳥獣義科が生まれたんです」


    「「…………」」


    「国からの増援はもう期待できません。しかし、そんな状況でも農家は農業をしないと生きていけません。畑を守るための自衛団の設置はもはや田舎では常識です。だからここに来ている生徒は鈴すず鹿かさんを除いて実家が農家だったり、それを守らないといけない家柄だったりするんです」


    「……そうなの？」俺はクラスメイトを見渡す。


    「だから言ったでしょ？　都会のもやしっ子がこの学校に来る方がおかしいって」


    　伊い万ま里りさんはぶっきら棒に答える。


    　先生はそんな俺たちの雑談を切るように〝パンッ〟と両手を叩たたき、声を張った。


    「そういうことです。だから皆さん、張り切って勉強してください。あなたたちはあなたたちの地元を守らないといけないのですから」


    「「はい！」」


    「はい、いい返事をありがとうございます。それでは今日は、皆さんの対戦相手。これを紹介したいと思います。それではいきなりですけど狩猟危険ランキング栄光のトップスリーの発表です。第三位は、危険度は低いけど被害は大きい、主犯格の鹿しか！」


    　黒板に鹿の巨大な写真が張られる。


    「彼らは害獣被害の主犯格ですが、数が多いだけでそこまで凶暴さはありません。進退きわまると反撃してくることもありますが、こちらへの攻撃性はほとんどないといっていいです。興奮状態で雄お鹿じかに突進されると危険ですけど、基本的に臆おく病びようだから攻撃されれば逃げるだけです。この前、皆さんが仕留められたように装備が揃そろっていればそこまで狩りの難易度は高くありません。戦前なんて棒切れで相手してたくらいですから。それじゃあ続いて第二位の発表です。彼らこそがミスター害獣、数と力の二つの暴力、凶暴なタフガイ、イノシシ！」


    　イノシシの写真が黒板に張られる。


    「彼らは鹿や猿さるなんかとは比べものにならないくらい危険です。鹿に直接襲おそわれて死ぬ人は滅多にいませんけど、イノシシに襲われて死ぬ人はそれなりにいます。いいですか？　彼らはとにかく気が強いタフガイです。大きいもので３００㎏。銃で撃っても急所じゃなければ銃弾の一発や二発は屁へでもないし、そのまま突進してきます。それこそ不死身かと思うほどタフです。そして彼らは生存戦略として逃げることではなく戦うことを選んだ戦士です。なので体だけでなく精神力も相当にタフで、多少脅しても逃げないし攻撃すれば反撃してきます。ついでに言うと猪突猛進なんて言葉がありますけど、横に逃げても回避なんてできないから気をつけてください。なんせあの言葉はウソですから」


    「ウソなのかよォ！」


    　豊ゆたかさんがそりゃないぜ、とばかりにツッコミを入れた。


    「はい、ウソです。ついでに走れば時速40㎞は出るし、その上、彼らは海を泳いで島に渡ることだって可能です。そして何より、大きな牙きばという強力な武器を持っています。彼らのことは話の通じない運動のできる凶悪なデブが両手にナイフを持ってうろついてると思って接した方がいいです」


    「なんとまあ、酷ひどい例えだげ……」


    「実際そんなものなんですよ。しかも彼らは繁殖力が半端じゃありません。この山には三万近いイノシシがいますけど、一年でその半分の一万五千を倒しても、来年には元の三万頭に戻っています」


    「え！」俺は驚き、声を出してしまった。


    「もちろん、相当高い数値で放置しておけばその数は一定に保たれますけど、それでは一向に問題は解決しません。実質的な強敵といえばまず彼らです。いいですか？　彼らに会ったら今はまだ手を出さないでください。こちらから攻撃することは絶対に避けてください。下へ手たに刺激して反撃されると、運が悪いと死ぬことになります」


    　教室がその一言で静まり返った。


    「それじゃあ、いいですか？　堂々の危険ランキング第一位を発表します。皆さん想像はついているでしょうけど、この国最強の獣けものにして生きた自然災害の熊くまです！」


    　黒板に茶色と黒の二種類の熊の写真が張られる。


    　その瞬間、俺の心臓が大きく跳ねた。


    「日本には本州にツキノワグマ、北海道にヒグマの二種類が生息しています。そして彼らは強い。世界各地で神と恐れ敬うやまわれているのは伊だ達てではありません。イノシシ以上に鋭い牙きばに鋭い爪つめを持ち、北海道に生息するヒグマは栄養状態によっては体長３ｍ以上、５００㎏超の巨体になります。しかもイノシシよりも俊敏で、１００ｍを七秒で走り抜ける。そしてとにかく攻撃力が高い。本当に攻撃を一発食らっただけで死ぬこともあります。その上タフさもイノシシ以上です。大きな個体はトラックでちょっと轢ひいたくらいじゃ死にません。そんな反則的な身体能力に加え、野生動物の中でも最高クラスの頭脳まで持っています。鈴すず鹿かさんは襲おそわれた経験があるからわかると思いますが、この生き物は本当に驚異的です」


    「……正直、二度と顔も見たくないです」


    「……それじゃあ困りますけど、そうでしょうね。けど幸い基本的に性格は臆おく病びようかつ慎重、一般的に思われているほど凶暴ではありません。襲われて死ぬのもせいぜい、年に一人くらいです。それにその数は他の獣に比べてかなり少ない。この山にも三〇〇頭前後しかいません。ここがイノシシとの大きな違いですね。けど、やっぱりイザとなったときの危険度は断トツです。彼らが本気で攻撃行動に出たら猟銃がないとまず戦えません。特に、この辺りの熊は気性が荒いうえ、今の季節、子連れの母熊は子供を守ろうとして攻撃してくることも多いです。いいですか？　今は間違っても熊を獲ろうなんて考えないでください。なにがあろうと絶対にです」


    「けど、ヒグマは無理でも、ツキノワくらいだったらなんとかなるだろォ？　近づかせなきゃ楽勝だろ」


    　豊ゆたかさんは余裕の顔で椅い子すをブラブラ揺らし、先生に言う。


    　先生は笑顔ではっきりと言った。


    「いいえ。今の皆さんでは相手にもなりません。もしもあなたたちだけで戦ったら、」


    　先生はそこで一息溜ためて、低い声で言った。


    「たぶん、本当に死にます」


    　教室の空気が完全に凍った。


    　先生はポニーテールを揺らしながら説明を続ける。


    「確かにツキノワグマとヒグマとでは戦力に大きな開きがあります。けど視界の悪い森の中で木の陰からツキノワグマに襲おそわれて、距離を取ろうにも足場が悪い。そんな状況からのスタートでツキノワグマに勝てますか？」


    「…………」


    「森で狩りをするとは、そういうことです」


    　先生の笑顔の前に豊ゆたかさんは完全に沈黙し、下を向いた。


    　先生はそんな豊さんに優しく語りかける。


    「近づかせなければ勝てる、というのは、すなわち相手よりも速く攻撃態勢を取れなければならない、ということです。それができなければ冗談抜きに幼稚園児がヘビー級チャンピオンと命を懸けて勝負するようなものですよ」


    　俺たちは下を向き、口をつぐんだ。


    「だけど皆さん。それは決して不可能なことではありません。人間は獣けものよりも鼻も利かず、目も悪く、運動性能でも圧倒的に劣るにもかかわらず、知力だけでこの問題を解決してきました。武器を持ち、相手の習性を学び、有効な作戦を立て、勝ってきました。つまり、知識なくして私たちは彼らとは戦えないということです。というわけで、私の授業はできるだけ寝ないで聞いてもらえると嬉うれしいです。何より皆さんがケガをしたり死なないためにも」


    「「…………」」


    　先生の可愛かわいらしいウインクも虚むなしく、教室は、静まり返っていた。


    「それじゃあ時間みたいですから、挨あい拶さつして終わりましょうか」


    　チャイムが本校と一足違いで鳴り、先生は教室を出て行った。


    　教室には重い沈黙が残されていた。


    「……ねぇ、九州に熊くまっていなかったから実感がないんだけど、熊ってホントに車で轢ひいても死なないの？」


    　そんな中、伊い万ま里りさんが小声で[image: ]きく。


    「死なないげ」タッキーが即答する。


    「まさかタッキー、轢いたことがあるの？」


    　俺は驚き目を丸くした。


    「轢いたのは僕じゃないげ。けど、見たことがあるんだげ……」


    　そう言ったっきり、タッキーは下を向いてしまった。


    　全員が黙ってしまった。


    　それぞれが野生動物の恐ろしさを思い返しているのか、教室では重い沈黙が続いている。


    　それはとてつもなく重い雰囲気だった。


    　これからそんな野生動物と戦わないといけない。そんな恐怖と不安に満ちた空気。


    　まるで魔王が突然現れ、なすすべなく立ち尽くす村人のような、そんな状態だ。


    　俺はそんな顔をして俯うつむく皆みんなに質問した。


    「え、皆なんで、そんなにテンション低いの？」


    「「…………」」


    　皆はその質問に黙ってから、大きくため息をつく。


    「……はぁ～。……現実を知らないようだから教えてあげるけど。熊くまだけじゃなくて、イノシシだって戦ったら死ぬかもしれない危険動物なのよ？」


    「ヒグマなんて、論外だげ」


    　伊い万ま里りさんとタッキーは呆あきれ気味に言う。


    　いや、だからさ。そこがわかんないんだよ。


    「だって、そのヒグマとやらがラスボスなんでしょ？　ならまだ序盤の序盤で勝てるわけないじゃん」


    「「……、はぁ!?」」声を揃そろえて俺を見る。


    「え、だって俺たちまだスタートしたばっかじゃん。そんな最初からラスボスとか四天王とかに勝てるわけないじゃん。けど、これからレベル上げに勤いそしんでアイテムとか集めれば勝てるようになるんでしょ？」


    　そうじゃないの？


    　俺はきょろきょろと皆の顔を見る。


    「……そんな、ゲームじゃないんだから……」


    　伊万里さんはため息交じりに肩を落としている。


    「……ってもなァ」豊ゆたかさんは顔をしかめている。


    「……だげなぁ」タッキーは首を横に振る。


    「……確かに簡単なことじゃない」


    　雪ゆき島しまさんも皆に同意する。


    「けど、鈴すず鹿かくんの考え方はいいと思う」


    　続けて雪島さんは、ぽつりとそう言ってくれた。


    　それは俺以外の全員が諦あきらめムードというアウェーな雰囲気の中、初めて出た肯定的意見だった。


    「ちょっとだけ、気が楽になった」


    　雪島さんがさらに続けてそう言うと、他のクラスメイトも「まぁ、なぁ……」そんな曖あい昧まいな顔で彼女に同意してくれた。


    　皆さん聞きました？　久しぶりに雪ゆき島しまさんが俺の言葉に反応しましたよ！　「おはよう」から「おやすみ」まで暮らしのすべてで無視されてた日々に、さようなら！


    　そう叫びたい衝動に駆られる。


    　まぁ、雪島さんは今のセリフを完全に俺に背を向けて皆みんなにしゃべったんだけど。


    　……いつまで、お風ふ呂ろの件は尾を引くのだろうか？


    　軽く落ち込む。しかし、教室はさっきよりも確実に柔らかい雰囲気だった。緊張から解放されたのか、皆はまさに今、窓の外で降り始めた雨とは対照的な明るい顔をしている。


    　やっぱり俺、いいこと言っちゃったのかな？


    　皆のその反応が少し嬉うれしかった。


    　雪島さん以外の全員が俺のことを見る。


    　そして皆、暗い空模様とは正反対の明るい表情で声を揃そろえて、こう言ったのだ。


    「それはそうと、雨降ってきたからジュース買ってこいよなァ」


    「敗者はさっさとジュース買ってきなさいよ」


    「賭かけは賭、ごちになるげ」


    「ジュース」


    「…………」ですよねぇ。


    　未来で戦うかもしれないラスボスの話より、目の前のジュースの方が大切ですよねぇ。俺の意見よりジュース奢おごりの方が、テンション上がりますよねぇ。そうですよねぇ。


    　俺は二秒ほど固まってから「うんうん」と頷うなずき、それからはっきりと言ってやった。


    「行ってきます！」敬礼してから走り出す。


    　パシリとして、雨降る校庭を疾走する。


    　どうやら今俺に求められていることは、序盤のお使いイベントをこなすことのようだった。断じてラスボスと戦うことではない。


    　──そういや大抵の勇者って、やってることの半分はパシリだよなぁ──


    　もしかして某勇者が人の家のタンスを漁あさったり壺つぼを割ったりするのは、その反動でグレちゃったからなのだろうか？


    　そんなことを思いながら自販機のボタンを押した後、とりあえず男子二人が注文した炭酸飲料は思いっきり振っておいた。

  



  
    



    


    鳥獣義科、中間報告


    



    



    　五月二〇日〆じめ。


    　区分、仮免許。


    　県からの出動手当て、七日×九五〇円×五人。


    　駆除頭数、一五頭×二千円。


    　計：六万三千二五〇円。


    　教室の後ろの掲示板には、その他細こま々ごましたデータが記入された県への申請書類のコピーが張られていた。


    「……なんかこれ、おかしくない？」


    　それを鳥獣義科のクラス全員で見ている中、俺は顎あごに手を当て呟つぶやいた。


    「何がだげ？」


    「え、だって俺たち五人でそれぞれ五十六時間以上は実習してるはずだから」


    「言うな。言うんじゃない。時給換算なんてしちゃダメだ。これはむしろ一円でも支給されることに感謝するようなレベルなんだよォ」


    　俺のそんな疑問を豊ゆたかさんは素早い反応で遮さえぎり、無理やり納得するように頷うなずく。


    　珍しく泣きそうな顔だった。


    　頭の中でざっと暗算してみる。支給総額を五人で割って、それを五六時間で割ると。


    　なんと。一人頭、時給、約二二五円。


    「それよりも鈴すず鹿かさん。あなたの個人記録が前回申請したときと一緒で一なんですけど、私の目がおかしくなったのでしょうか？」


    　先生は笑顔で、俺の顔を覗のぞき込む。


    　それは温和な先生からは違和感を感じるほど圧迫感のある笑顔だった。和服姿のせいで極道の妻おんなに見えた。


    　どうやら、コレは先生的には相当マズイ事態らしい。


    　……すんません。でもこれ、本当にマジでやった結果なんです……。


    「……まァ、最初のまぐれ当たりからこっち一回も当たってねぇからなァ」


    「……だげな」


    「それでも一回はありえないわよねぇ♪」


    「ビギナーズラックは二回続かない」


    　雪ゆき島しまさんを筆頭にクラスメイト全員の個人成績が伸びる中、俺の一という数字だけがえらく浮いていた。


    「つかよォ、体力がねーのはまだしも、ここ来てから一緒に始めた弓までダメって、こいつ終わってね？」


    「豊ゆたかくん、さすがに言いすぎだげ」


    　いや、そこはキッパリ否定してよタッキー。


    「ほんとダメダメよね～♪」


    　伊い万ま里りさんに関しては、もう諦あきらめました。


    「うん、ダメダメ」


    　……雪ゆき島しまさん……。


    　そんなアウェーな空気を変えるべく、俺は空から元気を出して明るく言った。


    「まぁまぁ皆、大丈夫だって。確かに一か月以上当たり無しだけど、そのうちなんとかなると思うから」


    「言いたいことは、それだけですか？」


    　先生は優しい顔で、俺に微笑ほほえみかける。


    　目が笑ってなかった。光がなかった。殺されるかと思った。


    「申し訳ございません！」


    　そのプレッシャーに屈し、俺は空中で膝ひざを折り、着地と同時に土下座する。


    「……この前の授業終わりにカッコいいことを言っていた人と同一人物だとは思えないげ」


    「だッせェ」


    「ダサいわよねぇ」


    「口だけ」


    　俺の後頭部にクラスメイトの暴言が重く圧のし掛かる。


    　うう、顔を上げづらい……。


    　そんなアウェーな雰囲気の中、救いのサポーターはやはり先生だった。


    「まぁ皆さん。鈴すず鹿かさんは初心者なんですから、そんなにキツイことを言わないであげてください」


    　先生はそう言って俺の肩に手を置き、優しく顔を上げるように促うながす。


    「……先生」


    「鈴鹿さん、やる気はありますよね？」


    　真まっ直すぐ目を見て問われる。


    「はい！　もちろんです！」俺は大声で即答する。


    　つうか、そう言わないと殺されそうな気がした。


    「そうですか。それはよかった。それじゃあ皆さんどうでしょう？　クラスメイトの皆さんが弓を鈴鹿さんに教えてあげるというのは？」


    「それ、キョーシの仕事じゃないんですかァ？」


    「いいえ安やす井いさん。先生だけが物を教えるという授業は昭和で滅びました。二一世紀の授業は生徒と生徒が共に教え合い、共に学び合うという教育にシフトしているのですよ」


    「そうなんだげか？」


    「はい。あと単純に連帯責任です」


    「「…………」」


    「だから放課後の自由時間は没収、弓の特訓です」


    「「…………」」


    　その言葉を聞いた瞬間の、皆みんなの顔。ただでさえ寮生活で少ない自由時間を削られた皆の目は、殺意の波動に目覚めていた。


    



    



    「伊い万ま里りさん！　もう限界です！」


    「時間泥棒に人権はないわ。騒ぐ元気があるなら一本でも多く矢を撃ちなさいよ」


    　俺の遠まわしな休憩要請は、倒木に腰掛ける伊万里さんに速攻で却下された。


    　伊万里さんは上は体操着で下はジャージ姿で、面倒くさそうに顎あごに両手を当ててこっちを見ている。その目が「私の放課後を奪いやがって」と言っている。というか、さっき本人からそう言われた。


    「……はぁ」


    　俺は休憩を諦あきらめ、弓を逆さにして足をクロスボウのバーに引っ掛けて弦つるを足と背筋を使って思いっきり引っ張る。まるで背筋力の計測のような、そんな感じで。この動作もすでに一〇〇回を超えている。大げさにいうなら背骨が折れそうだ。


    　そんなことを思いながら腰をさすり、深呼吸して意識を集中させる。そして手元の矢を弓につがえると、俺は照準を遠くの的に素早く合わせ引き金を引いた。


    　はずれ。


    「グズ」はずれた瞬間、伊万里さんが笑う。


    「くっ」


    　伊万里さんの教育方針はこれだった。とにかく慣れろと。そして矢を外すたび、犬のしつけのように罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくるのだ。


    　一番最初にコーチングしてくれていたタッキーと豊ゆたかさんも、俺がなじられ続けるこの痛々しい光景に耐え切れず、いつの間にかエスケープしやがった。


    　というか伊万里さんに物を教えてもらうという時点でこの状況を想定しておくべきだった！


    　……だけど大丈夫だよ。タッキーに豊さん。


    　これもリアル射撃ゲームだと思えば耐えられるから。


    　俺、ゲームに関してだけはドＭだから。


    　努力とか超得意だから。マゾゲーとか大好きだから！


    　だから別に涙目になってなんて、ないんだからね！


    　思いながら俺は再び弓を引くべく、腰をポンポンと叩たたく。


    「……ったく。ほら、腰にスプレーしてあげるからこっち来なさい」


    　そうやって腰をさする俺をいいかげん見かねたのか、伊い万ま里りさんは手招きし救急箱からスプレー缶を取り出す。


    「……あい」


    　伊万里さんは暴言もよく吐くし、言葉のオブラートをどっかに落としてきたような人だけど、こういう所があるから憎めなかった。


    　伊万里さんは座ったまま、俺の腰にシューっとヒンヤリした冷気を当てる。


    「……ねぇ。これがもし殺虫剤だったら、あなた、死んでたのかしらね？」


    「伊万里さん。知らないようだから教えとくけど、俺、虫じゃないからね……」


    「あら！　そうなの？」


    　伊万里さんは、驚き顔で笑っている。


    　…………ヒデェ。


    「どんな感じ？」
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    　俺のことを虫か何かと勘違いしている女王様が支配する空間に救世主が現れた。


    　身軽な体操着＆スパッツ装備の雪ゆき島しまさんだ。スパッツから伸びた生脚がまぶしい。


    「どうもこうも、彼、ほんと才能ないのねぇ」


    　笑顔で首を横に振る伊い万ま里りさん。


    「くっ」言い返せない。


    「コーチ役、交代の時間」と雪島さん。


    「あら？　もうそんな時間？」


    　伊万里さんは腕時計を確認して驚き顔になる。


    　先生の提案で一時間おきにクラスメイトに順番で弓を教えてもらっているのだ。


    　ちなみに雪島さんは四番目。


    「それじゃあ、あとはよろしく。私はあっちで休憩してくるわ」


    　この一時間ずっと俺をなじり続けた伊万里さんは笑えみを浮かべ、腰のくびれの辺りで縛ったジャージの上をパンパンとはたき立ち上がる。


    　そして去り際ぎわ、伊万里さんは俺にしか聞こえないくらいの声量で言った。


    「雪島さんが逃げようとしてたのを頑張って連れてきたんだから、ちゃんと仲直りしなさいよ。私からもフォローしておいたから」


    「え」


    「じゃあね～」


    　伊万里さんは雪島さんとハイタッチし、コーチ役を交代する。


    「…………」その後うしろ姿すがたを呆ぼう然ぜんと見送る。


    「……」


    「……」


    　俺たちはお互い下を向いて、まるでお見合いの席にとり残された二人のように沈黙してしまう。


    　先にその沈黙を破ったのは雪島さんだった。


    「……どんな感じ？」


    　ぎこちなく同じ質問をしてきた雪島さんに正直に答える。


    「今、命中率が三割くらいかな」


    　テストで言うなら確実に赤点だろう。


    「……どうやって撃ってるの？」


    「えっと、こうやって、照準で狙ねらって、で撃ったらちょっと山なりで、かつ左方向に矢がズレるから、それを計算して撃ってる」


    「やってみて」


    　俺は言われた通り、普段通り撃ってみる。


    　矢はなんとか、的の端っこに当たった。


    　俺はその命中を確認してから弓を逆さにして引っ張り、矢をリロードし直す。


    「……なるほど」


    　雪ゆき島しまさんは俺のフォームを見て「う～む」と考え込み、それから一回頷うなずいて俺に近づいてきた。手を伸ばし、俺の手に触れた。


    「ちょ、ゆ、雪島さん!?」


    「……じっとして、あと言う通りに」


    「はい」雪島さんの手、スベスベしてるなぁ。


    　がちがちに固まった俺に雪島さんは後ろから体を密着させて、文字通り手取り足取り教えてくれる。雪島さんの顔が少し赤かった。


    　だからなのか、先生っぽい口調で雪島さんは指導を開始した。


    「まず、引き金を無理に引こうとして照準が左にズレてる。引くんじゃなくて、絞るように。左手でブレを押さえる」


    「なるほど」


    　雪島さん。いい匂においだな。


    「なにか？」


    「いいえ、なんでもありません」


    　俺は言われた通り、引き金を引く力を右手と左手で均等になるように絞るように引いてみた。


    「おっ」


    「ほら。真まっ直すぐ飛んだ」


    　矢はさっきよりも格段に円の中心に刺さっていた。


    　矢をリロードし直し、再び的に向き合う。


    「息を少し吐いて、撃つ瞬間に止める。あとそんなに緊張しないで、もっと肩の力を抜いて」


    「はい」


    　この密着状態でリラックスとは、なかなか無理な注文だ。


    「ほら、照準が上がりすぎ」


    　雪島さんはさらに体をくっつけて俺の手を触りながら照準を正しい位置に戻す。


    「……なるほど」


    「なにが？」


    「いいえ、なんでもありません」


    　俺は無表情を装い、目線を逸そらさず的を見る。


    「…………」すみません。雪島さん。


    　ちょっとだけど、ちゃんと胸、あったんですね。


    　そんなことを思いながら緩んだ顔で撃った矢は、さらに的の中心に近くなっていた。


    「だいぶ、よくなってきた。それはそうと」


    「なんでしょうか」


    「最初の方がよかった所が一つだけある」


    「なにかな？」


    「腰がちょっと引けてる。もっと腰を前に出して安定させて」


    「…………」


    「どうしたの？」


    「いいえ、なんでもありません。だけど、あと五分待ってくれる？」


    「？　わかった」


    　雪ゆき島しまさんは首をかしげながら、わかっていない顔で納得している。そうして俺から体を離す。


    「それじゃあ、今まで言った通りに練習してみて、悪い所があればまた指摘するから」


    「わかった」


    　大きく頷うなずき、深呼吸してから的を睨にらむ。


    「……ん？」


    　そのとき体操着の袖を雪島さんに軽く摑つかまれた。


    「……あ、あの」


    「な、なに？」首だけ捻ひねって彼女を見る。


    「お、お風ふ呂ろのことは今日限りで私も忘れるから、だから、もうああゆうのは止やめてね……」


    「う、うん」できるだけ自然体を装って答える。


    「そ、それじゃあ、頑張って」


    　そう言うと雪島さんは今度こそ俺から離れ、倒木に腰掛けた。


    「…………」


    　俺は心底、胸のつかえが取れた気分だった。


    　女子二人に対して感謝の気持ちしか湧わいてこなかった。


    　だからその行動に報いるべく、浮ついた桃色の空気を意識の外に放ほうり出し集中する。


    　真顔になって、的に幻覚の鹿しかを目の中で投影して、的を睨みつける。今まで習ってきたことをすべて思い出し、指先の血流が感じられるくらい集中する。


    　その感触に、ドクン、トクン、トクっと。そうして止まった鹿の心臓の鼓動の感触を思い出す。生き物の命を奪った感触と、弓の上達の先にある命の消失を思いながら覚悟を決める。


    「…………」そして短く呼吸を止め、


    　──いつまでも皆みんなの足を引っ張ってる場合じゃねえよな──


    　それに仲間に助けられたら覚かく醒せいすんのが、勇者ってもんだろうが！


    　トラウマを振り払うようにして放った矢は、今までにないくらい的のど真ん中をしっかりと捉とらえていた。

  



  
    



    


    梅雨入りの人々


    



    



    「はい、皆さん、よくできました」


    　先生は森の中、大声で生徒全員に声をかけた。


    「それに鈴すず鹿かさん、今日も矢が当たったじゃないですか」


    「はい！　どうやら、この世界にようやく魂たましいが馴な染じんできたようです！」


    「そ、そうですか？」先生は引き笑いで答える。


    「ええ、間違いなく！　俺はこの世界でも順調に勇者に近づいていますよ！」


    　弓を空に向け、気取ったポーズを決めて俺は先生を真まっ直すぐに見た。


    「……まったくこのオタクは……」


    　伊い万ま里りさんはポーズを決める俺を斜面の上から見下ろし、ジト目になる。


    「でもよォ、マジでこいつがこんな成長するとは思ってなかったよなァ。てっきり都会のもやしっ子だと思ってたのによォ」


    　豊ゆたかさんは手の甲で汗を拭ぬぐいながら言った。


    「本当だげ」


    　タッキーも息を切らしながら感心しきりだった。


    　うん、だってあれから一か月間、ずっと一人内緒で弓の練習を続けたりしてたしね。


    　だけどそんな思いを飲み込んで、感謝を口にする。


    「コーチがよかったからかな？」


    　斜面の下から鹿しかにとどめをさし終えた雪ゆき島しまさんに声をかける。


    「そう、それはよかった」


    「雪島さんもご苦労様です。……これで、さっきと合わせて四頭目、今日は本当に大猟ですね」


    　先生は猟銃を片手に、髪をかき上げ、上を向く。


    「それじゃ、かなり早いですけど学校まで帰りましょうか。これ以上獲っても持って帰れませんし」


    「「はい！」」


    　鳥獣義科の授業がスタートしてはや二か月。その間に狩った鹿の総数は三八頭になっていた。


    　この数は山全体の総数、二万から見れば微々たる数だけど、それでも俺たちから見れば大した数だった。


    「おっしィ、今日の成果は全部で四頭。そしてここに二頭。女子はさっきの場所で仕留めた血抜き中のヤツを二人して引っ張って帰るとしてェ。ここにいる二頭をこっから学校に運ぶ不幸なヤツが二人。つまりさっきの場所まで楽できる男子が一人！　んじゃ楽できるヤツ、ジャンケンで決定なァ！」


    　豊ゆたかさんが小学生並みの計算を指折り数えながらし終え、ジャンケン勝負を仕掛けてくる。


    「そういう言いだしっぺが負けるのが、こういうジャンケンの鉄則だげ」


    「だよねぇ」


    「うっせェぞ！　翔しよう馬まとタッキー！　さ、今日こそリベンジだァ！　さっさといくぞ！　最初はグー、ジャンケン」


    「「ポン！」」


    「なんでじャあああああああああァッ！」


    「どうしてこうなったッ！」


    　豊さんと俺は一発で敗北を叫んだ。


    「だから言ったげ？」


    　一発で勝利したタッキーはさらりと笑う。


    　ゲームに限らず、タッキーのリアルラックと読みは異常だと思う。


    「……本当に、あの二人はいっつも負けるわよねぇ」


    　伊い万ま里りさんが呆あきれ気味に呟つぶやく。


    「北きた大おお路じくんが強すぎるだけ」


    　雪ゆき島しまさんは感心しきりだった。


    「あはは。それじゃあ当番も決まったことだし学校へ戻りましょうか。今からなら昼休み前には帰れますから、早く帰ればそれだけ昼休みが多くなりますよ」


    　先生が笑いながら俺たち二人に声をかける。


    「ちくしょおおおおォッ、ぜってェ速攻で帰ってやるかんなァ！」


    「負けん！　負けんぞ！　この重圧こそが俺に新しい力を授けてくれる試練となるのだ！　だから、タッキーがしばらく手ぶらでも羨うらやましくなんてないんだからね！　全然悲しくなんてないんだからね！　……本当だからね！　新しい力を得て、って重おもっ！　獣けもの臭くさっ！　畜生、なんで俺は負けてしまったんだ！」


    「あははは、ほら頑張れ男子！」


    「ファイト」


    　先に歩く四人を見上げながら、鹿しかに掛けたロープを引っ張る俺たち二人はのっそりのっそりと歩き出した。


    「ちくしょおおおおおォッ！　めっちゃおめええええええええェ」


    「先生！　いつもながら重すぎます！　これここに置いてっちゃダメですか!?」


    「ダメです。ここに置いていくと熊くまを餌え付づけすることになります」


    　即答だった。


    「そんな餌え付づけって、大げさな。ただ置いてくだけじゃないですか！」


    「いいえ一緒です。熊くまからすればなんにも言わずに倒した獲物を自分の家の前に置いて去っていくんですから」


    「……確かに。なんにも言わずに自分が倒した獲物を相手の前に置いて去っていくとか。乙女おとめゲーに出てきそうなキャラですね。熊とのフラグ立ってますよ。それ」


    「ふふ。可愛かわいい女の子が懐なつくならいいですけど、餌付けされた熊は怖こわいですよ。人に野生を破壊された動物は行動が異常化しますから。それこそ次に転がる死体が鹿しかから私たちになるくらい危険です」


    　先生は可愛らしくウインクしながらそんな物騒なことをさらりと言う。


    「さ、そういうわけで、私たちが死なないためにも頑張ってください安やす井いさん、鈴すず鹿かさん！」


    「「……ちくしょおおおおおおおおおォッ！　やってやらぁあああああ！」」


    　やるしかないと覚悟を決めた男二人の遠とお吠ぼえが森に響き渡る。


    　それは負け犬の物かもしれないが。


    　いわく、その声は熊避よけには有効らしかった。


    



    



    「辛つらい……。足腰が痛い。何より風ふ呂ろに入りたい……」


    　俺は教室に倒れ込みながら呟つぶやいた。


    　というか、そうとしか呟けない状況だった。


    　なんせ俺たち三人からは鹿を運んだときに鹿から移った強烈な獣けもの臭しゆうが立ち上っている。


    　それがどれくらい強烈かというと、四年くらいお風呂に入らなかった人間くらいの匂においだ。だって野生動物は基本お風呂なんて入らないから。


    　俺たちはまだいいけど、同じく鹿を運んで帰った女子はかなり嫌いやそうな顔をしていた。


    　特に雪ゆき島しまさん。


    「……まぁまぁ、そう言わず。今は女子が寮のお風呂を使ってるんだから、仕方ないげ」


    　なんだかんだで女子たち二人を手伝って交代で鹿を運んだタッキーもお疲れモードだった。


    　ちなみに一番疲れているのは、豊ゆたかさん。


    　床に倒れて「こふーこふー」言っている。


    　俺とタッキーは日曜に畑の外周での走り込みを続けていたので、彼よりも基礎体力はついていた。


    　だけど、大変なことに変わりないのだ。


    　俺は突っ伏し、ゴロゴロと床を転がる。


    　そうして転がりながら自分の机へ這はい寄ると、机の中から携帯ゲーム機を取り出し起動させる。その姿は自分で言うのもなんだけど、まるで魚が水を求めるかのようだった。いや、実際そんな気分だった。


    「……こんなときまでゲームかよォ」


    「豊ゆたかさん」俺はキリッと呼びかける。


    「なんだァ」


    「ゲーマーはコントローラーを手放したら死ぬんだよ」


    「……さよーですか……」


    　豊さんは面倒くさそうに手をヒラヒラと振り、それから不満を口にする。


    「つかよ、そんなこたァどうでもいいんだよ。俺は一刻も早く風ふ呂ろに入りたいんだよ。今のまんまじゃ不公平すぎんだろーがァ。つーか女子、いっつも風呂長すぎ！　俺たちが入る時間ねーだろーがァ！」


    　豊さんの言う通り、女子は今、寮の風呂で入浴中で、このままだと昼休みを超過して俺たちが風呂に入れない可能性大だった。


    「この前なんて俺ら、そこの水道で海パン一丁で体洗ったんだぜェ！　なんでいつも風呂は女子が先なんだよ！　こうなったら、この不平等を解決すべく俺たちが風呂を占拠し！　今度は女子にもそこにある水道で体を洗ってもらうしかないんじゃねーのかァ！」


    　豊さんは腕組みをして叫ぶ。


    　俺はそこでふと、スク水で水シャワーを浴びる女子二人を想像し、その一秒後、手元がくるい連続でミスをした。


    　エロかったからではない。


    「……伊い万ま里りさんにそう言って抗議できるなら、俺は豊さんを一生尊敬できるかもしれない」


    　怖こわかったのだ。


    「……そうだげな」


    　そこで一瞬豊さんも目を閉じ、落ち着いてその件について具体的に考え込んだようだった。けれど三秒ほどして身み震ぶるいしだし、


    「……、……無理だなァ」


    「「……ですよね～」」


    　男三人、車座になって笑い、同意する。


    　あの人相手に交渉じゃ、まるで勝てる気がしませんよねぇ～っと。


    「まぁ、豊さんの気持ちもわかるけどね。無理でしょ」


    「だげな」


    「だよなァ、伊万里に何言っても無駄だよな」


    「そう？　本心からお願いされたら、私も考え直すかもしれないわよ？」


    「「えっ？」」


    　その瞬間、男子のみ時間が停止した。


    　男子三人、揃そろってゆっくり振り向く。


    「「……あ、あの～」」


    「ごきげんよう♪　なんだか面白そうな話をしてるじゃない。私の聞き間違いじゃなかったらだけど、なに？　女子は外で体を洗ってろですって？　挙句に自分たちはお風ふ呂ろに入りたい？　あれあれ？　これっていったい、どういうことかしらね？」


    　そこにはゴゴゴゴゴっと、悪魔の笑顔で伊い万ま里りさんが立っていた。俺のゲーム機からゲームオーバーのＢＧＭが響き渡る。


    「それが仏ほとけ心ごころを出して早く入浴を切り上げてきた女子に対する態度でいいのかしら？」


    「見損なった」雪ゆき島しまさんも珍しく冷たい目をしていた。


    「「犯人はヤス」」


    　反射的に危機を悟ったタッキーと俺は豊ゆたかさんこと、安やす井い豊を指差した。


    　罪の所在を明確にし、難を逃のがれるためだ。


    　特に同意しかけた俺、若干、グレーゾーン。


    「ちょ！　お前ら!?　俺を生いけ贄にえにしてんじゃねェぞ！」


    「異議あり！　ことの発端から終わりまですべては安井豊氏の言動であると検察官、鈴すず鹿かは証言いたします！」


    「そうだげ。僕は無罪だげ！」


    「ふ～ん、……そうなんだ」


    　俺たちの言葉を受けて、伊万里さんの目がキラリと光った。


    　その目が「ターゲット、ロックオン」と言っていた。


    「これは罠わなだァ！　二人が俺を陥おとしいれるために仕組んだ罠だァ！　うどんをこねるようにして作られた偽にせのストーリーだァ！」


    「うっさい黙れ」伊万里さんは冷徹な声で床を指差す。


    「はい」豊さんは床に正座する。


    「女子に水で、しかも外で体を洗わせるって、いったいどういうことなのかしら？」


    　伊万里さんはニコニコ顔で豊さんを圧迫する。


    「す、すまん」


    　豊さんは土下座スタイルで頭を下げる。


    「そう、なら安井は暴言の償つぐないとして外の水道で体を洗ってきなさい。水着は持ってるんでしょう？　石せつ鹼けんもあるわよ？」


    「ってェ！　マジかよ？」


    「六月だしマジ」


    「バーローッ！　伊万里！　俺がそんなシャバいマネできっかよッ！」


    「あ？」


    　伊い万ま里りさんは凍いてつく視線を放った。


    「いえ、なんでもありません」


    　安やす井いはヤンキーから豚ぶたになった。


    　ドラクエの戦闘並みの早はや業わざだった。


    「頑張れ豊ゆたかくん！　日本の水道水は清潔だげ！」


    「豊さんなら丈夫だから風邪も引かないさ！」


    　俺とタッキーはサムズアップしつつ再び正座した豊さんを励ます。そして伊万里さんのロックオンが自分たちに移る前に走り出した。


    「「じゃ！」」


    　教室のドアを全力で開け放ち後ろ手に閉める。


    　続けてドタドタと階段を駆け下り、一階に到着。そこでタッキーと俺は「ふぅ～逃げ切れたぜ」と、ほっと息をつきながら豊さんを心配して教室を見上げた。


    「「…………」」


    　教室から聞こえるのは豊さんの絶叫と伊万里さんの高笑い。


    　俺の脳裏には土下座した豊さんと頭をハイヒールで踏む伊万里さんの姿がリアルに映し出されていた。


    　……いや、ハイヒールはないとしても上履きで……汚い言葉で罵ののしられながら……ま、まさか唾つばが!?


    　そんな妄想に俺は喉のどを鳴らす。


    　けれど、俺の妄想はやっぱり外れた。


    　さすがというか、なんというか。


    　腐っても豊さんはヤンキーだったのだ。


    　つまり、半端はしない。


    「おおおゥ！　やったらァ────ッ[image: ]」


    　豊さんは伊万里さんの高笑いよりもさらに大きな声を出したかと思うと、次の瞬間、階段を駆け下りてきたのだ。


    「!?」


    　その光景に俺は目を疑った。


    　豊さんはいつの間に着替えたのか、すでに学校指定のきついブーメランパンツっぽい競泳水着に着替えている。


    　信じられない早業だった。


    「って！　豊くん！　着替えるの早すぎだげ！」


    「まさか下に着てたの!?」


    「ちげェ！　その場で全裸になってソッコーで着替えてやったぜェ！」


    　満面の笑えみで堂々と胸を張る。


    「伊い万ま里りのやろう、顔真っ赤にして恥ずかしがってたぜェ！」


    「「……ｏｈ」」声を揃そろえて呟つぶやいてしまう。


    　やっぱバカだ、この人。


    「ぎゃははははァ！　ザマーみろッ！」


    　自慢げに笑い、階段を軽快に駆け下りる豊ゆたかさんは、靴くつも履はかずに上機嫌のまま近くの水道に駆け寄ると、蛇口を全開にして頭を突っ込み洗い始めた。


    「…………」


    　いや、豊さん。そこで頭洗っちゃ負けなんじゃ……。つうか最終的に女王様の命令を笑顔で忠実に実行するとか、それただのドＭじゃん。


    　そう思ったのは俺だけじゃなかったのか、タッキーも俺の肩に手を当てて首を横に振っている。


    「「…………」」


    　そして俺たちは大きく頷うなずいてから、一心不乱に冷たい水道水で体を洗う豊さんに向かって無言のエールを送った。


    　よかったね豊さん！　ヤンキーからドＭにジョブチェンジだよ！


    　伊万里養豚場に入所、おめでとうございます！


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    　午後の授業が始まっても豊さんは毛布に包くるまったまま震ふるえていた。


    「……やっぱよォ、シャワー室の申請をどうにかして通すしかねェなァ……」


    　水シャワーを浴び、すっきりしゃっきりした豊さんは身震いしながら呟いた。


    「シャワー室ですか？　確かにあれば便利ですけど……」


    　先生は言外に無理でしょうね、といった顔で震える豊さんを不思議そうな目で見た。


    「……まぁ、ウチの学科の設備が貧弱なのは……、こればっかりはしょうがありません。諦あきらめてください」


    「「ですよね～」」


    　生徒全員の声が揃う。ていうか、この前、この鳥獣義科の活動資金のほとんどが理事長のポケットマネーから出ているという驚きよう愕がくの事実が発覚したばかりなので、無理を言えないことは皆、重々承知していた。


    「まぁ、それはひとまず置いておくとして」


    　先生はそう言って両手で箱を移動させる古典的なジェスチャーをする。


    「気を取り直して午後の予定を話したいと思うのですが、いいですか？」


    「「はい！」」


    「午後は本来予定がなかったんですけど、どうでしょう。これからもう一度山に行くというのは」


    「「え～」」


    「はい。皆みんなそう言うと思ってました。でも、そんな顔をしないでください。何もまた皆で狩りに行こうという話じゃないんです」


    「どういうことですか？」俺は手を挙げ質問した。


    「今回は私がイノシシを狩るから、それを皆さんに見学してもらおうと思いまして」


    　俺たちはその言葉に姿勢を正した。


    「今までにも何度かイノシシを森で見かけましたけど、危ないから全部無視してきたでしょう？　皆さんにイノシシを狩ってもらうのは二年生になってからなんですけど、どうせ二年になったら狩ることになるんですから、それならちょっと早いけど、相手を見ておくのも悪くないと思うんです」


    「確かに、そうだげ」


    「今まではできるだけ熊くまもイノシシも出ないような場所を選んで歩いてきましたけど、今回はいつもと違う場所から山に入ります。そこの方が普段山に入る場所よりも近いから、今から出ても終業時刻までには帰ってこられます。それではそのつもりでもう一回山歩きの支度をしてください」


    「装備はいつも通り？」雪ゆき島しまさんがそっと手を挙げ質問する。


    「熊用の催涙スプレーを皆さんに支給します。いつもより危険な場所ですから、皆さんも気を引き締めてください。私もフル装備で行きます」


    「「はい！」」


    「それでは一〇分後に下に集合です」


    



    



    　初めて見る望もち月づき先生のフル装備。それは普段の格好とほとんど変わりなかったけど、ただ一つ大きな違いがあった。


    　それは、右肩にバンドでかけた猟銃が二つあることだった。


    「もし何かの拍子に一丁ダメになってしまったら、もしものときに皆さんを守れませんからね」


    　確かに一丁５㎏もする銃を二本持って山を歩くのはかなり大変そうだった。なんせ２リットルのペットボトル五本を肩にかけて山を歩く計算になるのだ。そりゃ大変だろう。


    　そして新しい狩場。普段とは違う場所。


    　そこはちょうど俺が熊に襲おそわれ、白いワンピースの少女に会った場所から少し東に行った場所だった。


    　──もしかしたら、彼女に会えるかな──


    　山に着くまで俺はそんなことを考えていた。だけど山に入ってすぐにそんな浮ついた考えは消え去った。


    　普段と違う場所とはいえ、同じ山。


    　初めはそう思っていたけど、実際に歩いてみるとかなり山の様子が今までと違っていたからだ。平坦な場所は少なく、短い距離でも高低差の大きいアップダウンの激しい斜面。木々に隠れて見通しも悪い。確かに今まで二か月間狩場にしていた場所よりも大物がいそうな雰囲気だったけど、その分足場は悪かった。


    　そんな状況でも望もち月づき先生は普段と変わらず、ずんずん歩いていく。この山をよく知っているからだろうか。その足取りには迷いがなかった。


    　そうして四〇分ほど山道を歩いた所で、先生は一度ＧＰＳを確認し小声で言った。


    「ここの斜面を上って少し歩いて斜面を下ると小さな池があるんですけど、今からそこに行きます。この辺りではそこが一番イノシシがいる確率が高いんです。もしそこにいなかったら今日はそのまま撤収します。いいですか？」


    「「はい」」


    「それじゃあ行きましょうか。ここはもう彼らのテリトリーだから気をつけて歩いてください」


    　できる限り落ち葉と枯れ木を避よけながら揃そろって歩き出す。


    　辺りには六月に入り緑の濃くなった若葉が枝葉を伸ばし、足元には茎の硬さを増した下草が生い茂っていた。ポツポツとある大小さまざまな岩の表面には、梅雨の雨を受けて真新しいコケがびっしりと生はえている。


    　そうして辺りを見渡しながら、ふと俺はコケ生むした石畳のような岩の一つに目を留め立ち止まった。


    　表面のコケがキスマークのような形で凹へこんでいたのだ。


    　──イノシシの足跡──


    　つい先日の座学で黒板に張られた写真を思い出し、指先に汗が滲にじんだ。


    『彼らのことは話の通じない運動のできる凶悪なデブが、両手にナイフを持ってうろついてると思って接した方がいい』


    　二か月ほど前に先生が言ったイノシシに対する評価を思い出し、生なま唾つばを飲み気を引き締める。


    　森で何度か見かけたイノシシの姿を、がっちりした脂肪と筋肉の塊かたまりのような体と鋭い牙きばを思う。


    　鹿しかよりも格段に危険な、今までずっと逃げ続けてきた相手。


    　だけど、この二か月で俺も成長したんだ。


    　皆みんなと一緒の授業に加えて、日曜の走り込みをタッキーと一緒に続けて、一人、弓の練習までやってきたんだ。体力だって弓の命中率だって、何もできなくて足手まといだった頃の俺とは違うんだ！　最近じゃ怒られることも少なくなったし、むしろ褒ほめられたりするしね！


    　ゲーマーのレベル上げスキルを舐なめんなよ！


    　自分を鼓舞するように言い聞かせる。


    　先生は見てるだけでいいって言ってたけど、今ならイノシシくらい獲れるような気がしていた。


    　確かに、未いまだに最初に鹿しかを仕留めたときの感触は脳裏に鮮明に残っている。今でも思い出すたび手が震ふるえる。それは変わらない。


    　だけど、もうあのときの俺じゃないのだ！


    　ヘタレて立ち上がれなくて、ただ震えてたあのときとは違うのだ！


    　──チャンスがあれば絶対に仕留めてやる──


    　緊張しながらも、ちょっと調子に乗ってそんなことを思っていたからなのか、普段ならかなり散開して歩くはずなのに、気づけば俺は先生のすぐ近くを歩いてた。


    　急な斜面を登り、さらに小さな山のような斜面を登り、そうして段々と斜面が下りに変わっていく。


    　心拍数が高くなる。


    　うまく言い表わせないけど、森の奥から微かすかに気配がする。それがなんなのかはわからないけど。


    　──これは、きっといる──


    　最近わかり始めたそんな勘に身を引き締める。


    　ゲームの狩りと違って、実際の狩りでの勝負は常に一瞬の瞬発力勝負だ。むしろ獲物を見つけるまでの作業の方が圧倒的に多くの時間と労力を必要とする。


    　だからこそ、一瞬も気が抜けない。


    「…………」


    　耳を澄ませる。


    　森は静かに平常を保っている。


    　先生の足が遅くなる。


    　慎重に音を殺して歩き始めたからだ。


    　全員がその動きに緊張を露あらわにした。


    　じっとりと、全員が慎重に歩を進める。


    　そして木々の向こう側、斜面のくぼみに周囲よりも明るい空白地帯が見え始め、そして俺は驚き眉まゆを上げた。


    「「ッ！」」


    　かろうじて誰だれも声を出さなかったけど、叫びそうになる光景が目の前には広がっていた。


    　そこには、ほんの畳六畳ほどの小さな池のようなくぼ地があった。辺りの斜面から雨水が流れ落ちるのか、梅雨の雨を受けてかなり水が溜たまっている。


    　だけど普通の池とは明らかに様子が違っていた。


    　池のあちらこちらで土がめくれ上がり、池というにはあまりにも濁りきっている。そしてそんなまるで沼のような水場で、泥を体に纏まとい転がる黒い塊かたまりが、なんと一〇頭も蠢うごめいていたのだ。


    　普段見ることのない大きな生き物。それが自分たちの約二倍の数、その場にいた。そしてすでにそのうちの半分の五頭がこちらをじっと見ていた。


    「…………」


    　俺は久しぶりに自分が虫けらになったような恐怖を感じていた。


    　その目に、殺意を感じたからだ。遠くから見えるその目が、穏やかな鹿しかとは違い、熊くまに似た迫力を持っていた。


    　──ヤバイ──


    　生徒同士の無言のシンパシーが広がる。


    「ふふっ」


    　そんなビビる俺たち生徒に一度振り向き、先生はウインクすると大きく頷うなずき、右手を上げ構えの合図を出す。そして左手でゴーグルタイプの偏光グラスを手早く装着すると、すっと斜面に体を出し、そのままイノシシに狙ねらいを定める。


    「「…………」」


    　緊張感に、全員の息が止まった。


    　そして先生の指が引き金を引こうとしたまさにその瞬間だった。


    　先生の狙う射線から外れた場所の藪やぶが不気味に揺れ、黒い影が出現したのだ。


    「あ」


    　ズドンッ！　っと、腹に響く音。聞き慣れない銃声。


    　その瞬間、森がざわついた。鳥の羽ばたきが聞こえ、雑多な動物の高い声が一斉に響く。


    　それと同時に先生が小さく声を漏もらしたのが微かすかに聞こえた。


    　不可解な声。だけど、その意味を理解するのに時間はかからなかった。


    　銃声が森にこだました瞬間、藪の影から巨大なイノシシが出現したのだ。


    　他のイノシシのゆうに四倍はあろうかという大きさの、池にいた一〇頭とは別種の生き物に思えるほど桁けた違ちがいに大きいイノシシが。


    「危なぇッ[image: ]」


    　次の獲物に狙いを定めながら、先生は今までの二か月間で一番大きな声を出し叫んだ。普段の落ち着いた言動からは考えられないような声で、言葉を間違えるくらい慌あわてていた。


    「え」


    　戸惑いながら、目の前の状況を確認する。


    　いきなり戦争が始まっていた。


    　目の前の沼ではイノシシが一頭その場に倒れている。反対側の斜面には三頭が蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出している。


    　だがしかし。残りの六頭が俺たちめがけて全速力で突っ込んできていた。そして藪やぶから出てきた巨大なイノシシが、最後尾から他の六頭の尻しりを叩たたくように駆け出していた。


    　合計七頭が、俺たち生徒と先生めがけて物もの凄すごい形相と勢いで迫ってきていた。


    「へ」


    　俺の口から間抜けな声が漏もれる。


    　──殺される──


    　瞬間、そう思った。本気で、そう思った。


    　──なんで、逃げないんだよ──


    　そんな疑問に、とっさに座学で習ったことを思い出す。


    『彼らは生存率を高めるために逃げることでなく、戦うことを選んだ戦士です！』


    　その通りだった。


    　そして今まで狩りに出て動物に反撃されたことのない俺には、それが信じられないほど恐ろしかった。


    　原付六台と小型の車が一台、殺意を持って自分たちを轢ひき殺しにきた錯覚に襲おそわれた。


    　とんでもない速さで斜面を駆け上がる七頭のイノシシ。


    　恐怖で体が動かなかった。まともに動ける状態じゃなかった。


    「ヤバイッ！」


    　俺たちの前にいる先生は珍しく悪態をつくと、続けざまに猟銃を撃った。爆音を立てながら一丁目の五発を打ちつくすとその場に銃を捨て、二丁目の銃のセーフティを外し発砲する。辺りが硝煙の匂においと薄白い煙に包まれ、炸さく裂れつ音と同時に斜面を駆け上がる先頭以下三頭のイノシシが転がるように倒れ込む。


    　だけど横に逸それ、失速しながらもまだこっちを目指して走り続ける巨大な一頭と、弾が外れたのか勢いそのままに走り続ける残りの三頭が銃声にビビることなく俺たちめがけて突進を続けている。むしろその勢いは登りの斜面だというのに増していた。最後尾を走る巨大なイノシシは、怒れる森の主に見えた。


    　悪夢だった。


    「全員、引き寄せて矢を撃てッ！　撃ったらとにかくベアスプレーを撒まけ！」


    　大声で早口に言い、先生は再び銃を撃ち始める。二頭、三頭と倒れるイノシシ。


    『はぃ！』


    　ほぼ、「い」が聞こえないほど短い返事のすぐ後で、全員が弓を構え矢を放つ。


    　パシュッと小さな音がその場に響く。だがいつも撃っている鹿しかとは狙ねらう高さも距離も地形も何もかも違っていた。低く速く動く的まとに誰だれも当てられない。何よりも、最後尾を走るイノシシのあまりの巨大さに、恐怖に誰だれも近くまで引き寄せることができなかった。


    　誰の矢も当たらなかった。


    　目の前には、巨大なイノシシが一頭、無傷で斜面を駆け上がり先生に肉薄しようとしている。


    　先生は二丁目最後の弾を撃ちつくしたのか、腰に巻かれた弾帯から新しい弾を取り出し、銃に詰め込んでいた。そして素早く二発詰め込むと、レバーを引いて銃を構え直し、一秒も経たたたずに発砲する。


    　ズドンッ！　っと本来想定外だったはずの弾が巨大なイノシシめがけて飛んでいく。


    　それはきっと撃った本人を含め、鳥獣義科全員が『当たった！』と確信できるような距離での発砲と命中だった。


    　けれど、イノシシは止まらなかった。


    　確かに一瞬よろけたが、それでもなお斜めに軌道を逸そらし、猛ダッシュで斜面を駆け上がってくる。


    『イノシシは急所に当たらなければ銃弾の一発や二発は屁へでもないし、そのまま突進してきます！』


    　現実逃避するように、授業内容を思い出す。


    　だけど先生は諦あきらめていなかった。


    　先生は急に逸れたその軌道に合わせて銃口の向きを修正する。


    「…………」


    　そして巨大なイノシシめがけてすれ違いざまに、十分引きつけ狙ねらいすましてこの瞬間における最後の一発を放つ。


    



    　弾は、外れた。


    



    　イノシシは先生の横を走り抜け、後ろにいた俺たちの方へと速度を上げ突進を再開する。


    　その瞬間、俺は立っていた地面が崩れ去るような錯覚を覚えた。


    「ベアスプレーッ！」


    　イノシシの背に向かって先生が叫ぶ。


    　間かん髪はつ容いれずにブシューっという音と共にオレンジに近い赤の霧が、森を刺激臭で包み込んだ。


    　後方にいるクラスメイトの皆が熊くま用の催涙のスプレーを撒まいたのだ。


    　けれど俺はパニックで頭が真っ白で、まともに手が動かせなかった。恐怖で右手だけじゃなくて足までガクガク震ふるえていた。


    　イノシシはもう目の前。


    「あっ」


    　その震えに、俺は腰から引き抜いたガス缶を落としてしまった。


    　カラン、コロンっと斜面を転がっていく俺の命綱のベアスプレー。


    　瞬間、ぞっとした。


    　巨大なイノシシが、怒れる森の主が、その落としたスプレーに反応して、俺へと進路を変えたのだ。


    　一瞬で青ざめる。


    　ああ、死んだな、こりゃ。


    　そんな言葉が頭の中をグルグル回る。怖こわかった。もう嫌いやだった。


    



    「こッッッ、ちッッッッ[image: ]」


    



    　そのときだった。銃声並みに大きな声が森中にこだました。


    　俺の左上にいる雪ゆき島しまさんが、今まで聞いたことのないような大声で叫んだのだ。


    「！」とっさに斜面の上を見る。


    　俺からテニスコート一面分くらい離れた位置にいる雪島さんの周りにだけ、赤い霧の切れ間があった。雪島さんは隠れていた木の陰から体を出し、叫んでいる。


    　──なんで──


    　瞬時に思いつく限り、その行動は二つの可能性があった。


    　雪島さんが俺を助けようとして俺を自分の元に呼んだのか。それとも、俺を助けようとして、イノシシを自分の元に呼んだのかだ。


    　そして実際に動いたのは、その大声にいち早く反応したのは、荒ぶる山の主だった。


    「雪島さん！」


    　俺は叫び、雪島さんに向かって走り出そうとした。進路を変え、斜面を駆け上がるイノシシの後を追おうとした。


    　だけど、足がまともに動かない。


    　足を確認する。


    　震ふるえていた。


    　力が入らなかった。


    　右手を見る。


    　みっともないくらい、震えていた。


    　全身が恐怖でガタガタ震えていた。


    　雪島さんは、クロスボウを大上段に構えたまま近くにある木を盾たてにするように横に移動する。が、その速度はイノシシの移動速度と比べてあまりにも遅かった。


    「ゆ、雪島さんの方にイノシシがッ！」


    　動かない足の代わりに俺は先生に向かって叫んだ。


    「雪ゆき島しまさん、避よけて！」


    　先生は弾込めしながら慌あわてて答える。


    　イノシシは斜面をものともせずに距離を詰め、真まっ直すぐ雪島さんに向かって突進する。


    　雪島さんは振りかぶったクロスボウをイノシシに向かって槍やりのように前に突き出し、そして、


    



    　ドゴッ。


    



    　鈍い音が、赤い霧きりの切れ目から聞こえた。


    　俺は呆ぼう然ぜんとその一部始終を見ていた。


    　雪島さんが、巨大なイノシシに吹き飛ばされるのを、ただ見ていた。


    「！」


    　そんな俺の横を先生が走り抜ける。


    　その姿さえ俺には目で追うのがやっとだった。ただ呆然としながら、駆け上がる先生をただ見ながら、雪島さんに助けられた罪悪感と恐怖が自身に降りかからなかった安あん堵どを同時に嚙かみ締めていた。


    　そしてそんな自分が、たまらなく許せなかった。


    「…………」


    　そうして俺が下を向いたのと同時に広がった耳が痛いほどの、無音。


    　森は静寂を取り戻し、硝煙の匂においと赤い霧が風に舞って広がっていく。


    「だ、大丈夫だげ!?」


    　その静寂にタッキーの声が響く。


    「おォ！　俺は大丈夫だが、雪島はァ！」


    「雪島さん！」


    　豊ゆたかさんと伊い万ま里りさんの声が森にこだまする。


    　その声に、ようやく俺は駆け出した。雪島さんがさっきいた場所に向かって走り出した。


    　催涙ガスの中を、吸い込まないように腕で鼻を覆おおいながら走る。


    　催涙ガスの広がった空気はちょっと吸い込むどころか、皮膚に当たるだけでピリピリと苦しかった。それだけが理由じゃないだろうけど、目に涙が溜たまった。


    　そうして霧の先にたどり着く。


    「…………」


    　その瞬間、俺はぽろっとクロスボウを落としてしまった。


    



    　うそだろ。


    



    　そこには倒れた雪ゆき島しまさんと、折れたクロスボウ。地面に膝ひざをつけポシェットから応急処置用の圧縮包帯を取り出す先生がいた。


    　雪島さんの白い左脚の太ももはパックリ裂さけ、真っ赤な血がその場に広がっている。そしてその血の池の中心で苦く悶もんの表情でうめく雪島さんが、嗚お咽えつを漏もらしながら泣いていた。


    「…………」


    　俺は、何も言えなかった。


    　信じられなかった。


    　辺り一面の、鮮やかな赤。


    　彼女を中心に本当に血の池ができていた。


    　そこにあの巨大なイノシシはおらず、血の跡が点々と森へと続いている。


    　そんな赤い世界で雪島さんが、普段の落ち着いた姿からは想像もできないような酷ひどい顔で泣いていた。生臭い血の匂においが鼻につく。異常に赤いその色に体が再び震ふるえだす。


    「どうしたんだげ……、！」


    「！」


    「！」


    　その光景に、駆けつけた全員が言葉をなくした。伊い万ま里りさんは口を手に当て、タッキーは目を逸そらし、豊ゆたかさんはただ突っ立っていた。

  


  [image: ]



  
    「……なんてこったい……」


    　俺は呟つぶやくと雪ゆき島しまさんから目を逸そらすように空を見上げた。


    　硝煙の匂においとベアスプレーの刺激臭に鼻の奥がつーんとする。


    「……なんてこったい……」


    　涙が、目からあふれ出した。


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    「病院で二九針縫ぬったって。全治三週間、命に別状なし」


    　伊い万ま里りさんは静かにはっきりと、けれど暗く、そう言った。


    「……そっか」


    「ただ、傷きず痕あとはたぶん一生残るだろうって……」


    「……そっか」


    「それと本人からの伝言。思ったよりも重症じゃなかったからお見舞いとかはいいって。二週間ちょっとでそっちに戻るからって」


    「……そっか」


    　伊万里さんは携帯電話をポケットにしまい、ため息交まじりに席に着く。


    　答えた俺も同じような表情だった。


    　豊ゆたかさんもタッキーも伊万里さんも寮の食堂のテーブルに着いたまま下を向き、それきり黙ってしまった。


    　誰だれもが言葉をなくしていた。


    　そんな空気に耐え切れず、俺は食堂を後にした。


    「ちょっと！」


    　伊万里さんがそんな俺を呼び止める。


    「ほっとけェ」


    　けれど豊さんが素早くその声を制した。


    　俺は歩き続ける。


    「でも」


    「あいつがこのままへこたれてェ、そんでそのまま腐るやつじゃないっていうのは、もうわかってんだろォ？」


    「……それは、確かにそうだけど」


    「ならそっとしといてやれよ。男は失敗してどうにかしたいと思ったときにはよォ、一人になりたいモンなのさ」


    「……そうだげな」


    　二人がそう言うと、伊い万ま里りさんはそれ以上俺を呼び止めなかった。


    　俺は食器を流しに置いて食堂の戸を閉めると、涙を拭ぬぐった。


    　ＲＰＧの勇者のように全部自分一人でどうにかできるなんてそんな思い上がりはしてなかったけど、それでも自分の無力さが言いようもなく情けなかった。


    　なにがこの二か月で俺も成長した、だ。


    　なにがゲーマーのレベル上げスキルを舐なめんな、だ。舐めてんのは俺自身だろうが。


    　入学初日、力いっぱいバカみたいに生きてやるって決めたくせに、あんな場面で恐怖で体が動かなかったなんて、そんなの本当にただのバカだ。ただの口ばっかの痛いヤツだ。最低だ。雪ゆき島しまさんがケガをしたのは、間違いなく俺がヘマをしたからだ。俺を庇かばったから、あんなことになったのは明白だ。


    「…………」


    　あのとき恐怖で動けなかった自分は間違いなく、この学校に来る前の弱い自分だった。それが嫌いやでここに来たのに、自分なりに頑張って、頑張ったつもりだったけど、相も変わらず弱いままだった。


    　怒りに似た悔しさに拳こぶしを硬く握り、目元を拭ぬぐった。


    「…………」


    　そしてキッと前を見上げて、バチーンと自分の顔を両手で叩たたいた。前に風ふ呂ろ場ばで雪島さんに叩かれたときのように。あまりに強く叩きすぎて鼻血が出ていたけど、そんなことは気にしなかった。そのままの勢いで自分の部屋へと向かうと、普段猟に持っていくグルカナイフを持って寮の裏手へと向かう。


    　本当なら、今すぐ病院に走って行って雪島さんに謝りたかった。いや、メールでも電話でもいい、とにかく謝りたかった。


    　あのとき俺を助けてくれたことを、泣いて謝りたかった。けど、そんなことをしても間違いなく雪島さんは喜ばないだろうということは、この二か月でなんとなくわかっていた。それに謝ったところで雪島さんの傷が消えるわけでもない。なら、やることは一つだと思った。


    　そうさ、このまま腐ってなんていられないんだと。


    　そうして寮の裏手に出ると俺はまだ割られていない、両手でようやく抱かかえられるような大きさの丸太を切り株の上にセットし、グルカナイフで叩きつけた。


    　当然、一刀両断なんていくわけもなく、ボコッと鈍い音を立てただけで傷が付くだけだったけど、それでも何度も何度も腕を振り上げて全力で木にグルカナイフを叩きつけた。


    　八つ当たりのように。


    　贖しよく罪ざいのように。


    　何度も何度も全力で腕を振り続けた。


    　まったくもってくだらないだろうけど、きっと誰だれも喜ばないし救われないだろうけど、それが現時点で思いつく限りの俺の償つぐないだった。


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    「鈴すず鹿かくん、そろそろ晩御飯」


    「お、そっか、もうそんな時間か」


    「…………」


    「…………」


    　その声を聞いた瞬間、短いそんなやりとりを、できるだけ自然にできるように俺は努めた。


    「おかえり」そして短く雪ゆき島しまさんに声をかける。


    「ただいま」雪島さんも短く答える。


    　一五日ぶりに見る雪島さんは以前と何も変わらなかったけど、唯一の違いは両手に持った大きな松まつ葉ば杖づえ。それを見た瞬間、俺は口を固く結び再び彼女に背を向けた。


    「…………」


    「…………」


    　その短い会話の後も、雪島さんはその場を離れなかった。たぶん、今までなかった山みたいな大量の薪まきが積まれていたからだろう。


    　それは俺がこの一五日間延々と割り続けた薪だった。


    　俺は無言で大きな切り株の上に中型の木塊を乗せ、五～六歩距離を取って、一呼吸置いて短く走り木塊を切る。そんな動作を延々と繰り返す。


    「……これは全部、鈴鹿くんが？」


    　しばらくして、痺しびれを切らしたように雪島さんが[image: ]きいた。


    「そう。全部俺がやった。どうせ冬には必要になるんだし」


    「……あの日からずっと？」


    「そう、あの日から」


    　一瞬沈黙した後で、俺はパコーンと薪を割る。


    「なんでなの？」


    　雪島さんは平坦な調子で質問してくる。


    　俺はできる限り平然と答えた。


    「鍛きたえ直そうと思って。あと実益を兼ねて、かな。ほら、イノシシって鹿しかと違って意外と体が下にあるでしょ？　だからこれなら距離感を摑つかむのにちょうどいいと思ってさ」


    　言いながら薪をドゴッと、叩たたく。どうやら節に当たったようでうまく割れなかった。


    「…………」


    「……鈴鹿くん、泣いてるの？」


    「泣いてない」即答する。


    「……うそ」


    「噓うそじゃない」


    　残念ながら、その声は少し涙声だった。恥ずかしい。


    「私は、傷のことはそんなに気にしていない」


    　そんな俺とは対照的に、雪ゆき島しまさんは落ち着いて言う。


    「ケガをすることなんて入学したときから覚悟してた。それはきっと他の皆みんなも同じだと思う」


    「…………」


    「私は誰だれも恨んでない。……それに」


    　雪島さんは言葉に詰まり、そして少ししてから静かに言葉を重ねた。


    「私は動物が好き。こんなことで嫌いになるなんてありえないくらい大好き。だけど、そんな動物の命を奪っても、私は守りたいものを守るって決めた。なら、これくらいのケガはむしろフェアだと思う」


    　俺はそんな彼女の言葉に手を止めた。


    「……つまり動物が好きだけど、狩りに行くしかないから、だからケガをしてもしょうがない、ってこと？」


    「そう」


    「それは切なすぎるでしょ……」


    　いくらなんでも、その考え方には救いがない。


    「確かに割り切れない。けど、希望がないわけでもないの」


    「……？」


    　言ってることがよくわからなかった。けど言葉通り雪島さんの顔に悲ひ愴そう感はなかった。


    　というか、雪島さん今日はよくしゃべるなぁ。……いや、雪島さんも雪島さんなりに俺を励まそうと無理しているのだろう。


    　そんなことを思ってまた少し涙目になっている俺を前に、雪島さんは松まつ葉ば杖づえを壁に立てかけ真まっ直すぐ俺を見た。


    「あなたは、初めて獣けものを殺したとき、本気で後悔していた。本気で悲しんでいた。それは私と同じ反応だった。それを見て初めて私と同じ人がいたんだって、思えたの」


    「？　それが、希望？」


    　俺にはその意味がよくわからなかった。


    　雪島さんは大きく頷うなずいてから口を開いた。


    「私は無心になることで感情を殺して動物を殺してる。私はそういう方法を選んだから。けど、あなたは違う。手が震ふるえても、足がすくんでもそれでも感情を殺さずに真っ直ぐに向き合ってる。それは私にはできなかったことで、それは私がしたかったことで、きっと私にはできないことだから。だからあなたには、どうすれば感情を殺さずに狩りができるか、その答えを出してもらいたいと思ったの」


    　自分の罪を告白するように淡々としゃべる雪ゆき島しまさんが、女子にしては短めなショートカットと相あいまって俺には酷ひどく悲しく見えた。


    「…………」


    　その口調と雰囲気に、俺は何も言えなかった。


    「……ごめんなさい。あなたにかかわってた理由が、こんな我がままな理由で」


    「……、いや、そんなことはないよ」


    　俺は、なんとか喉のどの奥から声を出した。


    　いきなりこんなディープな話をされてかなり面食らっていたけど、今日まで雪島さんにしてもらったことに対する感謝の気持ちの方が大きかった。


    「俺も、雪島さんには感謝してる」


    「……そう言ってもらえると助かる」


    「あっはは。……こっちも、そう言ってもらえると助かるかな」


    　無理やり笑顔でそう言って俺は再び薪まきと向き合った。そして涙を隠すように薪をパコーンと割る。


    　雪島さんはそれを後ろからじっと見ていた。


    『…………』薪を割る音だけが、辺りに響く。


    　そして二個目の薪が地面に倒れたときだった。雪島さんは再び口を開いた。


    「一つ質問をしてもいい？」


    「どうぞ」俺は手を止め彼女を見る。


    「なんで、鈴すず鹿かくんは勇者になりたいと思ったの？」


    　雪島さんは、なんの気まぐれか、そんな質問をしてきた。


    　俺はすぐに言葉を返す。


    「そりゃ、男の子だからさ。男子は誰だれでも一度は地上最強の男と勇者に憧あこがれんだよ。だけどみんな親父おやじやガキ大将の……」


    「まじめな話」真剣な目だった。


    「…………」


    　その真剣な目に、俺は少し黙った後で手を止め空を見上げた。


    　さすがは田舎だ。空には星が地元じゃ絶対に見られない飽和濃度で輝いている。


    「……話しだすと、長くなるよ？」


    「いいから」


    　どうにも、いつもの調子で茶化していい雰囲気じゃなかった。


    　だから俺は随分と空を見上げてから、覚悟を決めて静かに言った。


    「今から五年くらい前にさ、『Ｂ・Ｏ・Ｄブレス・オブ・デザート』って、マイナーなゲームが発売されたんだけど。そのＲＰＧが小学生のとき、すげー好きだったんだ」


    「…………」


    「そのゲームは架空の中東の砂漠が舞台っていう珍しいゲームでさ、その中で主人公は仲間と海に行こうとするんだ。それも誰だれも本気で海があるなんて信じてない世界でさ、本気で海を探して砂漠を延々と進んでいくんだ」


    「それが、鈴すず鹿かくんの言う勇者？」


    「そう。主人公のクセに最後まで必殺技も魔法も使えずにグルカナイフ一本でがむしゃらに頑張るだけがとりえの、ただの人間。そんな人に俺は生まれて初めて憧あこがれたんだ。それまで俺さ、取り柄もやりたいことも何もなくて。将来の夢とか、先生がよく聞くだろ？　皆がサッカー選手、とかアイドルとか言ってる中、本当に何も思いつかなくてさ。だけど、そのゲームに出会って、これだって思ったんだ」


    「…………」


    　雪ゆき島しまさんは、口を半開きにして、かなり呆あきれ顔だった。そんなバカみたいな理由でここへ？　と[image: ]きいているみたいだった。


    　おしい。


    「だけど中坊になったらさ、なんかゲームの主人公を目指して頑張ってるってのが急に幼稚でカッコ悪い気がしてきてさ、その反動でずっと中学じゃゲームとか知りません。オタクってなに？　って感じで中三までずっと過ごしてたんだ」


    「……ちょっと、意外」


    「だろうね」


    　俺は肩をすくめて同意する。


    「だけど、そうやって〝普通にカッコよく〟ってのを目指してスカして生きたら、なんかどんどんやる気が出なくなってさ。何をやるにもなんとなくで、そんである日進路調査票を渡されて、そのときにふと思ったんだよ。『ああ俺って今、あの憧れた勇者とは反対側にいるな』って。そんでこのまま俺はなんとなく大学まで行って、そんでなんとなく就職とかして、それでなんとなくお終しまいなのかなって。……そう思ったときさ、それは絶対に後悔するって思ったんだよ。絶対納得できないって。そしたらさ、なんとなくじゃなくて〝何か〟したいなって、そう思ったんだ。それで、何か、って思ったときに自分の中にあったのが、大好きなモンハンとあのゲームの勇者だけだったんだ」


    　そう。結局、俺はゲーマーでいることでしか気合いを入れて生きていけない、そんなどうしようもない人種なのだ。


    　雪島さんはじっと俺のことを真正面から見つめて、そうして少ししてから、ゆっくりと口を開いた。


    「……少し、あなたのことがわかった気がする」


    「そっか」


    「うん。……ところで、その勇者は海にたどり着けたの？」


    　雪ゆき島しまさんは絵本の続きをせがむ子供のような顔をする。


    「う～ん。ネタバレはどうなのかと思うけど」


    「いいから。教えて」


    　俺は少しだけ目を閉じ考え、口を開いた。


    「……、たどり着けたよ。あの青は、今でもよく覚えてる」


    　俺は目を閉じたまま静かに言った。同時にキラキラ光る青い海を思い出していた。


    　──そう、あの光景をただ綺き麗れいだと思った。そこにいたいと、心の底から思った──


    「……俺にとっての海を見つけるのが、勇者になる以外の俺のもう一つの夢なんだよ」


    　そして夜空を見上げながら呟つぶやいた。すると、


    



    「いいかげん晩御飯ですよ！」


    



    　そんな穏やかな空気をぶち壊すような望もち月づき先生の大声が同時に裏手から聞こえてきた。その声に俺は、はっとなって腕時計を確認する。


    　七時二〇分。普段の夕食時間を二〇分も過ぎていた。


    『…………』


    　意外なほど話し込んでいたことに二人して目を合わせてから、小さく笑ってしまった。なんというか、お互い随分と恥ずかしいことをしゃべっちまった気がしていた。


    　──ま、これもバカみたいに生きるってことなのかな──


    　そんなことを思いながら、俺たち二人は皆みんなの待つ食堂へと足早に向かった。


    　その間ずっと雪島さんは、なんだか恥ずかしそうな顔で笑っていた。


    　そんな彼女の反応に俺も恥ずかしさで顔が真っ赤だったけど、悪い気はしなかった。


    　なんか、青春してる気がしていた。


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    　その夜、俺が寝返りを打つと、肘ひじが何か柔らかい物にぶつかった。


    　ん？　なんだ？　俺、昨日ベッドになんか置いたっけ？


    　ぼんやりと、薄い意識の中で思考する。


    　……まぁいいか。なんか夜中のうちに落ちたんだろう。今日は日曜だし、昨日は夜遅くまでダンジョン探索してたし、いいよね？　タッキーと走りに行くのは午後だし。それにしても昨日拾った指輪は重い。え？　重い？　いや昨日拾ったのは☆つきの儚はかなきオーロラリングだからそんなに重くは……でもなんかこう、お腹なかの辺りが異様に……ズドンッ！　。


    　その瞬間、俺のお腹に人生史上二回目の超重物がのし掛かった。


    　ぐべッ！　痛い！　痛い！　痛い！


    　痛みに急速に覚かく醒せいする意識。俺はお腹に再び移動した荷物の重さに耐え切れずに上半身を起こし、超絶早口に叫んだ。


    「ぐはっ！　死ぬ死ぬ！　圧死するッ！　筋力鍛きたえる前に圧死する！　生き埋めはやめて！」


    「おはよう！　おにいちゃん！」


    「…………」


    　そして目の前の異次元に絶句する。


    　星明かりだけの暗い部屋の中、銀色の長い髪と黄金こがね色いろの瞳ひとみを持つ、命の恩人こと熊くまの神様が俺の上に裸にブカブカのワイシャツ一枚という姿でちょこんと乗っていた。


    　重量的にはズドンだったが。


    「え？　は？　え？」


    　急な寝起きの妙な意識に言葉が出なかった。


    「えへへ。きちゃった！」


    「って！　あのときの神様!?」


    「うん！　そうだよッ！」


    　満面の笑えみでそう言って少女は俺の上半身を両手で前後に揺さぶった。


    「って、おま！　テンション高けーな、つかなんで裸ワイシャツ!?」


    「神様だからね！　服だけじゃなくて、姿くらい自由に変えられるよ！」


    「マジかよ！　てか、なんでここにいるんだよ！　どっから入った！」


    「そこの窓からだよ！」


    　首だけ捻ひねって後ろを向く。そこには開け放たれた窓についている小型の鍵かぎが、ひしゃげてブラブラと揺れていた。


    　え、なにこの子怖い。窓壊して服脱いで住人に馬乗りとか、どこの痴ち女じよですか？


    「えへへ、おにいちゃんの匂においがしたからきちゃった！」


    「匂いって、お前は犬か！」


    「熊だよ！」


    「わーってるよ！」


    「おいしそうな匂いだったんだもん！」


    「…………」


    　……やばい。こいつやっぱ俺を食う気だ。その言葉に頭が完全に覚醒を始める。


    「あははは、大丈夫だって。今の、半分くらい冗談だから！」


    「半分!?　やっぱり半分だけなの!?」


    「あははは、気にしない！　気にしない！」


    「むっちゃ気にするよ！　ていうか、本当にテンションたけーな！　っていうかなに？　わざわざ俺に会いに来てくれたのか？」


    　そう[image: ]きくと少女は小首をかしげ、上目使いに考え込んだ。


    「う～ん、最初はそれが目的じゃなかったんだけど、こっちに来たらおにいちゃんの匂においがしたから来ちゃった！」


    　そして弾はじけるような笑顔。


    「そいつはどうも。って、そうじゃなくてだな！　ここにいるとマズイんだよ！」


    「ほえ？　なんで？」


    「なんでも！　お前だって他の人に見られたらマズイんじゃないのかよ!?」


    「ん？　おにいちゃん以外の人なんてどうでもいいよ！」


    「断じて、よくない！」


    　叫んだ後でドタドタと廊下から足音が聞こえてくる。


    　深夜だからか、その足音がやけにはっきり聞こえた。そして一気に冷や汗が噴出する。


    　緊急事態発生！　直ただちに危険物を収容せよ！


    　そんな脳内アナウンスが駆け巡る。

  


  [image: ]



  
    　どこだ、どっかにこの野性の権ごん化げを一瞬で隠せる場所は!?


    　四畳ほどの狭い部屋の中をきょろきょろと見渡す。


    「そんな場所ねぇ！」諦あきらめて叫ぶ。


    　窓から投げ出す？


    「重すぎて無理！」諦めて叫ぶ。


    　ならば説得を、と、そんなことを考えていた瞬間、いきなり地獄の門が解き放たれた。


    「おいィ！　どうしたァ!?　殴なぐり込みかァッ！」


    　光源のない薄暗い廊下から、豊ゆたかさんが部屋のボロいドアを蹴け破やぶって登場。


    「翔しよう馬まくん！　生きてるげ!?」


    　続いてタッキーが電気の消えた俺の部屋に入室しようとする。


    　そして裸ワイシャツの幼女とご対面。


    「…………」


    「…………」


    　一瞬、彼らの絶句と共に部屋の時間が停止した。


    「ほぇ？」


    　犯人を除いて停止した。


    　その光景。どう見てもエロゲーです。


    　本当にありがとうございました。


    



    　そして時は動きだす。


    「……ゆうべは、お楽しみでしたね……」


    「タッキー！　誤解だよッ！」


    「……見損なったげ。二次元に対しても三次元に対しても紳士であると思っていたげに……」


    「やめてタッキー！　そんな汚いバグデータを見るような目で俺を見ないで！」


    「だって」


    「だってじゃない！」


    　必死に叫ぶ。


    「ほら、見てタッキー！　俺下！　下に俺！」


    「そういうプレ……」


    「断じて違う！」


    「いやさァー。俺はァ、別に人の恋路に横よこ槍やりを入れるようなことはしないけどよー」


    　豊さんの目も死んでいた。


    「豊さん！　頼むから俺を信じて！」


    「いやァ、無理だろ」


    「なんてこったい！」


    　必死に叫びながら、俺は自室のドアの前に、この状況における最悪の人物の存在を察知した。それも複数！


    　第一種戦闘配備、急げ！


    　脳内でアラームが鳴り続ける。


    　けれど体は重さでびくともしない。


    　コツコツと足音が近づいてくる。


    　俺にはそれが死の宣告に聞こえた。そして、


    「いったいなんの騒ぎなの？　深夜にこんなに騒いで。これでゴキブリとか言ったら、騒いだ人のあだ名を三年間ゴキにするわよ？」


    　案の定、伊い万ま里りさんだった。


    　さらにもう一人。


    「いったいどうしたんですか!?　こんな深夜に。いくら田舎だからって近所迷惑ってものが」


    　続けて襦じゆ袢ばん姿の望もち月づき先生がのっそりと顔を出した。


    　再び時間が停止する。


    「鈴すず鹿かさん。短い付き合いでしたね。ゲームオタクでしたけど、私はあなたのその一本気な所、嫌いじゃありませんでしたよ」


    　サムズアップして携帯電話を取り出す。


    「やめて先生！　そこで携帯を取り出さないで！」


    「だって」


    「だってじゃない！　俺は無実です！」


    「うふふ。どう見ても有罪でしょ、このロリコン♪」


    　伊万里さんは、いまだかつて見たことのないような満面の笑えみを浮かべて言いやがった。


    「ロリコンていうな！　見ろ、俺はむしろ襲おそわれている！」


    「斬ざん新しんな言い訳をありがとうございます、ロリコン♪」


    「だから！」


    「そこの部外者は、早く鈴鹿くんから離れるべき」


    　涼やかな声が一いつ閃せん、その場を切り裂さく。


    　全員がその声の方向に顔を向ける。


    　雪ゆき島しまさんだった。


    「そんな格好でそこに跨またがっているのは不適切」


    「……だれ？」


    　その涼やかな声に、ベッドの上に居座る本件の犯人が反応した。


    「雪島サホ。あなたは？」


    「熊くまの神」


    『くまのかみ？』疑問の声を上げる一同。


    　やっべー。なにこの子、なにヘンなこと口走っちゃってるの？　変なことじゃないけど、確かに真実ですけど。さすがにそれは普通の一般人には衝撃が強すぎますよ？


    　事態の悪化を悟った俺は軌道修正すべく、なにか良い言い逃れを、と考える。


    　えーっと熊の神。くまのかみ、くまのかみ、みかみかみか。


    　瞬時に俺の脳内スパコン（16ビット）が唸うなりを上げた。そして俺は必死に叫んだ。


    「そ、そう、そう、この子、熊くま野のミカっていうんだ！」


    『…………』


    「……、……どうも、……熊野、ミカです」


    　やや不服そうながらも少女は俺の尋常ならざる雰囲気を察したのか、そう答えた。


    「そう、はじめまして熊野さん。それはともかく、一刻も早く鈴すず鹿かくんの上から立ち退のくべき」


    「……ちょっと、あなたさっきからなんなの!?　おにいちゃんのなんなの？」


    「……私は鈴鹿くんのクラスメイトであり仲間。それ以上でも以下でもない」


    　雪ゆき島しまさんはただ一点、ベッドの上の少女を睨にらみつけ静かに言った。


    　ミカも負けじと声を張り上げる。


    「なら邪魔しないで」


    「そうはいかない」


    「なら彼女ヅラしないで」


    「そんなつもりはない」


    「…………」


    「…………」


    　ゴゴゴゴゴゴゴっと火花が二人の間に散る。


    　ミカは俺の上からひょいっと立ち上がり、雪島さんを睨にらみつける。。


    　ふっと体が軽くなり、ふぅ。ひとまず圧死は避けられた。っと全身の力を抜いた。


    　雪島さんは一歩前に出て、俺の部屋に入ろうとする。


    「鈴鹿さん？　ちょっとこっち来てください」


    「……はい」


    　俺は暗い部屋に入ろうとする雪島さんをなんとか押しとどめて、手招きする先生の前に、


    「って！　痛たたあたたったた！」


    　立った瞬間、笑顔の先生の右手が俺の頭ず蓋がい骨こつにめり込んでいた。


    「鈴鹿さん。あの子を、どこからさらってきたんですか？」


    「いきなり酷ひどい！　あいつが無断で来ちゃったとか、そんな可能性はないんですか!?」


    「ありません」


    「断言しないでくださ、って、あ、あ！　アイアンクローがマジで痛いです！」


    「先生はもっと心が痛いです」


    「いや、でも俺が連れ込んだわけでは……」


    「なら、本当のことを話してください」


    「俺が被害者なんです！」


    「……。そうですか」


    「先生！　ちょっと、ま！」


    　先生は１ミリも信じてない失望顔で、情け容赦なく俺を空中に放ほうり投げた。


    　睨にらみ合う女子二人の横を通り抜け、


    「ぐべ」顔からベッドの上に落下。


    　鼻を押さえて顔を上げれば、クラスメイト全員が俺を犯罪者を見る目で見ている。


    　ヤバイ、このままだと本当にピーポくんにピーポーされかねない！


    　鼻の痛みに涙目になりながら思う。


    　ならば、なにか、なにかいい方法はないか!?　この状況を切り抜ける起死回生の一手は！


    　先生の携帯のディスプレイだけが光る廊下に目を向け、部屋の中を見渡し、


    「！」


    　そしてミカの横顔を見たその瞬間、俺の脳内にこの窮きゆう地ちを脱する唯一の方法が閃ひらめいた。


    　──もう、このワンチャンスに賭かけるかしない──


    　俺は生なま唾つばを飲み込み、決意を込めてベッドに無造作に置かれた掛け布ぶ団とんを手に取るとミカに頭からすっぽりと被かぶせ、ベッドに引き込んだ。そしてその中に自分も入る。


    「ちょっと！　何してるんですか!?」「翔しよう馬まくんが壊れたげッ！」「真性の変態だぜェェえええ!!」「キャアアアアア────！」


    　皆の悲鳴と怒声が鳴り響く。


    　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、俺は布団の下で戸惑うミカだけに聞こえるような声量で早口で[image: ]きく。


    「お前、さっき姿は自由に変えられる言ってたよな!?」


    「う、うん」戸惑いきょろきょろするミカ。


    　その回答に勝利を確信した俺は、彼女の細い肩をグッと引き寄せ目を力強く見つめ、囁ささやいた。


    



    「頼む！　俺の抱だき枕まくらになってくれッ！」


    



    　その言葉の勢いに押されミカが慌あわてて頷うなずく。


    　光が目の前を覆おおったのは本当に一瞬のことだった。


    　そしてガバッと。思ったよりも早く布団は剝はぎ取られた。


    　布団を取ったのは、やっぱり雪ゆき島しまさん。


    　両手で布ふ団とんを持ち、光の完全に消えた目で俺を見下ろしている。


    「……!?」


    　だけど、そこにいるのは俺だけだ。


    　正確には、ベッドに寝転ぶ俺と、ワイシャツ姿の幼女がプリントされた抱だき枕まくらがあるだけだ。


    「「……」」イッツ・ア・イリュージョン。


    　手品師に騙だまされた観客のように、皆は驚き顔で首をかしげる。


    　暗い部屋の中、沈黙が部屋を包み込む。俺以外の全員が、立ち尽くしている。


    「……おほん。バレちゃあ、しょうがない。……実はですねぇ」


    　そんな奇妙な沈黙の中、俺はベッドからのっそりと起き上がり真剣な声で叫んだ。


    「実は俺、召しよう喚かん系能力者だったんだッ！」


    　両手をパッと広げ叫ぶ。


    「俺の能力！　〝二次元への純情な愛ラブ・フアントム〟は！　自身の嫁である抱き枕を媒介にオーラを消費して二次嫁を三次元へと召喚できる能力だッ！　嫁への愛が深ければ深いほど高性能、高密度に召喚することができるッ！　なお召喚はベッドの上でしかできないうえ、召喚した嫁が一度ベッドから離れて再びベッドに戻った場合、この能力は強制解除されるッ！」


    　俺は自みずからの能力をペラペラしゃべって、自滅するヘボな敵キャラみたいに演説を繰り広げる。


    「「…………」」


    　く、苦しい！　やっぱり苦しいか!?


    　俺は冷や汗をかきながら、皆を見る。


    　皆、無表情に近い呆あきれ顔。そんな中、


    「……翔しよう馬まくん、すごいげ」


    　タッキー一人だけ戦隊ヒーローを信じる純真な子供みたいな顔をしていた。


    「まさか、本当に能力者がこの世界にいるなんて……、信じられないげ……」


    　タッキー素直すぎだよ！


    「…………」


    　雪ゆき島しまさんは当然俺の話が信じられないようで、抱き枕の中身を確かめようと手を伸ばし、殺気を周囲に撒まき散らしながら抱き枕を思いっきり殴なぐった。


    「って！　っちょ！　ダメメぇぇェェええッ!!」


    　再び殴らんと拳こぶしを振り上げた雪島さんの手よりも速く、俺は抱き枕に抱きついた。


    「俺の嫁に触っちゃ、ダメメぇぇェェええッ[image: ]　ダメなんだァァぁぁああああ[image: ]」


    　さすがに二発も殴られたらたぶん、ミカは元の姿に戻るだろう。それはマズイ！


    「俺の嫁に触っちゃ、ダメなのぉぉォォおおッ[image: ]」


    　恥も外聞もかなぐり捨てて、ただただ通報の危機を回避するため、そのためだけに俺は叫び続ける。


    「「…………」」


    　そしてそんな俺を見て、タッキー以外の皆がどう思ったのかなんて、考えたくない。


    「……キモっ」


    　たぶん、伊い万ま里りさんの一言に集約されてると思うし。


    「……キモすぎ」


    　続けて伊万里さんはそう言い、俺の視界から消えた。


    　ふう、どうやら俺のキモさが彼女の嗜し虐ぎやく心を超えたようだ。よかった。よかった。


    　……。ホントもう、……よかった。


    　俺は抱だき枕まくらに抱きついたまま、涙を流す。


    「……本当に、枕だった」雪ゆき島しまさんは不思議そうに呟つぶやく。


    「中に誰だれも入ってない」


    「……おっかしーなァ」


    　豊ゆたかさんは何度も何度も首をかしげ、


    「電気つけよーぜェ、電気」


    　俺の部屋にずかずかと入り、壁のスイッチを押す。


    　チラ、チラッと光が揺らぎ、パッと蛍光灯がついて部屋を光の下もとに晒さらす。そうして豊さんは何度も何度もベッドの下を覗のぞき込み、


    「……誰もいねェ」


    「……。もしかして、全部鈴すず鹿かさんがやっていたのですか？」


    　先生は探偵のような雰囲気で俺を見る。


    「え？」なんのことですか。


    「いえ、さっきまでのことは全部、鈴鹿さんが腹話術とかゲーム機とかを使って一人でやっていたのではないかと。ほら、鈴鹿さん変なところで器用ですし」


    　先生はいたって常識的な可能性について言及する。


    「でも、さっき立ってなかったかしら？　その枕」


    　ひょいっと伊万里さんが首だけ覗のぞかせて鋭いツッコミを入れる。


    「そうですか？　暗いのと雪島さんが陰になってて先生からはよく見えませんでしたけど、どうなんですか？　雪島さん」


    「…………」


    「…………」


    　俺は目で、雪島さんに訴えかけた。


    　お願いです。これからは悔い改め、あなたの下げ僕ぼくとして学生生活を送ります。毎週の動物番組の録画も欠かしません。ＣＭカットもやります。動物をこの寮でお飼いになられたい場合は、私も必死に先生及び他の生徒の説得に尽力いたします。つうか、なんでもするから、頼むから今は俺を助けてください！


    　できもしないマニフェストを掲かかげる政治家のように、俺は雪ゆき島しまさんに目だけで懇こん願がんした。


    　すると、


    「……暗くて私も、よく見えなかった」


    　祈りは届いた。


    「そうなんですか？」


    「ええ」


    「……そうですか」


    　先生は、むぅっとした顔で「私も含めて、皆さん、疲れてるんですかね……」と大きく息を吐き、


    「どちらにしろ、鈴すず鹿かさん。夜遅いんですから、もうこんな騒ぎは起こしたらダメですからね」


    「はい。申し訳ありませんでした！　これからは能力の暴走を抑えられるように精進します！」


    　ベッドの上で土下座する。


    「次うるさくしたら、本当にこの寮から追い出しますからね」


    　ビシッと宣言して先生は俺の部屋を後にした。


    「……寝るかァ」


    「だげな」


    「そうね。行きましょう、雪島さん」


    　その宣言を受けて、皆も俺の部屋を後にした。


    「…………」


    　雪島さんだけ、すんと鼻を鳴らした後、鋭い目でミカの抱だき枕まくらのことを見ていた。


    「……はぁ」絶対、疑ってるよ、アレ。


    　そして俺は皆みんなが出て行ったのを確認してから部屋のドアをしっかりと閉め、ため息交じりにこの辱はずかしめの元凶にそもそもの原因を尋たずねた。


    「……で、結局お前はなんでここに来たんだよ。そもそもさ……」


    「う～んとね。言うことを聞かないバカが一頭こっちに降りてきたからなんだけど」


    　布ふ団とんに包くるまったミカは、すでにいつものワンピース姿に変わっていた。


    「ていうか、さっきの短髪、……わたし、嫌い」


    「間違っても襲おそうなよ……。で、バカって誰だれだ？　また熊くまか？」


    「ううん。違うやつ」


    「やっつけたのか？」


    「ううん、逃げられちゃった。それでその後でおにいちゃんの匂においを見つけたの！」


    「…………」


    　どうやら、森から動物が町に降りてきたらしい。


    　で、それを追ってこいつも降りてきて、ついでにここに来たと。そういうわけか。


    　俺は腕組みして内容を整理した。


    「わかった。わかったが、もうこういうのはナシな。今度来るときはちゃんと玄関から入ってきてくれ」


    「わかった！」


    「でもって、すまんが今日は帰ってくれ。今また騒いだらホントにマズイ」


    「ぶ～」


    「今度なんか持って森に行くから、な？」


    「……わかった」


    　しゅんとした顔で呟つぶやき、重さを感じさせない身のこなしで窓を飛び越える。


    「きっとだからね！」


    　そう言い残して風みたいに、ミカは初めからそこに存在しなかったようにその場から消えた。


    「……ふぅ」


    　俺は壊れた窓の鍵かぎを眺めながらため息をつき、朝になったら皆みんな、全部忘れててくれないかな～。無理だよねぇ～。そんなことを思いながらできそうにない二度寝に挑むのだった。


    



    



    　って、寝られるか！


    　結局、二度寝に失敗した俺はそのまま朝を迎えてしまった。


    「はぁ」なんか、盛大に時間の無駄をした気がする。


    　ぼんやり寝不足感のある頭痛を堪こらえて食堂を目指す。


    　──どうせ寝られないなら、ゲームでもしてりゃよかったよ──


    　食堂ではすでにショートパンツ姿の伊い万ま里りさんが食器をテーブルに並べ、朝食当番責務をまっとうしていた。


    「あ、キモオタのロリコンが来た」


    「……伊万里さん。表現がストレートすぎます。副音声に切り替えてください！」


    「……そう。ごめんなさい」珍しくすぐに折れる。


    「わかって頂けましたか！」


    「ええ、ロリ専ゲーマー♪」


    「って、悪化してる！」俺は頭を抱かかえた。


    「ふふ、このド変態。本当にキモいわね」


    「…………」


    　もはや針のむしろと化した食堂で俺は真っ白になって椅い子すに座り盛大にため息をつく。


    　神様。俺は、これから三年間、このネタでいじられるのでしょうか？


    　そんな絶望感にうな垂れ、その絶望から少しでも立ち直るために、俺はおいしそうな湯気を立てるロールキャベツの爪つま楊よう枝じをつまんで口の中に放り込んだ。


    　あちち。


    「こら、つまみ食いなんてはしたないですよ！」


    　炊飯器片手にリビングに入ってきた望もち月づき先生が俺のその行為を咎とがめる。


    「すみません。つい」


    「ついじゃないですよ、お行儀が悪い」


    「あまりにも野菜がおいしそうだったので」


    「ならしかたないですね」


    　学校の畑で採とれた自慢の野菜を褒ほめられ上機嫌の先生は、あっさり判断を覆くつがえした。


    「ふふ、先生、農業科に交じってときどき手伝ってますもんね」


    　笑いながら付け加える伊い万ま里りさん。


    「そうそう。なんか狩りのときより楽しそうだよね」


    　俺は日曜に畑の外周をタッキーとランニングするたびに目撃する、先生の農作業姿を思い出しながら真顔で言葉を返す。


    「女子高生に交じって楽しそうに土いじりしてる姿とか、童心に戻った子供みたいで、ちょっと可愛かわいいわよね」


    「な、なにを！　黙って食べなさい！」


    　伊万里さんに可愛いと言われて、先生は赤くなってしゃもじでお皿を指し叫んだ。


    「あれ～先生、今食べたらつまみ食いですよ～♪」


    「うっ」


    「うふふ、先生は半分農家だから野菜を褒められて嬉うれしかったんですよね～」


    「まぁ、農家といいましても、週末にちょこちょこお手伝いしてるだけですけどね」


    　先生は照れながら言う。


    　俺は並べられた料理を見ながら質問した。


    「今年は何をやってるんですか？」


    「今年もキャベツとか大豆とかいろいろやってます」


    「へぇ」


    「へぇって！　大変なんですよ!?　このロールキャベツに使っているキャベツも一本一本苗なえを手で植えたんですから」


    　俺はその作業を、つまりあのだだっ広い畑に一本一本苗を手植えする想像をして「うげーっ」となった。


    「それはまた、地味にキツそうな……」


    「でしょう？　農業科の皆さんはそんな作業を毎日頑張っているのです」


    「農業科も大変ですね」


    「楽な第一次産業などありませんから」


    　先生はしみじみと言いながら微笑ほほえむ。


    　その言葉はちょっと重たくて、けど暖かい気がした。


    「さ、つまみ食いもおしゃべりもここまでにして、早く配膳してしまいましょう。ほら、急いで走ってくる人もいますし、皆さんすぐに来ちゃいますよ？」


    　そう言って先生はドタドタと響く足音の方をしゃもじで指す。


    　けれど、その予想は外れた。


    　ドタドタと走り寄ってきたのは雪ゆき島しまさんでもタッキーでも豊ゆたかさんでもなく、ジャージ姿の見慣れない女子生徒だったからだ。


    　いや、よく見ればおかっぱメガネの、あのパステルピンクの子だった。


    「た、た、た、大変です！　望もち月づき先生！　畑が全滅しましたッ！」


    『はぁ？』


    　その第一声に、その場にいる全員の声がユニゾンした。


    「畑が荒らされて全滅しちゃったんです！　とにかく来てください！」


    　ぱっと見、気弱そうな女子生徒が怒声に近い大声で泣きながら叫ぶ。その瞬間、先生はしゃもじを投げ出し走り出した。


    「……全滅って？」俺は状況が理解できず呟つぶやいた。


    「全滅、え、全滅？」


    　どうやら伊い万ま里りさんも混乱しているようだった。


    「なんだなんだァ!?　どうしたってんだァ!?　センコーが今よォ、女子と一緒にすげー勢いで走ってったぞ!?」


    　豊さんが騒ぎながらリビングに駆け込んでくる。


    「あっち、畑の方に走って行ったげ！」


    　玄関からタッキーの声が聞こえる。


    「……ねぇ、行ってみる？」


    「行くしかないでしょう。これは」


    「そう、よね」


    　伊万里さんに答えるや否いなや俺は部屋に戻ってグルカナイフを手に取り、寮の近くにある畑へと急いだ。走りながら嫌いやな予感を通り越して冷や汗しか出なかった。


    　そうしてしばらく全力で走って駆けつけてみると、畑にはすでに先生と数人の女子生徒がいて、そして雪島さんが畑から少し離れた所に立っていた。


    『…………』


    　そして全員がその光景に言葉をなくし、絶望感に押し潰つぶされていた。


    　目の前には柵さくに囲まれた畑が、正確にはその畑の中の一区画が、併設された小さな鶏舎もろとも、なんの慈悲もなく無残に文字通りぐちゃぐちゃに荒らされていた。


    　どうしようもない無力感と絶望感しか感じられない光景が広がっていた。


    　そんな現場を前に農業科の女子生徒が全員、泣き崩れていた。


    「なんでですか！　私たちが何したっていうんですか！」


    　地面を両手で打ちつけ、目を真っ赤にして、わんわん泣いていた。


    「これは、イノシシ？」


    「……たぶん」


    　伊い万ま里りさんの問いかけに雪ゆき島しまさんは短く答える。


    「酷ひどいげ、酷すぎるげ……」


    「…………」


    　その言葉に、光景に、俺は何も言えなくなった。あまりに唐突すぎる災害。あまりにも心の準備がなさすぎた。


    　一方、豊ゆたかさんは畑を見ながら今まで聞いたこともないような平坦な調子で言った。


    「これ、現実かァ？」


    　雪島さんは悲痛な顔で呟つぶやく。


    「……残念だけど現実」


    「「…………」」


    　その場にいる誰だれもが自分の無力さと目の前の理不尽な災害に憤いきどおっていた。


    　すぐ近くで守ることができたかもしれない農業科の生徒の努力と汗の結晶が、鶏の命が無残に蹂じゆう躙りんされ、そして俺たちは何もできなかった。


    　そういうものを守るために俺たちは勉強してたはずなのに、この畑の防衛の一端を俺たちは担になっていたはずなのに、結局俺たちは何もできずに、それどころか気づきもせずに一番身近な畑は害獣被害にあってあっさりと壊滅してしまった。


    　手に持った武器があまりに情けなく、俺は言いようのない無力感と罪悪感を感じていた。


    　空の青さが、ただただ虚むなしかった。


    「…………」


    　そしてたぶん、先生はその悔しさを俺とは比べものにならないほど感じているのだろう。


    　泣き崩れる生徒の肩を抱だいて、手を固く、血が出そうなくらい握り締めていた。


    「……これが、害獣被害ってやつなの？」


    　現実感がないままぼんやりと、俺は隣の雪島さんに質問した。


    　目の前には荒らされた農地が一面広がっていた。


    　俺にはそれが信じられなかった。


    　授業で聞いただけの言葉が、いざ目の前に現れると、信じられないくらい重い言葉に変わっていた。


    「そう。けど、これでもマシな方」


    　雪ゆき島しまさんは泣きそうな顔で言う。


    「これで、かよ？」


    　俺にはその言葉が信じられなかった。


    　だって、これで農業科の人たちが休みの日まで畑に来てたのも、泥まみれで雑草抜いたり虫と戦ったり、病気を治したりした努力も、全部無駄になっちゃったんだぞ？


    「……害獣被害は誰かが助けてくれるわけでもないし、誰にも補償されない。むしろ今回は一年草であって果樹じゃないだけマシなケース」


    　雪島さんの言葉に俺は首を横に振る。


    　無残に泣き崩れる農業科の生徒が、ただただ痛々しかった。


    「……なんかよォ、最近踏んだり蹴けったりだなァ、おい」


    　沈んだ面おも持もちで豊ゆたかさんは地面を蹴け飛とばす。


    「……ほんとだげ」


    　タッキーが目め頭がしらを両手で押さえ、顔を覆おおった。


    「なんてこったいッ[image: ]」


    　俺は、その場で大声で叫んだ。


    　その場を包む理不尽に、耐え切れなかったからだ。


    「なんてこったいッ[image: ]」


    　叫んだところでどうにもならないけど、そうとしか言えない状況だった。


    「……なんてこったい……」


    　またぞろ自分の無力が、ただただ虚むなしかった。

  



  
    



    


    泣きっ面にイノシシ


    



    



    「鳥獣義科の皆さん、至急理事長室に来てください。繰り返します。鳥獣義科の皆さん、至急理事長室に来てください」


    　それは朝、ホームルームが始まる直前の出来事だった。唐突にそんな呼び出しが全校放送で流れたのだ。


    「おめェ、なんかやったのかァ？」


    「……さぁ」


    　俺は机に突っ伏しながら、ぼんやりと豊ゆたかさんに言葉を返した。


    　昨日の荒らされた畑の光景が頭から離れなかった。泣く農業科の生徒の顔や声や、心の底から悔しそうな先生の顔が、どうにもこうにも忘れられない。


    　そこに突然、先生が教室に凄すごい勢いで入ってきた。ドアを開けたときの衝撃で教室が微かすかに揺れる程の勢いだった。


    「皆さん、いますね！」


    「先生、どういうことだげ？　何があったんだげ？」


    「とにかく！　皆さん、理事長室まで来てください！」


    「「は、はぁ？」」


    　女子も含め全員事情が飲み込めないまま、そんな返事をしてしまう。


    　そうして俺たちは怪け訝げんそうな顔のまま本校の一階にある理事長室へと向かった。


    「「なにが起きたんだ？」」


    　全員がそんな疑問を抱かかえながら早足に歩く。


    　本校は遅刻寸前の生徒でごった返していた。その中を教室とは反対方向に歩く俺たち六人を普通科の生徒たちは珍しそうに見ていた。


    　そして彫刻の施ほどこされたえらく重厚な扉の前に到着すると先生は重苦しく言った。


    「皆さん、とにかく落ち着いて、落ち着いて、話を聞いてください」


    「「はぁ？」」


    　先生は俺たち全員のことを見てから覚悟を決めるように小さく頷うなずき、コンコンと軽くノックをしてからその重い扉を開いた。


    「望もち月づきです、鳥獣義科一同、入室します！」


    　ギギギィっと重い音。その向こうには、ソファ二つにテーブル一つ、理事長用の事務机セットに本棚というシンプルな空間が広がっていた。


    「あら、早かったのね」


    　スーツ姿の初老の女性。萩はぎ乃の森もり高校現理事長は、ソファに腰掛けながら第一声を発した。


    　俺は入学式に遅刻したために、これが理事長を見た初めての瞬間だった。入学資料のパンフレットで写真は見たことがあったけど、完全に初対面だった。


    「ま、いいわ。早いに越したことはないし。さ、皆さん座って頂ちよう戴だい」


    　先生は理事長の隣に座り、戸惑いながらも対とい面めんのソファに俺たち生徒が腰掛ける。


    　そうして全員座ると、理事長はいきなり、さらりと宣告した。


    「突然のことで悪いのだけれど、今朝の職員会議で鳥獣義科に関する重大な決定がなされました。皆さんには普通科に転科してもらわないといけないの。それが嫌いやなら最悪は退学、ということになります」


    「「はあ!?」」


    　生徒全員が声を揃そろえて、そんな間抜けな声を出してしまった。


    　いったい、この人は何を言っているんだ？


    　戸惑い、俺たちはお互いに横にいるクラスメイトの顔を交互に見てしまう。


    　現実感がなかった。


    　冗談だと思った。


    　けれど全員、心では無理でも頭では理解していたのだろう。全員の顔が青ざめている。俺は退学という自分の人生とか無縁だと思っていた言葉に、足元が崩れるような眩暈めまいがした。


    「……ど、どういうことだげ？」


    　皆みんなで先生のことを見る。


    「…………」先生は無言で手を強く握り締めて俯うつむいている。


    「どういうことだげ!?」


    「……鳥獣義科は、今日で解散となります……」


    　それは聞いたことがない、先生の搾しぼり出すような声だった。


    　理事長は俯く先生の背中に手を置き、無言で頭を上げるように促うながし、説明を続けた。


    「二週間くらい前に雪ゆき島しまさんがケガをして、実はそのときからずっとこの話は出ていたんです。やっぱり高校生に狩りなんて危ないんじゃないのか？　人死にでも出てニュースにでもなったら大問題だ、自分の身も守れないなんていくらなんでも力不足すぎる、って」


    「……私がケガをしたことが今回の騒動の原因なんですか？」


    　雪島さんは理事長の説明に強引に割って入って質問する。


    「ええ」


    「なら私だけが学校を辞やめればいい」


    「そうもいかないのよ」


    　理事長は首を横に振り、そういう話じゃないのと雪島さんをなだめ、話を続けた。


    「直接の原因は昨日、学校の畑がイノシシに襲おそわれて全滅したことなんです」


    「「えっ？」」俺たちは声を揃そろえて、聞き返した。


    　なんで学校の畑が全滅したことが俺たちの退学だの転科だのの話になるのか、その因果関係が理解できなかった。


    「どういうことですか？」俺は険しい顔で[image: ]きく。


    「その襲ったイノシシが問題だったんです。学校の畑を襲ったイノシシは、雪ゆき島しまさんが襲われ、そしてあなたたちが獲り逃がした個体です」


    「え」


    　雪島さんの口から息がこぼれるように言葉が漏もれた。


    「畑に設置した防犯カメラに映っていたんですよ。望もち月づき先生にも確認していただきました。そして知っての通り、手負いの獣けものはパニックを起こして凶暴化します。学校の畑の厳重な鳥獣害対策を超えて普通じゃ考えられないような暴れかたで畑を襲ってきたイノシシは、あなたたちが半矢にして逃がしたことが原因だというのが農業科の先生と、そして望月先生の見解です」


    「「…………」」


    「つまり、あなたたちがあの畑を壊滅させる原因を作ったのです」


    　俺は、その理事長の言葉に、呆ぼう然ぜんとして、何も言えなくなった。


    　脳裏に昨日の災害現場みたいな畑の光景が蘇よみがえっていた。


    　目の前の先生は血が滲にじむくらい強く自分の手を握り締めている。


    　クラスメイト全員の顔から血の気が引いていた。


    「農業科の先生方はその件で今、怒りくるっています。なんせあの畑が襲われた原因を作ったのも、その畑の防衛をしていたのも、あなたたち鳥獣義科ですから」


    「「…………」」


    「農業科の先生方からすれば、あなたたちは余計なことしかしていませんからね。これ以上何かされる前に即刻活動を止やめて欲しい、という気持ちはわかります」


    　そこで理事長は盛大にため息をつき、首を小さく横に振った。


    「私は今回の決定に反対していますが、残念ながら今の私には、彼らを納得させられる説得材料が一つもありません」


    「……でも、私たちだって好きで獲り逃がしたわけでも、畑の柵さくの管理をサボったりしたわけでもない」


    　雪島さんは気持ちはわかるけど理不尽。そんな顔で理事長に反論する。


    「無駄だぜェ雪島。こーゆう決定は半分はセンコーの気分しだいだからなァ。もう半分理由が揃っちまったらアウトなんだよ」


    　不良の豊ゆたかさんが言うと妙な説得力があった。


    「…………」


    　それを理事長は肯定も否定もしなかった。


    「「…………」」


    　そしてそれっきり、誰だれも何もしゃべらなくなってしまった。


    　おい、なんだ、これ？


    　なんでいきなり転科とか退学とかいう変な単語が出てくんだよ？　おかしいだろ？


    　え？　だって、今日の時間割はこれから山に行くって……。


    　俺は混乱に周囲を見渡す。


    　誰もが顔を伏せて目を合わせてくれない。


    「「…………」」マジかよ。


    　ちょっと待てよ。


    「本当に、どうにもならないんですか？」


    「……私もこの科を潰つぶしたくなんてないですが、残念ながらもう職員会議で決まったことです」


    「本当に、どうにもならないんですか？」


    　俺は間かん髪はつ容いれずに理事長に質問する。


    　頼むよ。


    　すると理事長は少し逡しゆん巡じゆんしてから大きく息を吐き、重いものを担かつぐように口を開いた。


    「……ごめんない。すべて私の責任です」


    「……本当に、どうにもならないんですか？」


    　俺はぐうの音も出ないようなそんな理事長の態度を前に、もう一度同じ質問をした。


    　その質問に理事長は心底残念そうな顔で言った。


    「だってあなたたちじゃ、責任を取れないでしょう？」


    　その言葉に、生徒全員の息が止まった。


    　その言葉は、ありとあらゆる意味でこの状況を端的に現していた。


    　クラスメイト全員に無力感が広がっていくのを肌で感じる。


    　そんな俺たちを前に、理事長は遠くを見るような目をして苦しそうに息を吐く。


    「……さすがに見切り発車すぎ、だったかもしれませんね……。いえ、そもそも未成年に弓だけで狩りを教えるというのが無理だったのかしらね……」


    　後悔するように言う。


    　それはまるで俺の、俺たちの三か月を全否定するような、そんな言葉だった。


    　だから、頭にきた。


    「だったら」


    「ん？」


    「だったら、俺たちが責任を取ればいいんですよね？」


    　俺は詰問口調で理事長に[image: ]きく。


    



    「俺たちが例のイノシシを獲ってくれば、なんとかなりませんか」


    



    「鈴すず鹿かさん！」


    　叫んだ先生を手で遮さえぎって、理事長は口を開いた。


    「……そうですね。あの山からピンポイントで例のイノシシが獲れるとは思えませんが、もしもの話をするなら。仮にあなたたちがあのイノシシを獲ることができれば、今回だけはなんとかなるかもしれません。荒らされた畑は元には戻りませんが、幸い今回の事件で一般の生徒に被害はまだ出ていませんし。……五分五分ですが、今回の事件を収束させて、あなたたちの実力を証明したうえで『もうこれからはこんなミスはしない』そう先生方の前で言えたなら、農業科の先生も説得に応じてくれるかもしれません」


    　冷静に話せば分かって貰もらえる先生ですし。と、静かに打開策を語る理事長。そんな小柄な婆ばあちゃんが俺には救世主に見えた。


    「……はぁ～」


    　けれど、そんなふうに見えていたのは俺だけなのか、伊い万ま里りさんが盛大なため息をつく。


    「なんですか、それ？　無理に決まってるじゃないですか。あの森に何万頭イノシシがいると思ってるんですか？」


    　諦あきらめ顔で早口に言う。


    「それとも、またあのイノシシが畑に下りて来るまで待つんですか？　さっきの話だと、もう今朝の職員会議でこの科の解散が決定してるみたいな言い方でしたけど、そんな悠長にやってる時間があるんですか？」


    　先生も首を横に振ってそのアイデアを否定する。


    「そうです！　あの手負いのイノシシを狩りに行くなんて危険すぎます！　それに撃ち漏もらしてからずっと地元の猟友会で探していたのに、昨日まで目撃情報さえなかったんですよ!?　現在も行方不明！　見つかりっこないですよ！」


    



    「そうですか。じゃ、行きましょう」


    



    　反論する二人をスルーして、俺は席を立って全員を見渡した。


    「「え」」


    　全員が声を揃そろえて俺を見る。


    　俺は当たり前じゃんと言った顔で理事長に[image: ]きく。


    「だってなんとかするには、例のイノシシを獲るしかないんですよね？」


    「今のところは、それしかアイデアはありません」


    　理事長は真まっ直すぐ俺を見る。


    「猟友会でも狩れなかったあのイノシシを俺たちが獲れれば、力不足なんて言われませんよね？　責任を取ったことになりますよね？」


    「可能な限り、理事長としてそういう方向に会議を誘導します」


    　俺は「よし」とガッツポーズする。


    「……あのねぇ」


    　けれど伊い万ま里りさんはバカを見るような目で再びため息をついた。


    「イノシシだって、そんなにホイホイ簡単に獲れるわけじゃないのよ？　それにさっきも言ったけど、獲れたって目的のヤツが獲れる確率は単純計算、数万分の一なのよ？　わかってる？」


    　無理だと。諭すように常識的な見解を述べる。


    　けど、俺は胸を張って反論してやった。


    「そんなの猟師の理屈でしょ？　俺には関係ない」


    「はぁ!?」


    「あのね。数万分の一なんて、そんなのゲームじゃよくある確率なんだよ」


    　それにこういう無力感に負けそうになる感覚はここに来てからさんざん、経験済みなんだよ。だから、


    



    「そんな確率論、ゲーマーの俺には通じませんよ」


    



    「「…………」」全員が再び無言で俺を見る。


    　驚き顔で俺を見る。そして、


    「……言うじゃない」


    　伊万里さんは楽しそうに笑い、それから挑むようにすぐさま席を立った。


    「……そっかァ。なら話は決まりだなァ。俺ァ、売られた喧けん嘩かは買う主義だし、何より自分たちのケツは自分たちで拭ふかねェとなァ」


    　豊ゆたかさんがそれに続く。


    「……僕たちみんなで狩れれば、いいんだげ？」


    　タッキーも続く。


    「異論はない」


    　雪ゆき島しまさんが席を立ち。


    　先生は啞あ然ぜんとその光景を見ていた。


    　理事長は大きく息を吐くと目を閉じ、ふふふっと、おかしそうに微笑ほほえんだ。


    「数万分の一の確率が『そんなの』ですか」


    　そしてピンチとは思えないほどゆったりと言った。


    「……なら、私たちもふんばりましょうか。そうね、おそらく今日の六時までがタイムリミットです。それまで私たちでなんとか会議を引き延ばして口八丁で丸め込んでおきます。そこまでは約束しましょう。皆さんだけで大変だとは思いますが、頑張ってください」


    「皆さんだけって、先生はァ？」豊ゆたかさんはぽかんとした顔で質問した。


    「……望もち月づき先生は今から一時間後にこの件で市の教育委員会に私と行ってもらいます。これは私の力ではどうしようもありませんし、その後はこの学校の職員会議と役員会議でまず抜けられないでしょう。ですから望月先生の力は期待できませんし、もちろん他の猟友会の方の力も借りられません。それじゃあなんの意味もありませんから」


    「……、わかりましたァ」


    　マジかよ。といった感じで豊さんは苦い顔をする。


    　俺たちは、主戦力の先生が狩りに行けない。そのことに少なからず動揺していた。


    　本当に俺たちだけで行くのかよ？　と。


    　けど、そんな動揺を飲み込んで俺はできるだけ余裕たっぷりに席を立った。


    「それじゃ、時間もあんまりないことですし、これで失礼します」


    　俺は頭を下げて、歩き出す。


    「「失礼します」」


    　それに続いて鳥獣義科の生徒全員が頭を下げて理事長室を後にする。望月先生は俺たちを追うように慌あわててもう一度理事長に頭を下げ、俺たち生徒と一緒に理事長室を後にした。


    　理事長室を出て扉を閉めた瞬間、先生は深くため息をついてから叫んだ。


    「皆さん、本気なんですか!?」


    「もちろん」俺は大きく頷うなずく。


    　先生は心配そうに弱気な顔になる。


    「イノシシがどれだけ危険かはこの前の件で痛いくらいわかったでしょう？　しかも皆さんはまだ一回もイノシシを獲ったことがない。しかも相手は大物。それなのに皆さんは猟銃を持っていないんですよ!?　私も一緒に行くことができない。そんな危険なことを私は担任として許可できません！」


    　確かにその通りだ。


    　今の俺たちじゃ、レベルも装備も不十分。そんな状態でイノシシ狩りに失敗したらどうなるかは十分知っていた。ケガだってするだろうし、下へ手たしたら死ぬかもしれない。


    「でも、行かないと、俺たちここにいられなくなるんですよ」


    　先生はそんな俺の言葉に首を横に振って反論する。


    「……普通科に残ることも、農業科に残ることだってできます」


    「俺は、このクラスにいたいんです」


    「…………」


    「それに僕たちが狩りを勉強しなきゃ、地元の皆が困るんだげ」


    　タッキーの言葉に他のクラスメイト全員が頷うなずく。


    「その通り」


    「そういうこったァ」


    「不本意だけどね」


    「…………」


    　そんな俺たちの言動に先生は少し困り顔で、だけど同時にどこか誇らしげな、そんな複雑な顔をした。


    「皆さん、本気ですか？」


    「「もちろん」」


    「…………」


    　俺たちが声を揃そろえてそう言うと、先生は相そう好ごうを崩し、今日初めて笑った。


    「……そうでしたね。皆さんは、皆さんの地元を守るためにここに来たんですもんね」


    　おそらく無理やりだったのだろうけど、小さく微笑ほほえんだ。


    「そうですね。何もしないで諦あきらめるにはまだ早いですよね。なら、これからイノシシの生態について特別講習をやりましょう。そのまま山に行くよりは幾分かマシなはずです」


    「「はい！」」


    　先生は俺たちの揃った返事を聞くともう一度微笑み、鳥獣義科の教室へ向かって走り出した。女子二人もそれに続く。


    「…………」


    　けれど俺はその場から動かなかった。


    「どうしたんだ、早く教室に戻ろうぜェ？」


    「早く、早く行くげ！」


    　その場から動かない俺に男子勢が声をかける。


    　俺は逆に問い返してやった。


    「ねぇタッキー。低レベルかつ初期装備で挑まなきゃならない敗北イベントがあったとして、それでもその敗北イベントを覆くつがえしたいなら、どうすればいいと思う？」


    「どうすればって、……そんなの無理だげ。裏技を使うぐらいしか手はないげ」


    「だよね」


    　俺はその回答に笑ってから手に持った外履きに履き替えると、上履きを来客用の下駄箱に突っ込んだ。


    「だから今からその裏技を実行してくる」


    「どういうことだげ？」


    「なに言ってんだァ？」


    　タッキーは混乱し、豊ゆたかさんは眉まゆを寄せ突っかかるように言う。


    「二限の終わりには必ず戻るから」


    「お、おい！　どこいくんだァ！」


    「いいから。俺に名案があるんだよ！」


    　真まっ直すぐ、真剣な目で豊さんを見る。うまく説明できないけれど、きっと伝わるはずだ。


    「…………」


    「…………」


    　どうだ。


    　そうして数秒後、根負けしたように、豊さんは一呼吸して大きなため息をついた。


    「はァー。なんかわかんねェけど。わかった。……いいかァ、二限の終わりまでには絶対に戻ってこいよ。先生と女子たちには俺から言っておく」


    「おう！」


    　俺は下駄箱をバタンと閉めると、皆みんなとは反対方向へと走り出した。


    「そっちの座学は任せた！　絶対時間通りに戻ってくるからさ！」


    　自信満々に走り出す。そこに迷いはなかった。それしかもう奇跡を起こす方法はないと確信していたからだ。どうしようもない状況で奇跡を起こすには奇跡みたいな存在に手を貸してもらうしかないと確信していた。


    　──困ったときの神頼みってな──


    「頼むぜ神様！　熊くま野の様！」


    　走りながら遠くに見える森に向かって叫ぶ。


    　校門を走り抜け、町を駆け抜け、そして俺は三か月前、熊に襲おそわれ死にかけたあの場所へと向かって止まることなく全速力で山道を駆け上がっていった。


    



    



    「頼む、出てきてくれ！　俺だ！　翔しよう馬まだ！」


    　俺は息を切らしながら、俺たちが初めて会った場所で叫んだ。


    　その姿は真剣そのもので、ハアハアと息を切らせ汗をシャツで拭ぬぐうその姿はまるで運動部の練習風景のようであり、


    「ミカ！　頼む！　エロ本あげるから出てきてくれッ！」


    　残念ながらたぶん、どう見てもただの変質者だった。


    　知ったことか。


    「…………」


    　残念ながら変態に森は何も返事を返してはくれなかった。当たり前かもしれないが、森はただ静かにそこに存在するだけだった。


    　──ダメなのか──


    　俺の中に暗あん澹たんたる気持ちが染み出し、絶望からくる震ふるえに恐怖が滲にじんだ。


    　──いや、こんなことで諦あきらめられるか──


    　そう自分に言い聞かせる。そして決意を込めて俺は今までで一番大きな声で叫んだ。


    「あッ！　こんな所に人間が倒れてる！　ってえええええッ！　なんか熊くまが凄すごい勢いでこっちへええぇぇッ！　襲おそわれるッ!!　死んじゃうぅッッ！　俺が死んだら山狩りが始まっちゃうよぉッ！　熊狩りが始まっちゃうッ!!」


    　以前少女が消えた方向へ叫ぶ。その瞬間、森がにわかにざわめき立った気がした。


    　どうだ。


    「…………」


    　そうして数十秒後、巨大な圧迫感と殺気が森全体に広がり一斉に鳥が木々から飛び立った。ざわざわと木々が揺れる。風が変わる。


    　まるで森が緑からどす黒い色に変わった気さえした。そして、


    「おきて破りは、どこだぁぁあああッ[image: ]」


    　藪やぶをかき分け、白い服の神様が物もの凄すごい形ぎよう相そうで登場した。


    「あ、ごめん。それウソ」


    　ミカと目が合った瞬間、よ、っと右手を軽く上げる。


    「って、おにいちゃん!?　え、ウソって!?　え？」


    「うん、だからウソ」


    「な、なんてヒドイ噓うそを！」


    　ミカは大げさにショックを受けているようだった。


    「ああ、詐欺だよ。ペテン師さ！　今はなんとでも罵ののしるがいい！」


    「ひどい！　おにいちゃんのばか！　このおたんこなす。すかぽんたん！　……、はっ、もしかして実はそういう趣味な」


    「ちがーう！　だが来てくれて助かった！　このエロ本を進呈しよう！」


    「……おにいちゃんは？」


    「食べちゃダメ！」


    「ぶ～」


    「ぶ～じゃないの！　で、マジで急ぎでミカにお願いがあって来たんだ」


    「……なに？」


    　ミカは不満げに近くの大岩に腰掛ける。


    「そんなに慌あわてて、どんな用があったの？」


    「今日はミカに、山の神様としてお願いがあってきたんだ」


    「……へぇ」


    　一瞬、少女が鋭い目を俺に向けた。


    「で、どんな願いをわたしに？」


    「イノシシを一頭、獲って欲しいんだ」


    「……どういうこと？」


    　訝いぶかしがる少女に俺は今日あったことを手短に説明した。


    　俺の説明を足をブラブラさせながら聞いていたミカは話が終わると大岩から腰を離した。


    「だからミカ、頼む！　俺たちじゃ、どうやってもあの畑を荒らしたイノシシを獲れそうにないんだ！」


    「それで？」


    「頼む、神様！　あの畑を荒らしたイノシシを倒してくれないか!?」


    「やだ」


    　頼みの綱の最終兵器は、説得開始三秒で俺の希望を打ち砕いた。


    　──ちょっと待ってくれよ──


    「な、なんでだよ！　この前、お前だってあのイノシシのことをバカって言って、それを倒しに町に降りてきたんじゃないのかよ！」


    「そうだよ」


    「なら！」


    「それとこれとは話が違うんだよ。おにいちゃん」


    「…………」


    「わたしは山の神であって、別に人間の味方じゃないんだよ」


    　その言葉に、本当に目の前が真っ暗になった。現実を拒否するように、目から入る光まで拒否するような絶望感。


    　ミカは絶対に協力してくれない。拒絶に近い反応に俺は口を半開きにして固まってしまった。


    　さらにその絶望感に追い討ちをかけたのは、その言葉をきっかけにミカの雰囲気が一変したことだった。


    「おにいちゃんは、わたしが好きで仲間を倒してるとでも思ってるの？」


    「！」


    　ひどく重く、低い声だった。


    　俺を睨にらんだままミカは俺に一歩近づいてくる。ビビって本能的に俺も一歩下がってしまう。かまわずミカは二歩三歩と近づいてくる。


    「そんなわけないでしょ」


    　そしてミカがそう言った瞬間、俺の体は宙に舞い地面に叩たたきつけられた。続いて、お腹なかに超重量のミカがのしかかり、その細い手で首を絞められる。どう体をよじってもびくともしない。


    「!?!?　!?」


    　俺は命の危機をミカに目で訴えたが、そのミカの目は今まで見たことのないような冷たい光のない目をしていた。


    「ねぇ、おにいちゃんは、動物が好き？」


    　そしてまるで子供に聞くようなことを大マジメに[image: ]きいてきたのだ。


    　だけどこの質問の回答に俺の命がかかっている。そんな確信に似た恐怖が俺の中を素早く駆け抜け、悪お寒かんに震ふるえが止まらない。


    「……嫌い、じゃ、ない」


    　俺はよく考えてから答えた。


    「そっか」


    　ミカはふっと手の力を緩めた。


    「じゃあ、おにいちゃんの周りの人は動物が好き？」


    　俺は再びよく考えてから答えた。


    「……好きな人もいるし、嫌いな人もいる」


    「ふ～ん」


    「けど基本的に人間は動物が好きだよ！」


    「……ウソだよ」


    「ウソじゃない！　その証拠に俺のいた所じゃ動物を獲るどころか、石を投げるだけで大問題だったんだ！　それくらい大切にしてたんだ！　だから、」


    「おにいちゃんのいた場所って、この近所なの？」


    　俺の言葉を遮さえぎって、ミカは質問してきた。


    「いいや、ずっと、遠い場所だよ」


    　慎重に答える。


    　すると「やっぱりね」そう言うようにミカはふっと悲しそうに笑った。


    「わたしはね、この町で動物がいてくれてよかった、なんて聞いたことないよ」


    「…………」


    「遠くの会ったこともない人たちにいくら大事に思われてても意味ないよ」


    「…………」


    「ねぇ。じゃあ、おにいちゃんのいた場所っていう、ずっと遠くの街にわたしたちが皆みんなで引っ越したら大切にしてもらえるの？」


    　俺は、その言葉にあの生まれ育った都会に三万頭のイノシシと二万頭の鹿しかや数百の熊くまが出現する光景を思い描いた。


    　──無理だ──


    　答えはすぐに出た。


    　当たり前だ。農村部と違って、たった一頭でも街にイノシシや鹿しかが出たら騒ぎになるのに、もしもそれが数万頭単位で現れたら街は大混乱に陥おちいるだろう。死者だってきっと出る。


    　バカげた妄想だ。


    「どうなの？」


    「……、無理だ」


    「無理なの？　大切にしてるのに？」


    「……ここ以上に、無理だ……」


    「やっぱりウソじゃない！」


    　ミカは俺に顔を近づけ目を見開き叫んだ。


    「どこに行ってもわたしたち野生動物は人間と一緒には暮らせないんだよ！　人間はわたしたちを追いやって、打ち倒して、どうしてそんな人間を助ける必要があるの!?　そんな相手を助ける義理がどこにあるの!?」


    　ミカは悲しそうな顔で俺の首にすがりついた。


    「確かに、ここで初めておにいちゃんに会ったとき、わたしは仲間を倒しておにいちゃんを助けた！　けどそれはそうしないと結局、わたしの一族が皆殺しにされちゃうから、だからしかたなくやったんだよ！　そのおかげでおにいちゃんは助かったんだよ！　なのになんで命の恩人にそんな残酷なお願いができるの!?」


    　一切抵抗しない俺の体を首を中心に揺する少女は、怒りと悲しみの交じった声で俺を罵ば倒とうする。


    「答えてよ！」


    　手を首から両肩に移し、ミカは俺の肩をバンバンと叩たたいた。初めて熊くまに襲おそわれたときのように制服がビリビリと破れる。


    「……ごめん……」


    　言った瞬間、一発パーンと顔を殴なぐられた。血の匂においと味が口いっぱいに広がる。


    　そして「もういい」とばかりにミカはすっと手を引き立ち上がると俺に背を向けた。


    「…………」


    　俺はゴツゴツした地面に大の字に寝転びながら、


    　……なんてバカなことを頼んじまったんだろう……。と後悔していた。


    　──何やってんだろ、俺──


    　自分が楽な方にすぐ頼って、すぐに逃げて、誰だれかを傷つけて……。


    　こんなの、全然勇者じゃない。


    　何が、名案があるだ。バカか。


    「…………」


    　今さら、自己嫌悪で泣きたくなった。けど、泣く権利もない気がして、必死に堪こらえた。


    「……最後に一つ、いいかな？」


    　そうして随分と時間が経たってから、ミカは背中を俺に向けたまま声を出した。


    「なんだ？」


    　俺は声が震ふるえないようにそのままの体勢で、木々の間に広がった青空を見ながら答えた。


    「わたしがここにいてよかったって言ってくれたの。……あれはウソじゃないよね？」


    「ああ、それだけはウソじゃない」即答する。


    「……そっか」


    　小さく呟つぶやき、そしてミカは静かに言った。


    「西のぬた場の先にある一本松の崖がけの下が、あいつのねぐらだよ」


    　俺はゆっくりと立ち上がった。


    「……、いいのか？」


    「うん。おにいちゃんには一回多くお供そなえ物も貰もらってるし、人間の味方じゃないとはいえ、最低限、山の神様としての務めは果たさないとね」


    「……そっか」


    「もう会うことはないだろうし、餞せん別べつ代わりだよ」


    「……そっか」


    「じゃあね。おにいちゃん」


    　俺の言葉を最後まで聞くことなくミカは森の中へと消えていった。


    「……ごめんな」


    　誰だれもいない森に向かって謝ってから、俺はもと来た道を全速力で駆け下りて行った。


    　どんなに罪悪感で胸が苦しかろうと、落ち込んでいる暇ひまなどないのだから。


    　俺たちが誰かのために、自分のために鳥獣義科にいるためには、ただ前に進むしかないのだから。


    



    



    「先生！　まだいますか！」


    　俺は鳥獣義科の教室のドアを思いっきり開け、転がり込むように教室に飛び込んだ。時刻は一〇時五四分。山からここまで全力疾走。けれど約束の時間ギリギリだった。


    「遅いげ！」真っ先に反応するタッキー。


    「だけど間に合いましたね！　ギリギリセーフです！　鈴すず鹿かさん！」


    　先生は黒板の前、笑顔で答える。


    「はぁ、はぁ、あー、裏技、半分しか成功しなかったけど、まだワンチャンあります！」


    　息も絶え絶えに教室の床に寝転び、天井を見上げながら大声を張り上げた。


    「あのイノシシの、居場所が！　わかり、ました！」


    　ミカに対して申し訳ない気持ちはかなり強かったけど、それでも、いつまでも落ち込んでいられる状況ではないのだ。


    「「はぁ？」」けれどそんな俺の大声に、全員の目が点になる。


    　鳥獣義科の一同が声を揃そろえて首をかしげていた。


    「山の、神様に、聞いてきました」


    「「…………」」


    　俺がそう言うと、教室が悪い意味で沈黙に包まれた。


    「あー、鈴すず鹿かさん？　今はそんな冗談を言っているような……いえ、今回のストレスで本格的に頭が……くっ。誰だれか、保健室に彼を」


    　先生は涙ぐみながら目に手を当てる。


    　いや、ちょっと待て。


    「ちょ！　待ってください！　いたって俺は正常です！」


    「わーったわーった。で、おめェ、そんなにズタボロになってどうしたんだよ？」


    　豊ゆたかさんが、はいはいっと流すように質問する。


    「ああ、そんなに大したことはないんだけどさ、ちょっとその神様と喧けん嘩かしちゃってさ」


    「「…………」」


    「いや、ホントなんですって！」


    「……でェ、どこなんだよ？」


    　豊さんは全く俺の言葉を信じていないような、ぞんざいな感じで[image: ]きいてくる。


    　俺は立ち上がって答えた。


    「前にイノシシを獲りに山に入った場所から見て、西のぬた場の先にある一本松の崖がけの下。先生、これでわかりますか？」


    「ちょっと待ってください。あそこから西。……だとすると……」


    　先生は上を見て考え込んだ。


    「ああ、それだとおそらくこの前に行ったあのぬた場のことですね。その先の一本松の崖。……、あっ！　わかった、ありますよ！」


    　そして手を打ち弾はじけるように早口になってチョークを手に取り地図を描かき始める。


    「ここがこの前、私たちが行ったぬた場です」


    「先生、そのぬた場ってなんですか？」


    　俺は手を挙げ質問する。


    「イノシシが泥浴びをする池や沼のような場所のことです。泥浴びをしてイノシシは体についたダニや寄生虫を落とすんです。つまり、この前に行ったあの池のことです」


    「「…………」」


    「で、そこからちょっと西に逸それていくと、ちょっとした崖があるんですが、その上に確か松の木が生はえていたような気がするんです」


    　先生は×印を手て描がきの地図に書き込み、そして苦々しく黒板の上の時計を見る。


    「……ここまで、ですか。残念ながらそろそろ出頭の時間になってしまったんですが、これは間に合ったと言うべきなのでしょうか？　……、いえ。そもそも、あの広大な森からたった一頭を見つけ出すなんてことが本当にできるんでしょうか？　鈴すず鹿かさん、それでその情報はどこまで信用できる情報なんですか？」


    「おそらく間違いないと思います！」


    「誰だれに聞いたのですか？」


    「さっき言った通り、山の神様です！」


    「え、あ、あのそれは、言いたくないとか、そういう……」


    「いやいや！　だから本当ですって！」


    「い、いえ、確かに今はその情報を信じるしかない状況なんですが……」


    「ちょっと待って」


    　突然そう言うと雪ゆき島しまさんは席を立ち、俺の傍そばへと近づいてきた。


    「え、へ？　な、なに？」


    　ドギマギと盛大にキョドってしまう。


    「いいからじっとしてて」


    　そんな俺を言葉で制し、いきなり雪島さんは破れた俺の服を摑つかむと顔を近づけた。


    「…………」


    　そしてすんっと鼻を鳴らし「……そういうこと」っと、俺にしか聞こえないほど小さな声で呟つぶやいた。


    「先生。たぶんその情報は間違いないと思います」


    「本当ですか？　雪島さん？」


    「ええ、〝あれ〟が山の神様なら、ですけど」


    「「？」」


    　俺と雪島さんを除いて教室が疑問符に包まれる。が、それもほんの二秒くらいの時間だった。


    「……まァ、いいじゃねェか。どっちみち今はそれしか当ても勝算もないんだろォ？　なら別にいいじゃねえか。情報源がなんだろうとさァ」


    　豊ゆたかさんは腕組みをしながら椅い子すの前脚をブラブラさせ、全員を、そうだろ？　といった感じで見渡した。


    　タッキーも俺を見ながら言う。


    「僕は、翔しよう馬まくんを信じるげ！」


    「……まぁ、時間もないことだし、あてどなく山を歩くよりはいいかもね」


    　伊い万ま里りさんも、疑問符を飲み込んで腹を決めたようだった。


    「……そうですね。確かにどの道その情報を信じるしかこの鳥獣義科に残された選択肢はないですね……」


    　先生も完全に納得できないながらも、ゆっくりと頷うなずいた。そしてすがるように俺を見る。


    「信じて、いいんですよね？」


    「もちろんです！　俺の二次元への愛に誓って真実です！」


    　俺は、どや顔で言い切った。


    「二次元への、愛ですか」


    　その言葉を聞いて先生はパチクリとまばたきをしてからおかしそうに笑い、


    「なら、私も信じましょうか」


    　先生は俺のことをからかうように見て、微笑ほほえんだ。そうして俺たちの方を見て凜りんと言った。


    「それでは皆さん。私はこれから皆さんの首の皮を繫つなぐため、教育委員会に行ってきます。皆さんと狩りに行けないのは正直心配ですが、私は皆さんともう一度狩りに行けると信じています。だから皆さん。ケガをしないように、今までの経験をすべて生かしてこの狩りを成功させてきてください！」


    『はい！』


    「そうです！　テンション上げて突っ込めば、大抵のことはなんとかなるものです！」


    　先生は前に聞いた覚えのあるセリフを言うと、机をバンと叩たたいて大きく笑った。

  


  [image: ]



  
    「鈴すず鹿かさん。あなたの言う神様とやらに、この鳥獣義科の命運、託しましたよ！」


    「はいッ！」勢い良く返事をする。


    　そして同時に一一時の鐘が鳴った。それは俺にとって、鳥獣義科全員にとって最後になるかもしれない狩りの始まりを告げる鐘の音だった。


    



    
      ◆　◆　◆

    


    



    「それでは今回の作戦を説明する。今回は時間的にも状況的にも失敗が許されない作戦だ。したがって今回は例のイノシシを追いかけるのではなく、追い込んで狩りたいと思う。崖がけを壁として利用し、上下左からターゲットを射しや手しゆの待つ右の獣けもの道みちへと追いやる。追い手は追い込みの経験のある豊ゆたかさん、タッキー、伊い万ま里りさんの三名が担当し、射手は命中率の一番高い俺と、脚がまだ完治していない雪ゆき島しまさんが担当する。作戦は以上だ。いたってシンプルだ。だからこそ不測の事態には全員の臨機応変な対応に期待する。なお、以後の連絡は主に無線機を使用する。それでは、オペレーション鳥獣義科、スタート！」


    　俺は芝居がかった低い声でクルリと一回転してからビシッとポーズを決め、右手で森の入り口を指差した。


    　その後ろには暖色の迷彩服を着込み、クロスボウを持った我われらが鳥獣義科の一同が。その姿は見ようによっては若い兵士集団のようにも見えたが、


    「了解だげ！」


    「「…………」」


    　ビシッと敬礼をして返事をするオタ一人を除いて、その行動は不評だった。


    　多数決で言えば負けだった。


    　残りの三人は痛々しいモノを見る目で俺たち二人を見てた。


    「……はぁ～。なんか、気が抜けるわね」


    　伊万里さんは盛大にため息をつく。


    「……まァ、さ。道中みんなで考えたその作戦に異論はないけどさァ、翔しよう馬まにタッキー、もうちょいマジメにやろーぜ、なァ!?　これが失敗したらもう俺ら全員後がないんだぜ!?」


    　豊さんは額ひたいに青あお筋すじを浮かべてノリノリな俺たち二人の肩に手をかけた。


    「え、これ以上まじめな作戦確認って、なんかあるの？」


    　俺は心底不思議そうに[image: ]きき返す。


    「そうだげ。これが最高にまじめなブリーフィングってもんだげ？」


    　タッキーも心底不思議そうに[image: ]きき返す。


    　その言葉に、アイパーキューピーがキレた。


    「てめーらなァ！　どう見てもふざけてるだろうがァッ！　なんだそのオタ臭いポーズとリアクションはッ!?」


    「え、そんなことないよ！　俺は超まじめだよ！」


    「そうだげ。敬礼は男のたしなみだげ！」


    「「…………」」


    「……は～。こんなときまで男子どもはバカやってんじゃないわよ……」


    　伊い万ま里りさんはそんな俺たちを哀れむような目で見て首を横に振り、小さくため息をついてから森の方へと歩き出す。


    「ほら、ほんとに時間がないんだから早く行くわよ」


    　その言葉に無言で首を縦に振る雪ゆき島しまさん。


    「そうだそうだ～」


    　と俺もそれに小学生男子のごとく賛成したが、その瞬間、豊ゆたかさんに捕まってコブラツイストをかけられた。


    「イテててっ！　豊さん！　ギブギブ！」


    「うっせェ！　バカやってんのは、おめェだろうが！」


    　豊さんは俺を痛めつけながら吼ほえ、続けて俺の背中越しに女子に声をかける。


    「けどよォ伊万里、正直言って意外だったぜェ！」


    「なにが？」振り返って首をかしげる。


    「理事長室でこのバカの提案に真っ先に乗っただろォ？　それだよ。正直、伊万里は狩りを辞めたがってると思ってたからよォ」


    「まあね。私も兄の代わりに入学させられたクチだから正直狩りなんて全然好きじゃないけど」


    「けど、なんだァ？」


    「一緒に頑張ってきた仲間と、こんな形で別れるなんて、絶対に嫌いやじゃない」


    　そう言って肩をすぼめ、また歩き出す。


    「「……、わぉ」」


    　その回答に男子三人、顔を見合わせてしまった。


    　本音しか言わない伊万里さんが言うと、意外と破壊力があった。


    　その破壊力に満足したのか、豊さんは「へっ」と鼻を鳴らして俺を解放し、俺たち男子三人も女子に続いて森へと入って行く。


    　そして森へ入ると、自然とおしゃべりはなくなっていた。


    　全員がただ黙々と、普段よりも早足で目的地へと進んでいく。途中までは一回行ったことのある場所だったのもあるのだろうけど、全員が迷いなく森の道なき道を進んでいく。


    　──大丈夫。ついて行ける──


    　誰だれとも離れずに歩く自分の足を見ながらそんなことを思い、額ひたいの汗を手の甲で拭ぬぐう。


    　見渡せば、辺りには前回来たときよりもさらに色の濃くなった枝葉が夏に向けてその勢いを増している。普段歩く森よりも視界の悪い場所、なのに二か月前よりも視界が開けたような気さえしていた。迂う回かいのしようのない高低差の大きい斜面を上りきり、息を吐き出し、大きく吸い込む。


    　肺に新鮮な森の空気が満ちる。


    　獣けもの道みちの倒れた下草を踏みながら、思う。


    　もしこのままこの狩りが失敗して、実家に強制送還されるとか、このまま何もできずに終わるとか、そんなの絶対に嫌いやだ。


    　そんな思いと同時に不安が心に染み出す。


    　普段以上に緊張感で全身がこわばっていた。とにかく不安だった。丸一日森を歩いても獣一匹にも出会えない日だって何回もあった。


    　けれど奥歯をぐっと嚙かんで、その不安を押し潰つぶす。ただ黙々と急な斜面を登りきり、さらに小さな山のような斜面を登り、そうして歩いていくうちだんだんと斜面が下りに変わっていく。


    　そして木々の向こう側、斜面のくぼみに見覚えのある周囲よりも明るい空白地帯が現れ、全員が自然とそこで立ち止まってしまった。


    「「…………」」


    　その瞬間、全員が言葉をなくした。


    　そこは、約二週間前に来た、あの池だった。


    　雪ゆき島しまさんが重症を負った、あのぬた場だった。


    　雨に流されて、辺りにはあのときの血の跡は見当たらなかったけど、背の高い木の幹には雨を逃のがれたオレンジ色のマーキングみたいなベアスプレーの跡がくっきりと残っていた。


    「……今日は、なんにもいねェんだなァ」


    　豊ゆたかさんがそのオレンジ色の幹に手を当てて言った。


    「……だげ、な。水が澄んでるげ、この様子だとここ何日かは誰も来てないみたいだげ」


    「ええ、ってちょっと、雪島さん大丈夫!?」


    　タッキーの声に反応途中で伊い万ま里りさんは振り返り、俺たちから随分離れて歩いてきた雪島さんに声をかけた。


    　雪島さんは足を引きずりながら、ぎこちなく斜面を下っている。


    「……、大丈夫。別に気分が悪くなったわけでも怖おじ気けづいたわけでもないから。……だけど、脚がまだ治ってないから……」


    「なら無理しないで、」


    「無理じゃない。ここで頑張らないと、なんにもできないまま終わってしまうから」


    　雪島さんは伊万里さんの声を遮さえぎって、足を引きずるような格好で俺たちの元へ合流すると苦しそうな顔でそう言った。


    「…………」


    　俺はその苦しそうな姿を見ても、頑張れとも止やめろとも言えなかった。前に寮の裏で雪ゆき島しまさんの話を聞いていたから、なおのこと言えなかった。


    「いや、休んでろ」


    　けれど誰だれも何も言えないでいると、豊ゆたかさんが乱暴にそう言った。


    「悪いがな、雪島。俺はお前のプライドに構ってやれるほど余裕はねェんだよ。こっちもこの狩りをミスったらお終しまいなんだよ。ウチの地元にゃもう、猟師がいねェんだ。だからこの学校で勉強する以外、地元を守れねェ。だからおめェの、」


    　そう一息に言い放った豊さんをタッキーがすっと手を出して遮り、止めた。


    「豊くん、そこまでだげ。けど、確かに雪島さんはちょっとここで休んでたほうがいいげ」


    「だけど、」


    「まぁ聞くげ」


    　タッキーは再び雪島さんの声を両手で遮った。


    「なにも雪島さんだけここに置いていく、なんてそんなことは言わないげ。けど、皆でまとまって目的地に行く必要もないげ。だから一番遠い一本松の奥の持ち場に僕が行くげ。そしてターゲットがそこにいるいるかどうか見てくるげ、その時間差で雪島さんはゆっくり持ち場に向かえばいいげ」


    「いいのかァ。こっから巣穴を避けて奥に行くには結構遠回りしないとだぜェ？」


    　豊さんは弓を肩に担かついでタッキーを見た。


    「大丈夫だげ！　だてに翔しよう馬まくんのトレーニングに付き合ってるわけじゃないげ！　追い手の中じゃ僕が一番体力あるげ！　だから、僕が行くのが一番いいと思うんだげが……」


    「俺はタッキーに賛成だよ」


    　俺は手を上げ即答した。


    「皆で狩りをするんだからさ、雪島さんもタッキーを信じてよ」


    　真まっ直すぐに雪島さんを見て言った。


    「ダメかな？」


    「…………」


    　そう言うと雪島さんは少し目を閉じ、黙ってすっとその場にしゃがみ込んだ。


    「……わかった」


    「よっし。任されたげ！」


    　その瞬間、タッキーは小さく声を張り、ぐっとまじめな顔になって空を見上げた。


    　それは何か大きな決意を秘めたような、そんな顔だった。


    　そしてしみじみと決意を込めるように、スっと敬礼すると、


    「それじゃあ、行って来るげ！」


    　タッキーは一人森の奥へと静かに消えていった。


    「……さァて。んじゃ、俺たちもボチボチ持ち場に行こうぜェ」


    　ほんの少し休憩してから豊ゆたかさんはそう言い、タッキーが消えた方向とは違う方向へ歩き出した。俺も、もう一度タッキーが消えた方を見てから歩き出す。


    「…………」


    　今日も変わらず「げーげー」言うその妙な方言を、俺はなぜか頼もしく感じていた。


    　頼むぞ、タッキー。


    



    



    「いるげ。これは間違いなくいるげ」


    　小一時間ほどして、頑かたくなに無音を貫いていた無線機が突然、ノイズ混じりのタッキーの声を左耳のイヤホンに届けた。それはバラバラに待機する鳥獣義科全員が待ちに待った報告だった。


    「マジか!?」


    　俺は小さく無線機に声を返す。


    　──ミカ、サンクス──


    　マジでいたじゃーねーか！　神様仏様山の神様ってか！


    　俺は小さくガッツポーズをした。


    「うん。間違いなく、あいつだげ。ビンゴだげ。今、木に上って双眼鏡で確認してるんだげが、確かに崖がけの下に大きいイノシシの巣があるげ。落ち葉の下に潜ってるげが小さく上下に動いてるげ。……やっぱり、とんでもなくデカイげ」


    　静かなその声から興奮と緊張が伝わってくる。


    「タッキー、そっから撃ったら当たらない？」


    　俺はダメもとで[image: ]きいてみる。


    「遠すぎて、奇跡が起きても当たる気がしないげ」


    「……そっか」


    「作戦通りが一番だげ。で、翔しよう馬まくん、そっちはどんな状況だげ？」


    「ああ、射しや手しゆ担当の俺と雪ゆき島しまさんはバッチリ配置についたよ」


    「こっちも右っかわ、待機完了したぜェ」


    　無線が切り替わって、豊さんの声がジーっというノイズに混じって静かに聞こえる。


    「私も配置完了したわよ。今、巣の左下にある木の陰に隠れてる」


    　伊い万ま里りさんの声が豊さんに続いて聞こえてくる。


    「ちょっと待つげ。……、今、木を降りたげ。……ここが巣の左上だから、これで包囲完成だげ。翔馬くん、雪島さん、今からそっちに追い込むげ。……準備はいいげ？」


    　俺は深呼吸してから答えた。


    「おう！　いつでも大丈夫だよ、タッキー！　こっちに来たら何がなんでも止めるよ！」


    　斜面に這はいつくばりながら、できるだけ小さな声で、けれどはっきりと答えた。その答えに続いて雪ゆき島しまさんが無線に割り込む。


    「私も準備はできてる。……それと」


    「なんだげ？」


    「さっきはごめんなさい。それと北きた大おお路じくんには感謝してる。おかげで弓に集中できる」


    「はは、それはよかったげ」


    　ほんのり乾いた、緊張気味の笑いがタッキーの無線機から全員に届く。


    「……じゃ、行くげ！」


    　ガザザっというノイズが耳をくすぐった後、イヤホンから音が消える。


    　そして祈るように待つ。


    　なぜなら俺たちは正確にお互いの位置を把握しているわけじゃないからだ。


    　俺から一番近い雪島さんでさえ、俺の姿が見えるか見えないかのギリギリの距離にいる。


    　追い込み役の三人なんて、もっと離れた距離で連携して俺たちの場所へイノシシを追い込もうとしている。そしてタッキーたちから見れば作戦通りの場所に俺と雪島さんがいるのか、それすら確信のない状況なのだ。


    　お互い、信頼して行動するほかない。


    「…………」耳を澄ませる。


    　イヤホンどころか、世界から音が消えた気さえした。耳には自分が飲み込んだ唾つばの音がやけに大きく聞こえたほどだった。


    　そうして地面に伏せたまま微動だにせず、ただ待った。さっきタッキーから連絡が入る前のように、じっと持ち場の斜面の裏に潜ひそみ、息を殺す。


    「……え!?」


    　けれどそんな絶対に音を出してはいけない場面で次の瞬間、俺は声を出してしまった。


    　──ありえない──


    　心がその現実を否定する。


    　なぜならそこにはありえないはずの異常な生き物がいたからだ。


    「…………」


    　その異物の存在が信じられず、俺はまず最初に自分の目を疑い、脳を疑い、首を捻ひねって左脇わきの細い獣けもの道みちを二度見してしまった。


    　夢でも幻でもない。


    



    　熊くまだった。


    



    　どうしよう。


    　瞬間、パニックに陥る。


    　あっけらかんと、ぽつんとなんの前触れもなく森から現れたソレは、この状況で最も遭遇してはならない存在だった。


    　黒い獣けもの。


    　それは数か月ぶりに見た、災厄だった。


    　それは常人の数倍の筋力を持ち、１００ｍを七秒で走り抜ける俊敏さを兼ね備え、鋭い牙きばと鋭い爪つめという武器を持つ獣。ソレが雪ゆき島しまさんからは見えないであろう斜面の下から、こちらを見ていた。


    　──ウソだろ──


    　なんでこんなときに熊くまが出るんだよ！　この三か月間、一回も会わなかったのに！


    　どうしよう。ここで騒いだら、狩りが失敗してしまう。でも、ここであの熊が攻撃してきたら、俺が死んでしまう。


    「…………」


    　戦うか？


    　無理だ。


    『熊は銃がないとまず戦えません。もしもあなたたちだけで戦ったら、たぶん本当に死にます』


    　先生が授業で言っていた言葉が頭を何度も何度もリフレインする。


    　本能的に自分よりも強い生き物に恐怖を感じていた。


    　それに、ここで暴れたら、イノシシの追い込みは確実に失敗する。


    　ならどうする？　熊に矢を撃つか？　それからリロードして、時間的余裕は？　もし矢を外したら？　グルカナイフで応戦？　ありえない。助かっても狩りが失敗してしまう。


    　混乱に、いくつもの可能性が浮かんでは消える。


    　なのに最悪なことに熊はゆっくりと目も合わさずに近づいてくる。今すぐ腰に差したベアスプレーを撒まきたい衝動に駆られる。


    　矢よりも広い攻撃範囲の、確実な攻撃手段であるスプレーのトリガーを引きたくなる。


    　けどできなかった。ここに獲物を追い込んで俺と雪島さんで仕留めないと俺たちはお終しまいだ。みんな目的を果たせずに仲良く転科or退学だ。けど、早く皆に教えないと。いくらなんでも熊はヤバイ。ヤバすぎる！


    　全身がガタガタと震ふるえだす。


    　そんな俺の葛藤を嗅かぎ取ったかのように、吸い寄せられるように熊は俺の方へと近づいてくる。


    　ウソだろ？


    　絶望感と共に数か月前に熊に襲おそわれた記憶が脳内に蘇よみがえった瞬間、吐き気と眩暈めまいに襲われた。


    　どうする？　ベアスプレーを撒まくか？


    　命の危険と狩りの成否が天てん秤びんにかけられる。


    　ベアスプレーのセーフティに指をかける。


    　ここでスプレーを撒いて逃げ出しても、皆きっと怒らないだろう。不運だったねって。きっと誰だれもが言うだろう。


    　けど、スプレーを撒いたらこの狩りは確実に失敗する。


    　どうする？


    　熊くまは一歩一歩、確実に俺に近づいてくる。


    　皆みんなならどうする？


    　考える。


    　勇者なら、どうする？


    　考える。


    　どうする？


    　俺が憧あこがれた、あの勇者なら、どうする？


    　どうするために、俺はここに来たんだ？


    「…………」


    　俺はベアスプレーのセーフティから指を離した。そして一度目を閉じて、大きく深呼吸してから息を押し殺し、ゆっくり吐き出した。


    　──そうだよな。俺の人生、結局これしかないもんな──


    　それから震える手と逃げ出したい欲求に抗あらがいながら、あえて笑ってやった。ニカっと笑ってやった。


    　よかった。これで少なくてもいきなり雪ゆき島しまさんが襲われることはなくなった。


    　そう思うことにした。俺が襲われてからでも、避難も対処も彼女なら間に合うだろう。無理やりにそう思い直し、俺は狭い獣けもの道みちにボウガンの照準を構え直し固定した。


    　ここで逃げたら、きっと俺のことだ。あのとき逃げなければ、もっといい人生が送れたかもとか、もっと楽しい別の人生があったかもしれないとか、そんなことを思いながらウダウダと生きていくことだろう。だけどそれが嫌いやだから、後悔したくないから、だから俺はここに来たんだろうがッ！　思いながら俺はカチカチ鳴る歯をぐっと嚙かみ締め、熊から目を逸そらし、これから来るであろうイノシシに意識を集中した。


    　イノシシを撃ってからベアスプレーを撒けば、それでミッション・コンプリート。全部丸く収まるんだ。皆みんななら俺が熊に襲われてからでも十分対処できるだろう。だから早く！


    　祈りに祈るが森は静かなままだ。イノシシの影も気配も何もない。


    　早く、早く頼むよ！　俺が矢を撃てる間に、イノシシを追い込んでくれよ！　イノシシがいつ来るかわからない以上、リロードなんて無理だから矢を撃てるチャンスは一回しかないんだ！　だから早く早く早く！


    　熊くまはもう、その独特の獣けもの臭しゆうが匂におってくるくらい近づいている。テリトリーを侵されて不機嫌なのか、熊はどう察しても友好的な雰囲気じゃなかった。早く。


    　最悪なことに熊は加速して俺へと接近してくる。心臓の音がうるさい。


    　早く！　お願いだから早く！


    　心底ビビリながら祈る。熊の獣臭に涙が出そうだった。冷や汗が止まらない。


    　……俺はこのまま死ぬのか？　このまま何もできないままで、ゲームオーバーなのか？


    　熊はもう、その黄色い目ヤニが見えるくらいまで近くにきていた。それでも正面を向いてイノシシを待ち続けたのは、意地だった。……ちくしょう。


    　ちくしょう。……もう、お終しまいかよ。暗あん澹たんたる気持ちに泣きそうになる。


    　どうやらこの山の熊にやられるのが俺の運命らしい。三か月経たっても逃げられない運命。


    　そうして左下から熊が駆け足になった音が聞こえ、諦あきらめて熊の方を向いた瞬間、


    



    　目の前が白一色で覆おおわれた。


    



    「へ？」


    　間抜けな声が口から漏もれる。妙なデジャビュに襲おそわれる。左右上下に首と目を動かして口を開けてしまう。


    　その白は、巨大な別の熊だった。


    　それも普通の熊じゃない。目の前に突然現れたそれは普通の熊の倍くらいの大きさの、全身白い毛のツキノワグマだった。金色の三日月を首に持つ黄金こがね色いろの目の、規格外の大熊。


    　それが黒いツキノワグマと俺を遮さえぎるような格好で割って入り、その熊に向かって「グルグゥ」と低いうなり声で威い嚇かくしていた。


    　目の前にある野生の白と黒。


    　その信じられない光景に驚いたのは俺だけじゃなかったのか、今まで俺に不機嫌そうに接近してきた黒い熊は二歩三歩と後退している。


    　俺も、あっけに取られるように、ぽかーんと放心してしまった。


    　白い熊はその巨体をゆったりと黒い熊に近づけ、そして顔が触れ合いそうな距離で睨にらみつける。


    　そうして白い大熊に睨にらまれた熊は、その規格外の大きさに本能的な恐れをなしたのか顔をこわばらせ、まるで犬が逃げ出すように森の奥へと走り去った。


    「…………」


    　ぽかーんと、俺はその光景をマヌケにもただ見ていた。


    　それはあらゆる意味で信じられないような光景だった。危険がより大きな危険のせいで去ったような、そんな異様な光景だった。


    　どういう状況なんだ？　これ？


    　安あん堵どできない状況で、再び混乱する。


    　そして黒いツキノワグマが森の奥まで逃げ去ると、白い熊くまは振り返り俺のことを見た。


    「あ」


    　瞬間、今度こそ「あ、死んだな、こりゃ」と俺は思った。もう、ベアスプレーもボウガンもナイフも間に合わない間合いだった。


    　それに今から頭を守っても、おそらく無駄だろう。


    　俺は諦あきらめに近い感情で、ただじっとその白い熊を見た。もうやれることは何もない。


    　白い熊と目と目が合う。


    「…………」


    「…………」


    　けれどその白い大熊と目が合っても、不思議と怖こわくはなかった。


    　白い熊も動かなかった。


    　なぜだ？　と俺は逡しゆん巡じゆんし眉まゆを寄せる。


    　そのありえない光景に混乱し、訝いぶかしがる。


    　そして数秒後「もしかして」と納得した。


    　──来てくれたのか──


    　そう思い至ると、普通なら絶対に腰を抜かすような巨大な白い熊を前に笑いかけることができた。


    　その確信に近い答えを確かめるように、俺は熊から視線を逸そらす。


    　どうだ。


    「…………」


    　予想通り、白い熊は俺を襲おそうことはなかった。ただゆっくりと斜面を下り、俺からかなり離れた距離にある茂みの陰に伏せ身を隠すだけだった。


    　俺はそれを確認してから、もう一度大きく深呼吸して目の前の獣けもの道みちに集中した。


    　──頼むから気が変わって俺を食わないでくれよ、ミカ──


    　つうか、もう会うこともないとか言っといて、このツンデレめ。白い熊を見下ろしながら、じっと息を殺し、獣道の先に意識を集中し耳を澄ませる。


    「…………」


    　無音の時間はその後、二十秒ほど続いた。


    　俺は、ただ待ち続けた。じっと待ち続けた。息も気配も殺し待ち続けた。


    　そうして地面に伏せたまま、全身の筋肉が配置完了からずっと続けている無理な姿勢にじわりと悲鳴を上げ始めた頃ころだった。


    　森の奥からタッキーの大声が、イヤホンをしていない右の耳からも聞こえてきたのだ。


    「そこで寝ている不ふ逞ていのイノシシに告ぐげッ！　お前は完全に包囲されている！　大人しくお縄につくがいいげ！　繰り返す！　お前は完全に包囲されている！」


    　芝居がかった大きな声が森に響き渡り、森が急激にざわつく。


    「っぷ、ははははははっはァ！」


    　続いて豊ゆたかさんの大爆笑が聞こえてきた。


    「だははァ！　まっさか追い込みの声出しで前口上とはな、くく、ぶははァ！　それは予想してなかった！　タッキー、お前サイコーだぜェ！」


    　無言の緊張から解放されたかのように、がはははっと、バカ笑いする。続いて豊さんはこほんと小さな咳せき払ばらいをした。そして、


    「おーイノシシのヤロウ！　聞こえっかァ！　てめーどこ出身じゃあァ！　てめェ、自分が畑を荒らしたこと忘れてねェだろうな!?　自分のケツはテメーで拭ふくもんだぜェ！」


    　今度は伊い万ま里りさんの大声が、森に響き渡る。


    「狩りなんて脚だって腕だって太くなっちゃうし、生傷は絶えないしで最悪よ！　でもね！　これが私の役目なの！」


    「そういうことだァ！　俺らはなァ、命張っておめえら害獣と戦うって将来が待ってんだよ！　邪魔すんなァ！」


    「そうだげ！　どんなに損な役割でも、それでも僕はこの役目を投げ出したくないんだげ！　ここにいたいんだげ！　だから翔しよう馬まくんに雪ゆき島しまさん！　後は任せたげッ！」


    　──ああ、任せとけ──


    　声に出さずに口だけ動かして、俺はタッキーの大声に返事をした。同時に、俺は笑いを堪こらえるのに必死だった。


    　──ああ、ほんとバカっぽくて最高だよ──


    　そう、皆は誰だれかを守るためにここに来たんだ。みんな普通の高校生活を棒に振って自分よりも強い獣たちと戦うことを決めたんだ。


    　なんだ。意外と勇者っていうのは身近にいるんじゃないか。


    　そんな思いに、ふっと笑えみがこぼれる。


    　だから、きっとイノシシはこっちに来る。


    　皆みんなならうまく追い込んでくれたはずだ。


    　信頼してただ一点、目の前の平地と照準をじっと見つめる。そしてきゅっと意識を引き締め、弓と目と手を一体化して一瞬の脊せき髄ずい反射で弓を引く準備を完成させる。すでに死闘の号令は鳴り、刀は鞘さやから抜き放たれた。これから先、勝負は一瞬で決まる。極限まで高めた集中力に、スロットゲームの絵柄がぬるっとスローモーションになる瞬間の、あの感覚が脳裏をよぎる。


    　目の前に三十度だけ広がる視野の中、その狭い光景にただ集中する。動く異物を察知しようとただ集中する。そして、


    



    　眉まゆが動くよりも速く、引き金を引いた。


    



    　再び見たその巨大なイノシシは、やはり以前先生がぬた場で仕留めたどのイノシシよりも遥かに大きく、どう見ても普通のイノシシの四倍はありそうながっちりとした体たい躯くをしていた。


    　そんな巨体が30ｍくらい離れた距離にある崖がけからいきなり顔を出し、凄すさまじい速さで崖の近くの細い平地を駆け始めた、まさにその瞬間。


    　俺はイノシシの進む方向と水平に矢を放った。


    　野性的な速さで突っ走るイノシシ。その速さは矢を余裕でかわし、そしてそのまま逃亡するには十分な速さだった。


    　いかに的が大きかろうと、移動する物体にただ一本の矢を当てるのは困難すぎる課題。


    　けれど俺たちの作戦はその課題を克服していた。


    　狭い通路への追い込みと、進行方向と水平の射撃。


    　距離が詰まる。


    　さっきの半分。電車一両分くらいの距離。


    　俺は目を見開き、物もの凄すごい形相と勢いで迫りくるイノシシの体に自身の放った矢の痕こん跡せきを探す。


    　スローで流れるコマ送りの風景の中、そこには、赤と白の二本の矢がイノシシの体に確かに刺さっていた。


    　かなり後方に待機していた雪ゆき島しまさんも、しっかりと矢を当てていた。イノシシと俺の視線が交差する。


    　俺は勝利を確信していた。


    　──やった──


    　当てれば倒れるこの矢の威力を俺はこの三か月でありがたいほど感じていた。


    　──これで、終わった──


    　終わった！　仕留めたんだ！


    　自分の顔に勝利の安あん堵どが広がるのがわかった。


    



    　だけど、人間の英知の結晶を野生は軽々と超えていた。


    



    　イノシシは止まらなかった。


    　甲かん高だかい声を出し、イノシシはやや失速しながらも、なお渾こん身しんの力を振り絞るように力強く走り続けていた。矢など物ともせず凄まじい迫力で俺には目もくれずただ真まっ直すぐに細い平地を駆け下りていく。電気での麻ま痺ひなぞ蚊ほども効かぬというような勢いで走り続けている。


    　──え──


    　その瞬間、視界がぐにゃりと曲がった。視線も首も動かしていないのにぐにゃりと歪ゆがんだ。現実の狩りは一瞬の居合い勝負のようなものだ。その一いつ閃せんが効かないということは、すなわち敗北を意味していた。


    　なんで!?　どうして!?　なぜ!?　短い疑問に雪ゆき島しまさんがケガをしたときのイノシシの命がけの特攻が頭をよぎる。それはまさに悪夢だった。動物の反撃という、現実で一度見たことのある悪夢だった。


    　そして今回の悪夢もその突進する先には、俺の後ろには、雪島さんがいた。


    　まだ脚の治りきらない雪島さんに向かって、イノシシは突進を続けていた。


    　ミカは？


    　救いを求めるように白い大おお熊ぐまに目をやるが、動かない。こちらを見るだけでピクリとも動かなかった。


    　恐怖と不安と混乱に襲おそわれ、失望と絶望に押し潰つぶされそうになる。冷や汗が噴出し視界が揺れる。右手が信じられないくらいガクガクと震ふるえだし悲鳴を上げそうになる。


    　初めてそのイノシシを見たとき、一歩も動けなかったことを思い出す。


    　痛みに嗚お咽えつを漏もらして苦しむ雪島さんの顔が脳裏を横切った。


    　動け。


    「今なら鈴すず鹿かくんは狩りから抜けられる」


    　ここに来る前、雪島さんは自殺する人を説得するみたいにそう言った。


    「けど今逃げたら、うちの農業科の生徒みたいな人が、また出るんだよね？」


    「そう」


    　動け。動け。


    「ならやるよ。俺にはさ、皆みたいに切羽詰まった地元なんてないし俺一人の力で頑張ったところでどうにもならないだろうけど」


    　動け。動け。動け。


    「無力な村人を守るとか、誰も信じてないハッピーエンドに向かって突っ走るとか、俺は心底そういうことがしたいんだ」


    



    　俺は、勇者になりたいんだよ。


    



    　そんな会話が、一瞬で再生された。


    　そして前に雪島さんが俺を助けるために血まみれになったときの記憶が蘇よみがえり、


    　いいかげん、動けってんだよ！　俺ッ！


    　その瞬間、俺は走り出していた。


    　崖がけから体を起こし、クロスボウを放ほうり出し、両手で地面を押すと腰に差したグルカナイフを抜いた。回想はきっと一瞬よりも短い時間だったのだろう。イノシシはまだ俺の前方、グルカナイフの間合いの外にいた。視界が再びぬるっとスローモーションでうねりだす。


    　──守らなきゃ──


    　そこに余計な一切は存在していなかった。


    　──もう後悔したくないんだ──


    　ただ、強くそう思った。


    　一方のイノシシも森の斜面から突然現れた俺に全く動じる様子はなかった。甲かん高だかい声を出しながらただ真まっ直すぐに突進を止やめない。進路上にある障害物ごと吹き飛ばすような勢いで突っ込んでくる。それは覚悟を決めた全力の正真正銘、命を燃やした突進だった。


    　目の前には獣けものが、自分の手にはグルカナイフが。


    　俺の前には、剣道の基本的な間合いの中にすでに自分の数倍ある巨体が迫っていた。助走をつけた加速に、六倍以上ある質量。それは圧倒的なエネルギー差だった。まともに当たれば勝ち目がないばかりか、重傷確定の戦力差だった。


    「ッ！」


    　けれどその短い間合いの中で俺は引くでもかわすでもなく一歩、左足を前に深く踏み込んだ。


    　一歩でも引けば右手の震ふるえが再発しそうだった。そしてここで動かなければ二度と獣に立ち向かえない気がした。ここでまた雪ゆき島しまさんが傷を負ったら、一五日間悔しさと惨めさと情けなさに打ちひしがれた日々が、この後一生続くような気がした。


    　あのぼんやり逃げ続けた日々が延々と続き、じわりじわりと腐っていく自分に戻ってしまう気がした。


    　何より、ここで引いたら永遠に絶対に、あの日憧あこがれた勇者になれない気がしていた。


    



    　それだけは、絶対に嫌いやだった。


    



    「づあああああああああッッッッ[image: ]」


    　叫び、失禁しそうなほどの恐怖心を断ち切るように俺は叫びながら、竹し刀ないの三分の一にも満たない短い間合いで、右手を真っ直ぐに振り下ろした。その手に迷いはなく、だからなのだろうか振り切り、地面に叩たたきつけるようにして繰り出された斬ざん撃げきは、短い接近時間のうちに綺き麗れいにイノシシの頭上を捕らえていた。


    　距離がゼロになる。


    　そして次の瞬間、ドゴッ！　と鈍い音が俺とイノシシを中心に森に鈍く響いた。


    　その刹せつ那な、腕から全身から骨が肉を突き破って出て行くんじゃないかと思うほどの強烈な衝撃が俺を襲おそった。痛みなんてモンじゃなかった。


    「鈴すず鹿かくんッ！」


    　そんなぐちゃぐちゃな意識の中、後ろから雪ゆき島しまさんが叫んだのが微かすかに聞こえた。


    「ぐべッ[image: ]　ぼげッばッ[image: ]」


    　吹き飛ばされてゴロゴロと地面を転がり、みっともなくうめき声を上げる。直接イノシシにぶつかられた左半身と、その衝撃で飛ばされ打った背中と頭の痛みにふっと意識が飛びかける。強烈な頭痛と眩暈めまいと吐き気に自分の体がどうなったのかもわからなかった。もうどこが痛いとか、そんなレベルの痛みじゃなかった。ただただ瞬間的に無力化されてしまうような、そんな規格外の痛みだった。


    「……グっ、痛、んんぁあああああああ！」


    　けれど叫んで立ち上がる。意識を奮ふるい立たせ、グルカナイフを片手に立ち上がる。


    　左右を確認し、さっきイノシシに吹き飛ばされた地点を確認する。そして雪島さんを捜した。


    「…………」


    　痛みに霞かすむ視界の先、そこには四肢をピーンと伸ばして横たわるイノシシが見えた。


    　俺は腹の底から湧わき出てくるような、そんな自然発生的な勝者の雄おたけびをあげた。


    「うぉおおおおおおおおおおおおおお[image: ]」


    　全身裂傷だらけの血だるまで、天に拳こぶしを突き出して、声が嗄かれるまで声を出し続ける。


    「ちょ！　翔しよう馬まくんに雪島さん！　なんかすんごい音がしたけど大丈夫だげ!?」


    「おい、どうなったんだァ!?　なァ!?」


    「ねぇ、みんな無事!?」


    　俺の雄たけびを手がかりに追い手が次々に集まってくる。


    「ああ！　無事じゃないけど、ミッション・コンプリートだよ！」


    　そんな仲間をガッツポーズで迎え入れる。


    「って！　鈴鹿くん！　ちょっと！　血だるまじゃない！」


    　伊い万ま里りさんは血まみれの俺を見るなり声を荒らげた。


    　豊ゆたかさんがぽかーんと呟つぶやく。


    「ちょっとじゃなくてよォ、だいぶ血だるまだろーがァ、おい」


    「だ、だだ大丈夫だげか[image: ]」


    「なーに、見た目ほどは酷ひどくないさ！　たぶんな！　それにほら、見てくれよ！　本当に俺たちだけであのイノシシを狩れたんだぜ！　俺ら皆みんなで獲ったんだぜッ!?」


    　俺はアドレナリン全開で叫んだ。


    「……最後は鈴鹿くんが、鉈なたで走ってくるイノシシを仕留めた。二人とも矢が当たったのに止まらなかった……」


    　雪ゆき島しまさんがしゃがみ込んだまま補足する。


    「おいマジかよォ……。どっちも信じらんねェ話だな、おい」

  


  [image: ]



  
    　豊ゆたかさんは横たわる巨大なイノシシを見ながらしみじみ呟いた。


    「夢じゃ、ないのよね？」


    　伊い万ま里りさんは巨大なイノシシをじっくり見ると、ぼんやりと周囲を見た。


    「夢だったらきっとこんなに痛くないと思います！」


    　俺はテンション高く即答する。


    「だははァ！　そりゃそうだァ！」


    　顔に手を当て笑う豊さん。


    　けれどただ一人、タッキーだけがその巨大なイノシシを見て難しい顔をしていた。


    「……けど、まだ終わってないげ」


    「……わかってる」


    　タッキーの心配そうな声に俺は馬ば鹿かみたいな笑えみを消して頷うなずき答えた。そしてタッキーを追い越してイノシシの前に出る。


    「このイノシシはまだ生きてる、だろ？」


    　タッキーと俺を除くその場の全員が一斉に俺を見た。俺は巨大なイノシシを見下ろしながら言葉を続けた。


    「こいつはまだ生きてる。俺が叩たたいて、それでようやく電気矢が効いて止まっただけだよ。俺の力じゃあ、あのごっつい頭ず蓋がい骨こつを割るなんて無理だから。……だから、まだ終わってない」


    　俺は一歩前に出た。


    「私がやる」


    　けれどその一歩を雪ゆき島しまさんは遮さえぎり、その後の行動を予見したのか強い口調でそう言った。


    「いや、いいんだ」


    　俺は前を向いたまま震ふるえる右手を隠して、雪島さんのその申し出を断った。


    「俺がやりたいんだよ」


    　本当は、やりたかないけどね。


    「俺が仕留めたんだから、やっぱりそれが筋だと思うんだ。……それに今回はやっぱり俺がケジメをつけなきゃ、あいつは納得してくれないと思うんだよ……。なあ！　山の神様！」


    　俺は振り向き崖がけの下に向かって声を張り上げて叫んだ。


    　瞬間、その方向に顔を向けるクラスメイト。


    　そしてその方向を見た瞬間、ギョっといった感じで俺以外の全員が全身硬直した。


    「……今の、白しろ熊くま？」


    　雪島さんがぽかんと声を出す。


    「……いや、日本に白熊はいないげ……」


    　同じくぽかんと呟つぶやくタッキー。


    「いまチラって。え、なに？　アルビノ？」


    　混乱する伊い万ま里りさん。


    「デカすぎねーかァ？」


    　そんな混乱するクラスメイトの背中で俺は、白い熊くまの消えた森に向かって手を振る。


    「本当に、ありがとうな！」俺は大声で叫ぶ。


    　それから、辺りをぐるりと見回す。


    　──あいつなら、きっと──


    　そして、皆みんなが見つめる方向とは反対の方向。


    　そこには木々の濃い緑と抜けるような青空、そしていつの間に移動したのか、背の高い大木の枝に腰掛け、頭と指にスズメを乗っけた白いワンピース姿のミカがいた。


    「…………」


    「…………」


    　ミカの綺き麗れいな黄こ金がね色の瞳と一瞬だけ目が合う。その目が、挑むように俺を見ていた。


    　──わかってる、ちゃんとやるさ──


    　俺は大きく頷うなずき、それからクラスメイトとミカに背を向け、イノシシの前にしゃがみ込んだ。


    　そうして一呼吸してから、横たわるイノシシに語りかける。


    「まぁ、そんなこんなで俺があんたの受け持ちだ。悪いな。あんたにゃ恨みつらみは、まぁなくはないけど、何も殺すほどじゃない。けど一身上の都合により……あなたの命、頂きます」


    　震ふるえる両手を合わせてから、グルカナイフを握り、全身に力を入れる。体から何も抜けてしまわないように、魂たましいが抜けてしまわないように。


    「…………」


    　そして全身に力を入れてからグッと体重をかけて、ナイフを深くイノシシの心臓に突き立てた。右手には、はっきりとドクン、ドクンという感触が伝わってくる。


    　ドクン、トクン、トクっと。


    　そうして何度かの嫌いやな感触を手に残して心臓は止まり、その日の狩りは終了した。


    　森は相変わらず、静かなままだった。

  



  
    



    


    後の祭り


    



    



    　校庭では、多くの人が笑顔だった。


    　そこでは俺たちの獲ってきたあのイノシシが先生の手によって料理され、焼肉のバイキングのような状態で無償提供されている。さらに校庭の中心には盛大なキャンプファイヤーのおまけ付きだ。そんな会場で、萩はぎ乃の森もり高校の一年生から三年生までの全生徒がガヤガヤと賑にぎ々にぎしく騒いでいる。


    「…………」


    　畑を荒らされた農業科の一部の生徒だけは、少し複雑な顔をしていたけど、多くの人は笑顔だった。顔しか知らない農業科の先生も、望もち月づき先生も理事長も笑顔だった。


    　そう、あの狩りから三日経たった今も、鳥獣義科は無事に存続していた。


    　俺たちだけじゃなくて、先生や理事長も約束を果たしたのだ。


    『まぁ。ほとんど理事長が頑張ったんですけどね……』


    　そのことに感謝を述べると、先生はバツが悪そうにはにかみ、理事長はイタズラぽく笑っていた。


    「…………」


    　だけどそんな笑顔の[image: ]あふれる光景を満足げに見ながらも、なんとなく俺はその輪の中に入る気になれず鳥獣義科教室前の階段に座って、校庭をぼーっと眺めていた。


    　──このパーティーの発案者、俺なのにな──


    　そして同じように無邪気にパーティーを楽しめず、パーティーから抜け出してきた不器用なクラスメイトに俺は語りかけた。


    「……この前の話の続きなんだけどさ」


    「この前？」


    　隣に座る雪ゆき島しまさんは、なんの話？　と首をかしげる。


    「うん。寮の裏でした、動物を殺すことと自分が守りたいモノとの話」


    「…………」


    　すると、雪島さんは少し目を見開いた。


    　俺は歓声に満ちた校庭を見ながら答えた。


    「この三か月くらいで思ったんだけどさ、この問題で楽になりたかったら、言い訳しかないと思うんだ」


    「言い訳？」


    「そう、言い訳。例えば動物を殺しても、それは誰だれかの畑を守るためだからオッケーとか、相手が誰を傷つけた動物ならオッケーとか、もしくは感謝して食べればオッケーとかさ、そんな感じ」


    「…………」


    　結局、今俺たちが感じている罪悪感やら、やるせなさといったものは、まったくもって理性的な問題じゃなくて感情的な心の問題なのだ。だけど、だからこそ、そんな納得できる言い訳が大切に思えた。


    「そんな言い訳で全部納得できるかって言われたら微妙だけどさ」


    「……うん」少し沈んだ面おも持もちの雪ゆき島しまさん。


    　そんな彼女に、俺はできるだけ明るく語りかけた。


    「でもさ、コレって狩りを始めて数か月で答えを出せるような問題だとも思えないし。これから、なんかいい答えを一緒に探して行こうよ。雪島さんもさ、逃げずに一緒に考えようーぜ」


    「……。出せるかな？　答え」真剣な顔で呟つぶやく。


    「きっとね」


    　そう即答すると雪島さんは押し黙った。


    「…………」


    　そして三秒ほどしてから小さく息を吐き、ぐっと俺のことを力強く覗のぞき込んで、珍しくにっこりと微笑ほほえんだ。顔と顔が触れそうな距離で目が合う。その笑顔に戸惑う。


    　俺はぽかーんとしながら、笑顔で立ち上がった雪島さんを見上げた。


    「行こう。みんな待ってる」


    「……、おう！」


    　笑顔の雪島さんに戸惑いながら、俺もその笑顔につられるように立ち上がった。


    　──答えのない問題に答えを出すのって、難しいなぁ──


    　少ししんみりした気持ちもあったけど、それを切り替えて大きく伸びをする。


    　いつまでも下を向いてられないしな。それに勇者は、常に前を向いているものなのだ。


    　思いながら二人で駆け足で階段を下りて、並んでグラウンドの中心へ向かって歩いていく。そうして焼肉のいい香りが風に乗って漂ってきた辺りで、俺は雪島さんに質問した。


    「ところで雪島さん、タッキーと豊ゆたかさんがどこ行ったか知らない？」


    「さっき見たときはキャンプファイヤーの近くにいた。そこで安やす井いくんは本校の女子高生と戯たわむれながら大暴走してて、北きた大おお路じくんはその餌えさとして方言を封印された状態で一緒にいたけど、ぎこちなくしゃべる人形みたいになってて、それはそれで面白いことになってた」


    「そっか。そりゃ面白そうだ！」


    「……明日も森に行くのに、皆はしゃぎすぎ」


    「ま、今日くらい、いいじゃんか。明日は明日でまたしんどいんだからさ」


    「私たちにとって山は戦場。甘く見ても準備を怠おこたっても大問題」


    「まー確かにそうだけどさぁ。……けど、今日は宴会で明日は戦場か。いいなぁ。わくわくしてくるよ」


    「わくわく？」


    　雪ゆき島しまさんが意外そうに聞き返す。


    　俺は勇者的思考回路を全開にして叫んだ。


    「そうだよ。だってそんな生活、勇者みたいじゃんか！」


    　俺たちに気づいた望もち月づき先生と理事長と伊い万ま里りさんに向かって俺は大きく手を振る。三人は笑顔で手を振り返してくれた。


    「そして勇者は、どんどん仲間を増やしていくものなのだ！」


    　そう。さっき雪島さんに話した理由とか現実的な理由とかもあるけど、仲間を増やしたいというのも俺がこの宴会を先生に提案した大きな理由の一つなのだ！


    「だからさ。これから会う新しい仲間に、デッケー声で言いに行こうぜ！」


    「なんて？」


    　雪島さんは俺の熱弁をおかしそうに聞きながら問い返す。


    　俺はニッと笑って答えた。


    「皆さん、はじめまして！　いや、前世以来ですねッ！　ってさ！」


    　あの砂漠の勇者みたいにビシッと天に拳こぶしを突き出し、大声で叫ぶ。


    　その言動に三か月前のことを思い出したのか、雪島さんはぷっと吹き出し笑いだした。


    　目の前にはたくさんの生徒たちと、その笑顔。


    　そうさ。皆がこうして笑えるなら、確かにリアルでの狩りは大変だし、辛つらくてしんどいけど、きっと俺らが頑張る価値はあるのだろう。いや、どっかの誰だれかに後ろ指を指されても、頑張る価値はきっとある。そもそもそんな状況で頑張るなんて、勇者そのものじゃないか。心の底からそう思った。


    「……それとさ、」


    　隣を歩く雪島さんに聞こえないくらい小さく呟つぶやき、俺は近くのテーブルに置いてあるイノシシの焼肉の皿を前に立ち止まり、目をつぶった。


    　これからやる全校生徒を前にした第二のバカな高校デビューの前に、どうしてもこれだけは言っておきたかった。


    　それはきっと大昔の狩人が作った言葉なのだろう。


    　ここに来るまでは意味なんて考えたこともなかった、ただの決まりごとの挨あい拶さつ。


    　けれど今ならその意味も、その価値もわかるような気がしていた。


    　たとえそれが言い訳だとしても、それでも言っておきたかった。


    　だから俺は今まで狩ってきたすべての動物のことを思い出しながら、高らかに言い放った。


    



    「いただきます！」


    



    　万感の思いを込めて、手を合わせた。


    　そうして祭りの中心へと入ってゆく。


    　響き渡る笑い声と、巨大な焚たき火。


    　それはきっとなんの共通点もない音と場所だったと思う。


    　けれど俺はその笑い声に、あのゲームの中で見た海を思い出していた。


    　自分が頑張ることで誰だれかが笑っていられる場所がある。仲間と笑っていられる場所がある。


    　それは音も形も違うけれど、きっと俺にとってのキラキラ光る海だった。


    　新しい仲間はもう目の前。


    　さて、行きますか！


    　俺は腹をくくり、砂漠のように乾燥した校庭の土を蹴けって、前に一歩踏み出した。


    　さらば、まともな人生よ！


    



    
      了

    


    


  



  
    



    


    　あとがき


    



    



    　このお話は、フィクションです。


    　現在。クロスボウ、通称ボウガンを使った狩りは法律で禁止されています。


    　架空の現代を舞台にした本作のマネをした場合、逮捕起訴される可能性があります。


    



    　動物は大切にしましょう。


    　そうしないとアレですよ。あなたが小学校や中学校で書いた卒業文集が、全国ニュースで朗読されてしまいますよ？


    



    　はい。というわけで注意書きも終わったところで、皆様はじめまして、森もり月つき朝あさ文ふみと申します。


    　このたび、第６回小学館ライトノベル大賞・ガガガ大賞を頂き、こうして皆様に本作を読んでいただくことが出来ました。審査員の方々、ゲスト審査員の畑健二郎先生、絵師のいわさきたかし様、編集の星野様、そして何よりこの本を買ってくださった読者の皆様。本当にありがとうございました。賛否両論あるとは思いますが、楽しんで貰もらえたなら幸いです。


    　思えば去年の春「俺は小説家になる！」と言って会社に辞表を叩たたきつけてから、もう一年が過ぎてしまいました。今まで一次落ちしか経験がないのに「大丈夫！　次書いたので絶対に賞を獲るから！」と何の保証もなく会社を辞めたアホな私は、こうして皆様のおかげで生きています。


    　本当に、感謝の言葉しか浮かんできません。


    　授賞式のときから「ガガガじゃなきゃ一次あたりで討ち死にしてたんじゃ？」と囁ささやかれていたり「ラノベでガチ狩猟物とか前例ねぇけど大丈夫か!?」とか関係者様に心配（？）されていたり「×××××××（自主規制により削除）」とか言われている本作ですが、皆、言うときは大抵笑顔なので大丈夫！　──だと思う。多分。きっと。……だといいな。


    　ともあれ。狩猟という社会派で硬いテーマをライトノベルというエンタメスープでコトコト煮込み、軽さと重さの両立を目指した本作は、これからも続く限り、限界まで突っ走ります！


    



    　最後になりましたが、今回使用させて頂いたパロディの元ネタ関係者様すべてに、感謝と謝罪と尊敬の意を表ひようし、このあとがきを終わりたいと思います。


    　それでは皆様、また小説でお会い致しましょう。さよ～なら～。


    



    
      森月朝文

    

  



  
    森月朝文


    Asafumi Moritsuki


    



    花見の後、酔っ払った勢いで「俺は小説家になる！」と言って会社を退職。図書館へと通う偽装出勤者となるもガガガ文庫に拾われ、なんとか一命を取り留める。そんな新人ですが、皆様、よろしくお願い致します。
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